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近年、鎌倉の街では古い家屋や!苫舗の建て替えが相次いでいます。その仁hで、

埋蔵文化財に影響のある工事も多くなっています。このため、個人専用住宅等

の建設に際しては、昭和59年度から匡l・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が

調査主体となって発掘調査の実施にあたってまいりました。

先人の遺産である文化財を守る ことは、現在に生きる我々の責務であり、市

内のおよそ 6害IJの地域が埋蔵文化財包蔵地とな っている本市の場合、特に市民

の皆様のご理解とご協力なくしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実施が困

難であることは言うまでもありません。

本書は平成10年度から11年度にかけて国 ・県の補助を受けて鎌倉市教育委

員会が実施した個人専用住宅 ・庖舗併用住宅等の建設に伴う発掘調査の記録と

して14ヶ所の調査成果を掲載しています。特に若宮大路周辺遺跡群では数棟の

掘立柱建物跡とともに木組による溝跡が良好な状態で発見されました。また田

楽辻子周辺遺跡では往時の田楽辻子とみられる道路や側溝の遺構をはじめ屋敷

等の庭園に関わるよ うな玉砂利を敷き詰めた遺構が発見されるなど大きな成果

をあげることができ、鎌倉の往時の姿の解明を一歩進めることができました。

調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御開解をいただくとともに、調

査の期間中、物心両面にわたり多大なご協力をいただきました事業者 ・工事関

係者の皆様に心か らお礼を申しあげます。

平成12年 3月31日

鎌倉市教育委員会
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本書は平成11年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊
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平成11年度調査の概観

平成11年度の緊急調査実施件数は18件であり 、調査対象面積は1，296.87m'であっ た (平成12年 2月 l

日現在)。 これを前年度の12件、 1，24l.69m'と比較すると件数は前年度のl.5倍となっているものの、面

積のうえでは若干の増加にとどまっている。このことは、個々の発掘調査がいずれも小規模な調査であ

る傾向を顕著に示 しているものといえよう。

調査原因の内訳は、個人専用住宅の建設に関するものが17件、自己周回舗併用住宅の建設に関する も

のが 1件と なっている。例年以上に匝舗併用住宅の建設に伴う調査が減少していることからも未だ景気

が低迷状態にあることがうかがわれる。反面、低金利や住宅の取得にと もなう税制上の優遇措置が実施

されていることもあっ て、個人専用住宅の建設に伴う発掘調査は増加するところ とな った。本年度も耐

震性等を考慮、 した鋼管杭等の打設や地盤改良工事を採るものが10件みられた。少な くとも本市において

は、ここ数年こうした杭打ち」二法等が確実に発掘調査実施の主体的要因とな ったj惑があり、こうした傾

向は今後 もさらに増加していくものと予測される。また、地下室の建設を含むものが 5件みられ、個人

専用住宅における地卜室の建設も増加の傾向にあるこ とがみ うけられる。

本年度は政所跡 (地点 6)において鶴岡八幡宮境内と政所とを区画していたとみられる南北方向の溝

跡が発見さ れたことや、大倉幕府周辺遺跡群(地点18)においては世紀後半から15世紀前半にかけての

時期の滑川の旧河道跡が確認さ れたことなどが特記事項としてあげ られる。

以卜、各地点の調査に至る経過と調査成果の概要を紹介する。

l 円覚寺門前遺跡 (No.287)
北鎌倉駅前の県道から瓜ヶ谷と呼ばれる北向きに聞く谷戸を南に100m程入った谷戸の東側に位置す

る。平成10年11月に前面の道路か ら1m程高い敷地において地盤の柱状改良という 工法による基礎構造

の個人専用住宅の建設について事前相談があり 、確認調査を実胞したところ、地表下60cm以下に中世造

物包含層及び遺構面が確認され、現計画どおり の建設工事による遺構の損傷が避けられないものと判断

された。これにより発掘調査の実施について数回の協議を重ねたと ころ、建築主から埋蔵文化財の保護

について理解が示さ れ、基礎工事による掘削深度を現地表下60cmまでに抑える基礎構造に設計の変更が

なされた。 これによ り住宅の建設部分における埋蔵文化財 の保護は可能と なっ たが、車庫の建設部分に

ついては前面道路と同じ高さまで地盤の切り下げが行われるため、こ の部分における埋蔵文化財への影

響は不可否と判断されるにいたっ た。このため車庫の建設部分を発掘調査の対象範囲として、文化財保

護法の手続きを行い、調査実施点法等の協議が整っ た後、 平成11年 4月13円から 4月30日まで発掘調査

を実施した。

調査の結果、数基の住穴跡、 土墳及び、溝状遺構が発見され、 14世紀代における谷戸内の上地利用の一

端が明らかにな った。

2 米町遺跡 (No.245)
市街地の中心部からにやや東よりあたる大町ニ丁目の住宅地の一角に位置する。平成11年 2月に当該

地において鋼管杭の打設工事が行われている状況が確認されたため、工事関係者に事情を確認 したとこ

ろ、建築確認申請の手続き完了後の工法変更により杭打ちの基礎構造が採られ現地施工に至ったと のこ
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とであった。当該地における同種の工事内容では埋蔵文化財への影響が不可避であると考えられること

から、急速、神奈川県教育庁文化財保護課(当時)の担当者による現地確認を得て今後の対応策につい

て指導を求めたところ、早急に確認調査を実施し埋職文化財の存在する深度を確実に把握したうえでさ

らなる対応を検討すべきとの指示を得るに至った。この時点で現地ではすでに基礎工事が完成した段階

にあったため、以前に確認調査が実施されている近隣地点の調査成果から地表下40cm以一円こ埋蔵文化財

の存在が予想されるため、事業者と数回にわたる協議及ひず文化財保護法に基づ、く手続き等を経て、完

成済の基礎構造物を避けるかたちで基礎の内側に 3箇所の調査区を設ける方法により平成11年 4月17日

から 4月30日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、調査面積が狭小であっ たにもかかわ らず、調査地を南北に区画する溝と調査地の南側前

面に位置する現況道路に沿う東西方向の溝とともに多くの柱穴が発見され、 13世紀代に遡る遺物も出土

しており 、当該地が大町大路と車大路にはさまれた町屋の一角にあたる様子がうかがわれる ところとな っ

fこ。

3 弁ヶ谷遺跡 (No..249)
市街地中心部の南東にあたる、材木座の紅ヶ谷、弁ヶ谷と呼ばれる谷戸の入口付近に位置する。平成

11年4月に個人専用住宅の建設について事前相談があり、建築計画のなかに地下室の建築が含まれるも

のであっ たため確認調査を実施したと ころ、地表下90cm以一円こ埋蔵文化財の存在が確認された。このた

め設計変更を含め事業者と協議を行 ったが、 当初の計画通り地下室の建築に変更の余地がないとの結論

にいたり 、工事の実施による埋蔵文化財への影響が避けられないものと判断された。このため、発掘調

査の実施を前提に事業者と協議し、文化財保護法に基づく手続き を経て、調査の実施方法等につ いての

協議が整った後、平成11年 6月27日から 7月21日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、おおむね14世紀後半のものとみられる泥岩の切石を積んで構築した井戸や溝跡等が発見

され、材木座の谷戸内における土地利用の様子の一端が明らかになった。

4 長谷小路周辺遺跡 (No.236)
若宮大路の下馬四ツ角の交差点から長谷観音や大仏方面に向かう県道鎌倉葉山線の南側に所在する。

平成11年 2月に自己用庖舗併用住宅建設の事前相談があり 、建物の基礎を杭構造とする計画であり 、事

前に実施した確認、調査の結果から工事の実施による埋蔵文化財への影響が避けられないものと判断され

たため、発掘調査の実施を前提に事業者と協議し、文化財保護法の手続きを経て、調査実施方法等の協

議が整っ た後、平成11年 6月26日から 8月31日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、往時の長谷小路かとも思われる東西方向の道路状遺構やおおむね14世紀代を中心とする

大型の井戸跡や方形竪穴建築祉等の遺構群が検出された。

5 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)
小町大路の東側に面した住宅街の一角に位置する。平成11年 6月に前面の道路から約60cm程高い敷地

において鋼管杭を打設する工事が実施されている状況が確認されたため、工事関係者に事情を確認した

ところ、建築確認申請の手続き完了後の工法変更により杭打ちの基礎構造が採られ現地施工に至ったと

のことであ った。 当該地における同種の工事内容では埋蔵文化財への影響が不可避であると考えられる

ことから、急、;昼、神奈川県教育庁生涯学習文化財課の担当者による現地の確認を得て今後の対応策につ

いて指導を求めたところ、 早急に確認調査を実施し埋蔵文化財の存在する深度を確実に把握したうえで
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調査の結果、おおむね1-1コ世後半期から近世にかけての時期に属すると考え られる溝跡、井戸跡、柱穴

及び数基の土墳が発見されたが、本調査地点において発見することのできた遺構と玉縄城跡との具体的

な関係は現段階において不明と言わざるをえない。

12笹目遺跡 (No.207)
市内中心部の南西にあたる笹目町に所在し、 県道の北側に位置する。平成11年10月に個人専用住宅建

設の事前相談があり、 建築計画のなかに地下室の構築を含むものであったため、工事の実施により遺構

の損傷が避けられないものと判断された。こ のため確認調査を実施したところ、地表下70cm以下に具体

的な埋蔵文化財が確認された。文化財保護法に基づ、く手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、

平成11年n月29日か ら平成11年12月25日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、おおむね14世紀代に属すると考え られる数棟の方形竪穴建築祉が発見される とともに、

その下層からは中世以前の時期に遡る古代の土器類も出土する ところとな った。

13笹目遺跡 (No.207)
上記調査地点12の西隣に位置する。 平成11年10月に個人専用住宅建設の事前相談があり 、建築計画の

なかに地下室の構築を含むものであったため、工事の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断

された。このため確認調査を実施したとこ ろ、地表下70cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。こ

のため事業者と協議したところ、工事の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、

文化財保護法に基づく手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、平成11年11月29日から平成11

年12月17日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、既存建物の基礎による撹乱を部分的に受けながら も数棟の方形竪穴建築祉が発見される

とともに、撹乱によって頭と両足先を欠損するものの伸展葬の人骨 l体を発見することができた。

14米町遺跡 (No.245)
前述の調査地点 8とは河川を隔てた西側に位置しており、敷地の西側lこあたる魚町橋付近は市街地一

帯の土地が南に向かつて急激に低くなる地形の変換点にあたっている。平成11年10月に個人専用住宅建

設の事前相談があり、基礎の構造を通常の住宅よりも掘削深度の大きなものとする計画であったため、

工事の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ、

地表下120cmJ;J、下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者と協議 したところ、建設箇所が

河川に面した場所であるため、基礎の構造を堅牢なものとする必要から現地表-F250cmまでの深さに達

する独立基礎 6ヶ所を設けることが避けられないとの意向が示さ れた。このため文化財保護法に基づ、く

手続きを行い、 調査実施方法等の協議が整った後、 平成11年11月29日から平成11年12月17日まで発掘調

査を実施した。

発掘調査は独立基礎が建設される部分に限定して、 2mX2mの調査区を敷地内に 6ヶ所設定して工

事による掘削の及ぶ深さまで実施した。このため具体的な遺構の面的な広がりを確認することはできな

かったが、各調査区の土層断面の観察所見からは14世紀の後半から15世紀代にかけての遺構の存在が予

怨されるとともに、当該期の遺物が比較的多く出土する ところとなった。
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15 材木座町屋遺跡 (No.261)
市内の南東部にあたる材木座六丁目に位置し、周辺には浄土宗の大本山光明寺が存する。当該地は材

木座の海岸線から約100mほど内陸に入った場所にあたる。平成11年10月に個人専用住宅建設の事前相

談があり、住宅の基礎の工事に先立って表層地盤の改良工事を実施する計画であることから、工事の実

施による埋蔵文化財の損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ、地

表下100cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。 このため事業者と協議したところ、海岸地帯に近

い立地で地盤が軟弱であると考えられることから、 当初の計画通りに敷地の地盤改良を実施したいとい

う意向が示された。このため工事の実施によ る遺構の損傷は避けられないものと判断されたため、文化

財保護法に基づく手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、平成12年 1月6日から平成12年 2

月10日ま での予定で発掘調査に着手 した。

16 田楽辻子周辺遺跡 (No.33)
市内の東部にあたる雪ノ下五丁目に所在し、かつて勝長寿院があった大御堂ヶ谷と呼ばれる谷戸の入

口部分の東側に位置する。平成11年 9月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎の一部が深

基礎の構造になるとともに、敷地の西側が道路後退にともなって高さ約 1mにわた って切り下げられ、

さらにその部分には擁壁が建設される計画であることから、工事の実施による埋蔵文化財の損傷が避け

られないもの と判断された。 このため確認調査を実施したところ、地表下130cm以下に具体的な埋蔵文

化財が確認された。このため事業者と協議を実施したが、敷地が接する北側の道路よりも約 1m高いこ

とから基礎の一部を深いものとすることと道路後退による土地の切り下げはいずれも計画に変更の余地

がないとの意向が示された。このため工事による遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、文

化財保護法に基づく手続きを行い、調査実施方法等の協議が整っ た後、平成12年 1月6日から発掘調査

を開始した。

調査はまず住宅の基礎部分15n{について実施し、 狭小な面積にもかかわらず数基の柱穴等が発見され

中国製の陶磁器のほか、中世以前の時期に遡る須恵器の破片も出土するところとなり 、平成12年 l月11

日までにこの部分の発掘調査を終了した。なお、道路後退にともなう敷地の切り下げは住宅の建設完了

後に実施されることから、こ の部分についての発掘調査は平成12年度にな ってから実施する予定である。

17 大倉幕府周辺遺跡群 (No.48)
市内の中心の東側にあたり六浦道と呼ばれる現在の県道金沢鎌倉線の北側に位置し、本調査地点の西

側はちょうと六浦道と二階堂大路が交わる場所にあたる。平成11年12月に個人専用住宅建設の事前相談

があり 、住宅の基礎を鋼管杭の構造とする計画が事業者から示された。当該地周辺ではこれまでに も数

ヶ所で発掘調査が実施されており、具体的な遺構の存在する深さがおおむね予想可能であることから、

ただちに工事の実施による埋蔵文化財の損傷が避け られないものと判断された。このため、確認調査を

実施せずに発掘調査の実施に向けた協議を事業者との間で開始し、文化財保護法に基づ、く手続きを行い、

調査実施方法等の協議が整った後、平成12年 1月24日か ら平成12年 3月31日までの予定で発掘調査を開

t台した。

18 大倉幕府周辺遺跡群 (No.48)
前出の調査地点17から西に約200m程の場所にあたり、六浦道と呼ばれる現在の県道金沢鎌倉線の南

側に位置 している。本調査地点のす ぐ南側には滑川が東から西に向かつて流れており 、この滑川はおり
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しも木調査地点のす ぐ東側で北から南に向けでほぼ直角に蛇行をしている。平成11年 2月に個人専用住

宅建設の事前相談があり、建築計画のなかに地下室の構築を含むものであったため、工事の実施により

遺構の損傷が避けられないものと判断された。 当該地における住宅の建設工事は、敷地南側を流れる滑

川に架かる大倉稲荷橋の架け替え工事の完了を待って実施されることから、この時点では神奈川県藤沢

土木事務所の施工による同橋架け替え工事が完了する平成12年 3月末以降に発掘調査を実施することで

具体的な事業者との協議は一時中断することとな った。その後、橋の架け替え工事が平成12年 1月末に

当初の予定よりも早く完了するこ ととなったため、文化財保護法に基づく 手続きを行い、調査実施方法

等の協議が整った後、平成12年 2月 1日から平成12年 3月20日までの予定で発掘調査を開始した。
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本誌所収の平成10年度・ 11年度発掘調査地点一覧

No. 遺跡名 所 在 i也 調査原因 種目Ij 面積 調査期間

西 方 寺 跡 極楽寺 二 丁目 18番外 個人専用住宅 社寺 118.48 m' H10. 3. 9 
(1) 

(No.219) (車庫造成) ~日10.5.15 

海蔵寺旧境内遺跡 扇ガ谷四丁目632番 2外 個人専用住宅 社寺 67.28m' 日10.3.12 
② 

(No.299) (地 下室) ~日10.5. 2 

若宮大路周辺遺跡群 小町 一 丁目 81番 目 自己用居舗 都市 39.14m' HlO. 5.11 
③ 

(No.242) 併 用 住 宅 ~日10.6. 2 

若宮大路周辺遺跡群 雪 ノ 下 ~ r 日 198 番 6 個人専用住宅 者IS市 119.68m2 H10. 6. 8 
④ 

(No.242) の 一部 ~日10.9.16 

田楽辻子周辺遺跡 浄明寺一丁白 661番外 宅地造成及び 者IS市 254.30 m' H10. 7.30 
⑤ 

CNo. 33) 個人専用住宅 '"" H10.1O.12 

材木座町 屋 遺 跡 材木座一丁 目890番 7 個人専用住宅 都市 40.00nf 日10.9.21 
⑥ 

(No.261) C 21~1鼎住宅) ~日10.10.26

北条時房 ・顕時邸跡 雪 ノ下一丁目 271番 3 自 己 用 庖 舗 都市 25.00m' HlO. 6.18 
⑦ 

CNo.278) 併用住宅 '""HlO. 7. 4 

北条時房 ・顕時邸跡 雪ノ下 一T目271番 4 自己 用目 舗 都市 76.32 nf 日10.8. 3 
⑧ 

(No.278) 併用住宅 '""HlO.10. 9 

大慶寺旧境内遺跡 寺分 一 丁目 819番 l 個人専用住宅 社寺 140.75m' HlO.10. 8 
⑨ 

CNo.361) '"" HlO.11.26 

横 小路 周辺遺跡 二階堂字荏柄10番 9外 個人専用住宅 都市 172.15 nf 日10.11.2 
⑩ 

CNo.259) ~日11.1.23 

由比ガ 浜中世集団 由比ガ浜二丁目1203寄20 自己用診療所 慕地 11l.58m' 日10.1l.26
⑪ 

墓地遺跡 CNo.372) 併用住宅
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No. 遺跡名 所 在 l也 調査原因 種別 面積 調査期間

名 越ヶ 谷遺跡 大町四丁目 1888番 個人専用住宅 都市 77.01 rri' H10.12.11 
⑫ 

CNo.231) ~H1 1. 3. 5 

米 町 遺 助、 大町 二 丁目 2404番 個人専用住宅 都市 20.86rri' 日11.4.17
⑬ 

CNo.245) ~H1 1. 4 .30 
」

円覚寺門前遺跡 山ノ内字東瓜ヶ谷 個人専用住宅 都市 21. 75 rri' H11. 4 .13 
⑬ 

(No.287) 1299番1外 ~日11.4 .30 
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平成11年度発掘調査地点一覧

No. 遺跡名 所 在 地 調査原因 種別 面積 調査期間

円 覚 寺 門前遺跡 山ノ内字 東 瓜ヶ 谷 個人専用住宅 都市 20.00m2 H11. 4.13 

(No.287) 1299番 1外 (車庫造成) ~日11.4.30 

米 町 遺 闘; 大町 二 丁 目 2404番 個人専用住宅 都市 20.86m2 日11.4.17 
2 

(No.245) ~H1 1. 4.30 

弁 ケ 谷 遺跡 材木座四 丁 目336番 7 個人専用住宅 都市 28.00 m' 日11.6.26 
3 

(No.249) (地 下室) ~H1 1. 7.21 

長谷小路周辺遺跡 由比カ。浜 = 丁 目 自己用庖舗 都市 124.72m' 日11.6.26 
4 

(No.236) 254番15外 ~H1 1. 8.31 

若宮大路周辺遺跡群 小町 二 丁 目 402番 5 個人専用住宅 都市 182.47m' 日11.7. 6 
5 

(No.242) ~H1 1. 9. 4 

政 所 跡 雪ノ下 =丁 目989番 4 個人専用住宅 宮街 53.82 m' H11. 8.16 
6 

(No目247) ~日11.9.30 

F馬周辺遺跡 由比 ガ、浜二丁 目110番 5 個人専用住宅 都市 93.27 m2 H11. 8.17 
7 

(No.200) ~ H11.10.27 

米 田I 1‘王息位一 跡 大町 二 J日2313番目 個人専用住宅 都市 42.43 m2 日11.9. 6 
8 

(No.245) ~H11.10.23 

理智光寺跡 二 階 堂 字理智光寺 個人専用住宅 社寺 6l.43 m' 日11.10.18
9 

(No.265) 750番 l ~H1 1. 1 2 .11 

東 1長 寺 跡
10 

小町 = 丁目 523番目 個人専用住宅 社寺 90.00m' H11.10.25 

(No.246) (地下室) ~Hll . 1 l. 20 

玉 出電 城 跡
11 

城廻宇中村 473番 8 個人専用住宅 l成館 95.28m' H11.1l. 2 

(No. 63) ~H1 l. 1 l. 22 

XVTI 



No. 遺 跡名 所 在 地 調査原因 種別 面積 調査期間

笹 目 遺 跡 笹目町 285番 1外 個人専用住宅 者15市 87.46rrf Hll.ll.29 
12 

(No.207) (地下室) ......H11.12.25 

世 目 遺 E応 笹田町 286番 l外 個人専用住宅 都市 134.56 rrf 日11.11.29
13 

(No.207) (地下室) ......H11.12.17 

米 HJT 遺 問、 大町二丁 目2308番 1 個人専用住宅 都市 24.00 rrf H11.12. 6 
14 

(No.245) ......H11.12.17 

材木座町 屋 遺跡 材木座六 f目760番 l 個人専用住宅 都市 56.31 rrf H12. 1. 6 
15 

(No.261) ~日12.2.10 

田楽辻子周辺遺跡 雪 ノ下 五T日555番 1 個人専用住宅 都市 51.00rrf H12. 1. 6 
16 

(No. 33) ......H12. 4.28 

大蔵幕府周辺遺跡群 雪 ノ下字大倉耕地562番 個人専用住宅 都市 89.64rrf H12. 1.31 
17 

(No. 49) 16 ......H12. 3.31 

大倉幕府周辺遺跡群 雪 ノ下回T目580番10外 個人専用住宅 都市 129.08m2 H12. 2. 1 
18 

(No. 49) (地下室 ) ......H12. 3.20 

ト

XI'官

~ 



画 一
全 楽 ト ジ ¥

市
|鎌

A F  
』

¥ 市
炉 、1 吋 n ー

品¥
、 、 〉

畑
i
T

，I.
.I

~
一、

横

局
県

帆
1
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西方寺跡 (No.219)

鎌倉市極楽寺二丁目18番外



仔リ

1.本報は、神奈川県鎌倉市極楽寺二丁目18番外地点における埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は、個人専用住宅に係る車庫造成の範囲118.48n{を対象に平成10年 3月 9日から同年 5月

15日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.本報の編集 ・執筆は粂が行い、粛木が加除筆を加えた。

4.本報に掲載した遺構写真は、粂、熊谷洋ーが撮影を行った。

5.本報の遺構 ・遺物図版の指示は下の通りである。

遺構全体図 1/120 

遺構個別図 1/60 

遺物実測図 1/3 

遺構 ・遺物図版 水糸高は海抜数値を表わす。

油煙、焼け焦げは黒塗り で表示した。

なお各図にはスケールを表示した。

6.本文中において 「鎌倉石」、 「土丹Jと表記 している ものは、と もに鎌倉周辺域で産する岩石で、前

者は砂質凝灰岩、後者は破砕泥岩の地域用語である。

7 .発掘調査、及び報告書作成にあたり次の諸氏、 諸機関より御協力、御教示を賜っ た。記して感謝の

意を表したい。(順不同 ・敬称略)

手塚直樹、大河内勉、 菊川|英政、鎌倉考古学研究所

8.本報に関わる出土遺物、図面、写真等の資料は一括して鎌倉市教育委員会が保管しているo

l 調査体制は、以下の通りである。

担当者 粛木秀雄

調査員 粂健一、熊谷洋一

調査補助員 田村葉子、八杉陽子

調査協力者 石渡辰男、杉浦永章、多田徳蔵、蓑田孝善(鎌倉市シルバ一人材センタ ー)
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第 1章遺跡概観

第 1節 遺跡の立地

本調査地は、鎌倉市極楽寺二丁目18番外に所在する。江ノ 島電鉄の極楽寺駅より北東に150m程の場

所で極楽寺坂の頂上付近北側に位置する。極楽寺地区は、錬倉旧市内を取り囲む山並みの外側で鎌倉市

の南西部に位置している。村名の由来となった極楽寺は、霊鷲山感応院極楽寺と号し、真言律宗奈良西

大寺の末寺である。開山は忍性、開基は北条重時である。極楽寺は、文永四年(1267)に忍性が入寺し

て以来、飛躍的な発展を遂げて繁栄を極めたが、元弘三年 (1333)北条氏の滅亡により有力な後ろ盾を

失うと同時に急激に磐りの色が見え始める。そして元亀三年(1572)には、火災により講堂他 3塔頭を

残して焼失してしまう。明暦年間になると焼失を免れた講堂を本堂に、仏法寺を方丈として現在地に移

転して今日に至っている。

往時の極楽寺の境域には、西方寺 ・仏法寺 ・真言院 ・興正寺 ・蓮華寺 ・尼寺 ・福田院 ・吉祥院 ・宝瞳

(塔)院 ・就学院 ・勧学院等の多くの支院塔頭の存在が境内古絵図などから推定されている。この内の

西方寺が今回調査を実施した地域にあったと推定されている。この寺については史料が非常に乏しく開

基、閉山、開創などは不明とされている。このように不明な部分が多い西方寺であるが『金沢文庫古文

書」 に 「元徳二年正月所目、於西方寺書写也」とみえ、正和三年(1314)li浄光明寺住持高慧等連署発

願文写」に西方寺導也が署名 している。また正和三年十月十四日付「覚園寺文書Jで連署している相模

国内の浄土宗関係の寺の僧14人のうち「西方寺導也」の名があることから、これより以前に創建された

浄土宗の寺と思われる。また『新編武蔵国風土記稿』の都筑郡新羽村(現在の横浜市港北区新羽町)の

条に西方寺がある。新羽村の西方寺には鎌倉の極楽寺から移ったという寺伝を残しているという。新羽

村の西方寺の開山は継真で永禄四年正月朔日遷化していることから、西方寺が移転したのは天文年間

(l532~ 1554)以降といえるであろう。

移転する以前の西方寺の境内には、極楽寺切通しが通っていたとされている。この極楽寺切通しは、

所謂「鎌倉七口」といわれる中のひとつで鎌倉と外界を結ぶ重要なル トであり極楽寺の他に大仏 ・化

粧坂 ・亀ヶ谷 ・巨福日・朝比奈 ・名越がある。

現在の極楽寺切通しは、近世以降になっ て開撃されたもので道幅も広く勾配も緩やかになっているが

もともとの切通しは、現在よりも北側を通り数年前までは崖面で観察することが出来たが、今ではコン

クリ 卜に覆われて観察することが出来なくなっている。高さも現存する成就院とほぼ同じ高さであ っ

たようで道幅も狭く荷物を積んだ馬が一頭通るといっぱいになる程であった。この極楽寺切通は交通の

要点としての役割ともうひとつ防禦施設としての一面も兼ねていたようである。防禦施設と考える上で

興味深い特殊な遺構が極楽坂周辺には残っている。それは「一升桝」、「五合桝」と呼ばれる桝形遺構で

いずれも方形に土塁を廻らせた広場で近世の城郭や戦国期の山城の一部に見られる桝形の古い形態を示

すものであろう。 「一升桝」は馬場ケ谷の奥の山上にあり、「五合桝」は成就院の背後霊仙山の山頂付近

にある。ここに軍勢を入れてその数をはかる目安に使われたと言い伝えられているが、実際には極楽寺

坂防衛のための兵士を伏せておくための施設として考えるべきであろう。このような施設の存在から見

てもここが防衛上でいかに重要であったかが窺われる。 実際に元弘三年(1333)の新日義貞の鎌倉攻め

の際にも極楽寺坂は、陥ちることはなく新田勢が稲村ケ崎にまわったことは有名である。

現在の西方寺町、は、寺院があった痕跡は見る影も無いが、調査地の北側の山裾と切通しを挟んだ南側

-5-
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Fig.3 堆積土層図

8層 暗茶褐色粘質土 ・・ 直径 2~ 5 cmの土丹粒

子を多く 含む。この層の上面を第 7面とした。

9層 黒褐色粘質土 ・・・ 直径 2~ 5 cmの土丹粒

子を多く 含む。

10層 暗茶褐色粘質土 ・・ 直径 2~ 3 cmの土丹粒

子を多く 含み締まり強し、。この層の上面を第 8面と

した。

11層 土丹層 ・・・・・・ かなり大きなサイズの

土丹で構成され隙聞に暗茶褐色粘質土が混入する。

12層 土丹層 ・・・・・・ 上の土丹層に比べ小さ

な土丹のみで構成される。

13層 暗灰褐色粘土 ・・・ 非常に細かな土丹粒子

が若干含まれ、砂質土が含まれるのでザラザラして

いる。締まりは強い。

14層 暗灰褐色粘土 ・・・ 地I.U。木片が数片出土

する。

-8-



第 2章検出された遺構と出土遺物

調査はまず表土層を除き第 1面の検出を行ったがここでは、造構を確認する事は無く撹乱の除去と土

丹による地業面を確認するにとどまった。この後、第 2面から第 8面ま での調査を行った。調査では、

土丹地業層の上面を面として捉え遺構の検出を行った。

その結果、本調査で検出した遺構は、土墳13基、溝状土墳 l基、溝 l条、柱穴 4口、 ピット 3口であ

る。出土した遺物は、かわ らけ ・常滑窯製品 ・手倍り等の中世造物でテンパコ総数にして10箱を数える

が、大部分はかわらけが占めておりその他の遺物は小片が殆どである。なお、かわらけについては整理

作業の時間等の制約から完形品に近い製品を主に実測を行い図示した。また、かわらけは実測出来なかっ

た破片を大 ・小に選別しそれぞれの総重量を量り、本調査地で出土した大 ・小の完形品のかわらけ 5点

づつの平均値(大170g・小49g)で割って重量個体数として示した。

以下、検出した遺構と出土遺物の説明を加える。

第 1節遺構と遺物

1 1面

地表面から 40~50cmの厚さの耕作土を除去すると海抜24 .6m前後で士ー丹粒子、かわらけ片を主体とす

る暗褐色粘質土が検出される。この層の上面を第 1面と した。ここで、遺構の検出を試みたが現代撹乱

が多く遺構は検出されなかった。第 1面では出土遺物もないため全体図は図示しなかった。

II 2面

第 2面は、第 1面を構成する暗褐色粘質土層の下約30cm程で確認された土丹粒子を非常に多く含む暗

褐色粘質土上面を面とした。海抜は24.2m前後を測りほほ、フラットである。ここで検出された遺構は、

土墳 2基 (土壊しのである。

土墳 l

調査区西部で検出。直径は上端で約40cm、深さは10cmを測る円形の土墳である。覆土は、黒褐色粘質

土で土丹粒子を多く含むものである。 出土遺物については、かわらけが破片で 3片出土しているが図示

出来たものは無い。

土壌 2

調査区西部で検出。直径は上端で約100cm、深さは約30cmを測る土墳である。覆土は、黒褐色粘質土

で炭化物を多量に含む。遺構 1と調査区に切られるため不明である。出土遺物は、図示出来なかった遺

物として、かわらけ ・常滑窯聾 ・釘が出土している。

2 面出土遺物(fig.7-1 ~ 12)

1 ~11 は 、 かわらけである。いずれも醜櫨成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 1 ~ 4は小型でい

ずれも器肉はやや厚く 、 1 だけが器高が低く浅いタイプである。 5 ~11中・ 大型で 8 だけが器肉が薄い

タイプである。 3~ 5は口唇部に油煤付着、灯明皿。 12は擦り常滑。常滑の聾の胴部片を利用したもの

で、外面にあたる部分と断面については著しく摩滅している。 13は元豊通賓(北宗 ・初鋳年1078年 ・行

書)。この他に図示出来なかった遺物として、かわらけが破片個体数にして大43個、小63個 ・青磁碗 ・

瀬戸窯瓶子、皿・山茶碗窯担ね鉢 ・常滑窯輩、担ね鉢 ・魚住窯担ね鉢 ・手培り ・鉄製品 ・銅銭が出土し

ている。

皿 3面

第 3面は第 2面下約20cm程で確認された土丹粒子の少ない締まりの強い暗褐色粘質土の上面を面とし

9 
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て調査を行った。海抜は24.0m前後で、ある。検出した遺構は、土墳 2基(土墳 4、 5)である。

第 2面、第 3面では、それぞれ 2基の土墳を検出しているがこれらにともなう遺物は少なく図示出来

た遺物もないため全体図及び遺構個別図は省略した。検出した遺構、出土した面遺物は、以下の通りで

ある。

土墳 4

調査区中央北寄りで、検出。直径は上端で、約40cm、深さは約30cmを測る惰円形を呈する土横である。覆

土は、暗灰褐色粘質土で土丹粒子、炭化物、 かわらけ片を少量含む。 出土遺物については、図示出来な

かったが、かわらけ小片が14片出土している。

上墳 5

調査区北部で検出。 直径は上端で約50cm、深さは約25cmを測る楕円形の土墳である。調査区外に延び

ている。覆土は、暗灰褐色粘質土で土丹粒子、炭化物、かわらけ片を少量含む。 H:l土造物については図

示出来なかったが、かわらけが重量個体数にして小 1個分、釘、骨が出土 している。

3 面出土遺物 (fig.7-14~17)

14~17は 、 かわらけである。いずれも慨轄成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 ここに図示 した、

かわらけはいずれも小型で、あり 14・15は体部が直線的に立ち上がる器高の低いもので、16・17は器肉は

薄く器高の高いものである。この他に、かわらけが重量個体数にして大17{問、小42個分、瀬戸窯入れ子、

常滑窯輩、手培り 、滑石鍋、釘、銭、骨、染付碗が出土 している。

IV 4面

第 3面下の土丹粒子、炭化物、かわらけ片を多く含む暗茶褐色粘質土上面を第 4面として調査を行っ

た。海抜は23.8m前後である。検出した遺構は土墳 l基(士墳7)である。

土墳 7

調査区東部で検出。直i径歪は上

る。覆土は、暗茶褐色粘質土で小さな土丹粒子、炭化物、かわらけ片を含み上層は大きめの土丹と鎌合

石が覆っていた。この追構からは、動物造骸(猫?)が l頭分検出されている。猫の埋葬遺構とするに

は土墳の平面形等に不自然さが残るが可能性は高い。

覆土からはfig.7-26に示した元豊通賢(北宗 ・初鋳年1078年 ・筆書)が出土 している。 この他に図示

出来なかった遺物として、かわらけが重量個体数に して大 9個、小21個分、常滑窯輩、釘、 銭、骨が出

土 している。

4面出土造物 Cfig.7 -18----25) 

18~25 は 、 かわらけである。器表は灰燈色から燈色を呈し 、 いずれも糠轍成形で外底面に回転糸切り

痕を有する。 18は底部中心部分に穿干しが見受けられる。 20~25は中 ・ 大型に属するタイプで20 ・ 21 ・ 24

は器肉が薄手で胎土が精良、22・23・25は20・21・24に比べ器肉がやや厚 く胎土も小傑を含み雑な印象

を受ける。この他に図示出来なかった遺物として、かわらけが重量個体数にして大26個、小26個分、青

磁碗、瀬戸窯卸し皿、LIJ茶碗窯担ね鉢、常滑窯護 .f_3[ね鉢、魚住窯担ね鉢、手培り、釘、砥石、 骨が出

土している。

V 5面

第 4 面-F20~30cm程の大、小の土丹ブ ロ ックを主体とした暗茶褐色粘質土を混入した土丹面上面を 5

面として調査した。海抜は23.6m前後を測る。 しかしここで遺構は確認されなかった。このため全体図

は省き、出土遺物を以下に示した。

5 面出土遺物(fig.7-27~33)

-11-
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27は手倍り の破片で胎土は灰黒色を呈する。体部には小さな孔が穿れる 。 28~32は、 かわらけでいず

れも轍櫨成形で外底面に は回転糸切り痕を有する。器表は灰燈色から燈色を呈する。 32は口唇部にir1]煤

付着、灯明皿。33は滑石製のスタンプ。 表面には草花が陽刻される。滑石鍋か らの転用と思われる。 こ

の製品の中心短軸方向には穿孔がある。この他に図示出来なかっ た遺物と して、 かわらけが重量個体数

にして大16個、小38個分、青磁瓶子 ・碗、瀬戸窯皿l、山茶碗窯担ね鉢、魚住窯担ね鉢、常滑窯聾 ・捜ね

鉢、手培り 、擦り常J骨、染付碗、釘、骨が出土している。

Vl 6面

第 5 面下20~60cmで、確認されたかわらけ片を多く 含む暗茶褐色粘質土上面を第 6 面として調査を行っ

た。海抜は23.3m前後を測り南から北に向かつて緩やかに傾斜 してい る。また、性格は掴めなか った

ものの調査区東寄 りには土丹が集中する範囲が確認出来た。検出した遺構は不明遺構 1基、溝 l条、建

物 1棟、ピット 2口、かわらけ集中地点 lカ所である。

かわらけ集中地点

調査区中央付近で検出。東西で約 5m 、南北で約1.5m 程の範囲で確認された。 これは明確な遺構

に伴うのではなく 、平面的に散乱している状況であ った。かわらけは、完形品がひび割れたものまたは

小片が殆ど、で出土状況か らは、正位、覆位を意識したものとは考えられなかった。 ここではかわ らけ溜

りでは無くかわらけ集中地点とした。

出土遺物 (Fig.8-45~63) 

45~63は、かわらけである。 58 ・ 60は口唇部に油煤が付着する灯明皿。いずれも概輪成形で外底

面に回転糸切り 痕を有する。 45~56は小型の浅皿タイプ。 57 ・ 58は小型の深皿タイプ。 59~63は中 ・ 大

型。器表は概ね灰燈色から燈色を呈する。 54・60は口唇部に油煤が付着する灯明皿。この他に図示出来

なかった遺物として、かわらけが重量個体数として大22個 ・小70個分、青磁、山茶碗窯担ね鉢、常滑窯

輩、手熔り 、瓦、釘、砥石等が出土している。

建物 l

遺構 9、遺構10、遺構11のピットで構成される。調査区南部で検出された。遺構 9は上端で・約25cm、

深さ約25cmで平面円形、造構10は上端で約30cm、深さ約10cmで平面円形、遺構11は上端で約60cm、i架さ

約15cmで平面円形を呈している。造構間の距離は遺構 9と遺構10の聞が約95cm、遺構10と造構11の聞が

約110cmを測る。小規模な建物であった と考えられる。

各遺構覆土は、暗褐色*'占質土で、炭化物を含む。出土造物は、図示出来るような遺物は無くかわらけが

破片で出土している。

遺構12

調査区南西部で検出した不明遺構である。東を撹乱に、南と西で調査区外に延びるため遺構の性格、

形態を示すことは出来ないが、確認し た部分では東西が約280cm、深さは約60cmを?NiJりかなり大きな遺

構であると いえるだろう。この辺りにあったとされる極楽寺の切り通しあるいは寺域への入口の一部と

も考え られるが確証は無い。覆土は、暗灰褐色粘質土で土丹粒子と炭化物が多く 含まれる。

出土遺物 (Fig.7 -42~44) 

42~44は、かわ らけである。いずれも概麟成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 42 ・ 43は小型で42

は灰燈色を呈し器肉が薄し、。43は灰燈色を呈 し器肉が厚 く器高の低いものである。 44は大塑で粉質胎土

で赤燈色を呈する器肉が薄手のタイプである。 この他に図示出来なか った遺物と して、かわらけが重量

個体数にして大 8個 ・小18個分、常滑窯護、手倍り 、瓦、釘、硯、骨等が出土している。

溝 1-遺構13
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調査区南東部で検出された調査区を東西方向に走る溝であるが、東は調査区外に延び、西は撹乱に切

られているため全容は定かではないが、長軸で、約120cm、幅が約30cm、深さは約10cmを1ftlJる小規模なも

のである。覆土は、暗茶褐色粘質土で土丹粒子が非常に多く含まれる。出土造物は図示出来たものが無

く、かわらけが重量個体数にして小 l個分が出土した。

建物 2

遺構24と遺構25で構成される。調査区北部で検出されたが中心部は調査区北側にあると思われ、全体

形は把握できなかった。遺構24は、土丹をくり貫いた様な遺構で、上端の一辺が約20cm、深さは約 5cmを

測る正方形に近い形を呈する極浅いピッ トである。遺構25は、遺構24と同様に土丹をくり貫いた様な遺

構で長軸で約20cm、深さは約10cmを測る楕円形を呈するピットである。

6面出土遺物 (Fig.7-34"-'41) 

34は龍泉窯系青磁の燭台の破片である。胎土は灰色で精徹、柚は透明感のある濃緑色である。 35"-'39 

は、かわらけでいずれも醜艦成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 36は糸切り痕が不明瞭である。 35

~37は小型で35は器肉が薄く体部がやや外反気味に立ち上がる深皿タイプである。 36 ・ 37は器高の低い

浅皿タイプである。 38・39は大型のもので39は粉質胎土で非常に精轍、燈色を呈し器肉は全体的に薄く

歪みも少ない成形である。 40~4 1 は釘である 。 この他に図示出来なかった造物として、 かわらけが破片

個体数と して大26個、小75個 ・青磁碗 ・白磁皿 ・瀬戸窯入れ子 ・山茶碗窯担ね鉢 ・常滑窯輩、壷、担ね

鉢 ・釘 ・奔 ・骨が出土しているo

VlI 6面下

第 6面の調査区東で確認した、西に向かつて緩やかに傾斜 している土丹を含む暗茶褐色粘質土層の上

面を 6面下として調査を行った。ここで検出したのは溝状遺構 1基とピット 1口である。 6面と 6面下

は同じ基盤層上で確認された 2時期の切り合いである。

遺構14

調査区西部で検出。調査区を南北方向に走る溝状の遺構と思われる。遺構の全長は、前面の遺構13に

切られているため確認された長軸が約520cm、幅が約100cm、深さ約15cmを測る浅い遺構である。

出土造物

図示出来た遺物は無く 、かわらけが破片個体数にして大 2個、小 4個、かわらけの破片には内折れタイ

プも含まれている。 山茶碗窯担ね鉢 ・常滑窯護 ・釘 ・銭が出土している。

遺構15

調査区西部で検出。直径は約20cm、深さは約 5cmをiRiJる円形を呈する小型の土墳で、ある。 造物は出土し

ていない。

6面下出土遺物 (Fig.8-64、65)

64は山茶碗窯系埋ね鉢の底部片である。器表は明茶褐色を呈 し胎土は小磯を含み灰黒色を呈する。器

表、胎土ともに一見すると常滑窯製品に似ている。高台は貼り 付けである。内底部は、摩耗が著しくス

ベスベになっ ている。 65は大観通賓(北宗 ・初鋳年1107年 ・楢書)が出土した。この他に図示出来なかっ

た遺物として、かわらけが重量個体数にして大14個、小44個分、白磁口冗皿、山茶碗窯担ね鉢、常滑窯

輩、手倍り 、銭が出土している。

四 7面

6面及び 6面下を構成する暗茶褐色粘質土層の下20cmで確認された暗茶褐色粘質土上面を第 7面とし

て調査を行った。海抜は23.1m前後である。検出した遺構は大型の遺構 l基と土墳 3基である。
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遺構16

調査区南部で検出。 撹乱に切られているため遺構の性格、形態は不明であるが長軸で糸守400cm、深さ

は約20cmを測る遺構である。覆土は、暗褐色粘質上。出土遺物は、図示出来た遺物は無く、かわらけが

重量個体数にして小 l個分と骨が出土している。

遺構17・18・19

調査区西部で検出。この 3基の遺構はそれぞれ切り合いを持つ土墳である。遺構17、遺構18、遺構19

の順に新 しい。17は調査区外に延びるため直径は不明、深さは約10cm。覆土は、暗褐色粘質土で土丹粒

子、炭化物、かわ らけ片を多く含む。遺構18は、 直径は約50cmで深さ約30cmを測る円形を呈する土壌で

ある。覆土は、暗褐色粘質土で土丹粒子、炭化物、かわらけ片を多く含む。遺構19は、調査区外に延び

ており直径は不明、深さ約35じmを測る。覆土は、暗褐色粘質土で遺構17・18に比べ炭化物が少なし、。

出土遺物 (Fig.8-74、75)

74~75は、かわ らけである。いずれも糠瞳成形で外底面に回転糸切り痕を有する。器表は灰燈色を呈

する。 74は体部が直線気味に立ち上がる薄手の タイプである。この他に図示出来なかっ た造物として、

かわらけが重量個体数にして大 2個、小 3個分が出土している。

7面出土遺物 (Fig.8-66~73) 

66~73は、かわらけである。いずれも鵬輔成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 66のみ小型で他は

中・大型である。器表は灰燈色から燈色を呈する。 68は体部が直線的に立ち上がるO この他に図示出来

なかった遺物として、かわらけが重量個体数にして大 9個、小18個分、瀬戸窯製品、常滑窯聾 .1呈ね鉢、

手倍り 、釘、 骨が出土している。

医 8面

第 7面下20cm程で、確認された直径 2~ 3 cmの土丹を主体とする締まりの強い暗茶褐色粘質土上面を

第 8面として遺構の確認を行った。海抜は22.9m前後を測る。検出された遺構は柱穴 4口である。

建物 3

検出した住穴 4口は建物祉を形成していると考えられるが調査区内だけでは建物全体を想定するのは

困難であるが、上面で確認された建物 1よりは規模が大きいようである。

建物を構成する遺構20~遺構23は、芯々距離にして遺構20 と遺構21の聞が約210cm、遺構20と遺構22

の聞が約210cm、遺構21と遺構23の聞が約200cm、遺構22と遺構23の聞が約200cmを測る。各遺構は遺構

20が直径約50cm、?栗さ約30cmを測る円形で、覆土は暗褐色粘質土で炭化物を少量含み締まりは弱い。遺

構21は直径約60cm、深さ約20cmの円形で、覆土は暗褐色粘質土である締まりは弱い。遺構22は直径約50

cm、深さ約15cmを測り、覆土は黒褐色粘質土で炭化物が多く含まれ締まりはやや強し、。遺構23は直径約

50cm、深さ約40cmを測り、覆土は黒褐色粘質土で炭化物が多く 含まれ締まりはやや強い。

遺構20から遺構23では遺物が全く出土していない。

8面出土遺物 (Fig.8-76~80) 

76~80は、かわらけである。いずれも鵬輔成形で外底面に回転糸切り痕を有する。 76は内折れタイプ

で粉質胎土、燈色を呈する。 77~80は器表が灰燈色から燈色を呈する薄手で器高の低い小型タイプであ

る。 80は口唇部に油煤が付着する灯明皿。この他に図示出来なかった遺物として、かわ らけが重量個体

数にして大 5個、小12個分、山茶碗窯担ね鉢、常滑窯輩、釘、骨が出土している。

-18-



第 2節 卜レンチ

8面までの調査を終了した後、調査区の中央に 2mx2mの 卜レ ンチを設定し下層の観察を行った。

8面の構成土が約20cm程の厚さで堆積しておりそれ以下では、自然堆積の土丹層が約90cm堆積 している。

この土丹層は土丹フロックの大、小で 2つに分けることが出来る。これを取り除くと海抜にして22.0m

付近で、暗灰褐色粘士ーの地山を確認する ことが出来た。地山を確認したこ ととそこからの湧水が見られ

たのでこれ以上の掘削は行わなわずここで作業を終了した。地山層か らは、自然木と思われる木片が数

片出土 した。

出土遺物 CFig.8-81 ~84) 

8 1 は龍泉窯系青磁の縞蓮弁文碗。灰白色で精徹、柚は淡い青緑色で薄くかけられる。 82~84 は、 かわ

らけでいずれも轍艦成形で外底面に回転糸切り 痕を有する。82・83は灰燈色を呈 し休部が直線的、或は

外反気味に立ち上がる。84は赤燈色を呈する器肉が薄いタイプである。この他に図示出来なかった遺物

として、かわらけが重量個体数にして大 7個、小21個分と釘が出土している。

ここに示した出土遺物は、全て8面を構成する土中から出土したものでありこれより下層では遺物を

確認していない。

I 撹乱出土の造物 (Fig.8-85~90) 

85~90 は 、 かわらけである。 87 ・ 90 は 、 口唇部に油煤が付着する灯明皿。
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第 3章 まとめ

今回の発掘調査は、現在の極楽寺切り通し路面から数メ ートル高い位置での調査でもあって、切り通

し関係の遺構が確認されるのではなし、かと期待したが、すでに削平されてしまったのか、今回の地点、で

は確認することはできなかった。 しかし、地山近くから遺構面が幾度も作り替え られている様相は掴め、

周辺の生活が賑わ っていたことが明らかになった。

本章では、調査で得られた結果から 2"""3の事項についてまとめを行う。

I 検出された遺構の年代

調査では、最下層の第 8面から蓮弁文青磁碗と口径 8crn前後の器高の低し、かわらけが出土している。

1片しか出土していない青磁碗はさておき、幾っか出土しているかわらけは小型化し、84は器肉も薄く

なっている。これだけで判断するのはやや軽率かも しれないが、一応第 8面の年代を13世紀第 3四半期

頃と考えたい。

最上層の第 2面からは11点のかわらけと磨り常滑、銅銭が出土している。かわらけには所謂戦国タイ

プは一点も含まれておらず、小皿は 8crn以下の口径にまとまっている。器形は大、中、小に分かれる。

伴出する遺物がほとんど無いため、十分な資料での結論ではないが、第2面の年代はおおむね15世紀初

頭頃までと考えたい。

以上のことから、今回の調査で確認された遺構群は極楽寺が創建(1259)されてから間もなく構築さ

れ、元亀三年(1572)に火災で極楽寺の多くの建物を失う前に、生活が廃止されていたと考えられる。

切り通し(文永~弘安頃開撃-1264"""1288)との関係は明らかにできなか ったが、確認された幾つかの

面は同時に存在していたことだろう。

H 出土造物について

今回の調査で出土した遺物はほとんどがかわらけで、一般的な生活を示すような鉢や聾等の焼き物は

わずかしか確認できなかった。出土造物を百分率で示せばかわらけが90%以上を占めていることになる。

逆に通常の場合、寺院遺跡で多く 出土する瓦や仏具等の宗教遺物はほとんど出土していない。調査地周

辺に推定される「西方寺」の中での調査地点による出土遺物の様相変化もあるのだろうが、出土遺物か

ら寺院断定することはやや困難を伴う。

しかし、極楽寺の境内域とはいえ、鎌倉で切り通しの頂上近くを調査出来る ことは希であり調査結果

に期待が持たれた。その結果として、極楽寺の切通しの頂上近くで何回も地行され、建物が作り替えら

れている様子が確認されたことは興味深い。

今後、切通しと極楽寺あ るいは周辺の防御施設などとの関係が明らかになれば、切通しの持つ意味が

より明確になるだろう。

現在、鎌倉市が進めている周辺の地形調査の結果が待たれる。
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写真図版



PL. 2 

1.調査区西壁堆積土層 2.調査区北壁堆積土層

3. 4面全景 (北から) 4.遺構 4 (東から)

5. 6面全景(北から) 6.かわらけ集中地点 (東から)
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PL. 3 

"該"/11' ... 

ー ι同 町 ， 

1. 遺構12堆積土層 (東から)

3. 6面下全景(北から)

5. 7面全景 (北から)

，，:" -
d 

it.cp 

2.遺構12(南から)

4.遺構14(西から)

6.遺構16(西から)
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PL. 4 

1 遺構17・18・19(西から)

3. 遺構16・17・18・19(西から)

5.遺構20・21・22・23(西から)

po 

2 遺構17・18・19(東から)

4. 8面全景 (北から)

-、
， 『司幅，

字、 J‘屯--..... ， .、

6.遺構20堆積土層 (西から)
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海蔵寺旧境内遺跡 CNo.299)

扇ガ谷四丁目632番 3地点



例 仁ヨ

1.本報は鎌倉市扇ガ谷四丁目632番 3地点における住宅建設に伴う発掘調査報告である。

2.調査は平成10年3月16日から 5月2日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.調査体制は以下のとおりである。

担当者手塚直樹

調査員野本賢二、小柳津シゲ子、岡陽一郎

調査補助員 松原康子、鍛治屋勝二、田畑衣理

作業 員渡辺鉄雄、関卯之松、 宮崎明、出川清次(鎌倉市シルバ一人材センター)

4.本報の執筆は岡(第 l章)、野本(第 2章~第 4章)が行い、これを手塚、野本が編集した。

5.資料整理は小柳津、田畑、問、鍛治屋、野本が行った。

6.写真は、 2面の全景(ポール式高所撮影)を木村美代治が、その他の遺構を野本が、遺物を山上玉

恵が撮影した。

7.本報に掲載した地形図は鎌倉市都市基本図1: 2500、1: 500を縮小して使用した。

8.本報中の挿図縮尺は以下のとおりである。

図7・9・11・13・17・19 1 : 30 

図4・6・8・16・21 1 : 60 

9.報文中の Pは柱穴を表す。

10遺物実視IJ図の縮尺は基本的に 3分の lである。それ以外は各々に縮尺を付した。

11 出土造物の情報は造物観察表に記した。遺物実測図番号、造物観察表番号、遺物写真番号はそれぞ

れ一致する。

12.造物写真の縮尺は不同である。

13.図面、写真、遺物等の資料はすべて鎌倉市教育委員会が保管している

14.発掘調査及び出土品整理にあたっては、以下の諸氏 ・諸機関に御教示 ・御協力を賜った。(順不同 ・

敬称略)

斎木秀雄 ・馬淵和雄 ・木村美代治 ・福田誠 ・瀬田哲夫 ・汐見一夫 ・伊丹まとか ・川又隆央 ・熊谷満

(鎌倉考古学研究所)、根本志保(東国歴史考古学研究所)、諸星真澄、(社)鎌倉市、ンルパ一人材セ ンタ 一、

宮久保信義、(株)三井木材工業
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

本調査地点(図 1-1)は鎌倉市の中心部付近に位置する扇ガ谷の内、源氏山から北西へと伸びる丘

陵の東側に開析した指容と呼ばれる谷の内部に位置する。すく南には国指定史跡の仮粧議があるため、

ここを訪れる観光客の姿が絶えな L、。発掘調査はなされていないものの、調査地点の西には縄文土器片

の採取された詰原画遺跡が存在し(註1)、東に位置する海蔵寺の裏山が崩落した際には、崩落土中から弥

生(末期)土器片が採取されている(図 1-2 )C註1)。とはいえ、これらの時代における調査地点付近

の様子は全く不明であるといってよく、この点は古代についても同様である。あえて想像するならば、

仮粧坂が鎌倉と武蔵国方面とを結ぶ武蔵大路の一部と考えられている点、鎌倉郡街の東に位置する現在

の今小路がこの武蔵大路と接続する点、「吾妻鏡』では養和元(1181)年という早い時期に武蔵大路が

登場する点(註31等から、この道路は中世以前から存在したと考えられよう。なお、この養和元年の記事

では、主人の足利俊綱を殺害した桐生六郎が鎌倉に入ろうとして、武蔵大路から深沢経由で腰越へ向かっ

た旨を記すため、彼は仮粧坂を経由して鎌倉入りしようとしたものと思われる。

調査地点周辺の様子がある程度明らかになるのは、鎌倉時代以降のことである。「とはずがたり JC註4)

の作者の二条もここから鎌倉に入るが、その際の印象を 「化粧坂といふ山を越えて、鎌倉の方を見れば、

東山にて京を見るには引き違へて、階などのやうに重々に、袋の中に物を入れたるやうに住まひたる」

とするのは、都市鎌倉の特徴を捉えている点で有名である (む)。鎌倉時代末に成立の「真名本曽我物語」

では、 三原での狩に出発した源頼朝は「気幸坂」を通行しており 出)、この道路が鎌倉街道上ノ道にも

接続していた様子が窺える。

同時に当地が商業地でもあったことは、建長三 (1251)年に幕府が定めた商業地域の中に、「気和飛

坂山上」が登場することに明らかである (~l 7) 0 I山上」とあるため、現在の源氏山公園一幕がそうであっ

たのであろう。また、『太平記』の日野俊基の処刑記事 (註8) からは処刑場であった様子を知ることがで

きるが、源氏山公園内で確認された土墳墓(図 1-3)の存在は (引〕 、同時にこの周辺が墓地でもあっ

たことを物語る。先述した海蔵寺の裏山の崩落時には、やはり崩落土中から、蔵骨器として利用された

瀬戸窯・常滑窯壷等が出土しているが、これも山上が墓地であったことの反映であろう。 当地のもっこ

うした多様性については、それが鎌倉の内外を分けるという境界の地であるがゆえに成立したという、

石井進氏の指摘がある (訓 o なお、仮粧坂という地名も、極めて境界性の強い地名であり、各地に見ら

れる同地名も例えば平泉(岩手県)や磐田(静岡県)のように、やはり都市の境界に位置する。「化粧

坂の少将」に代表されるような遊女に関する伝承も、この境界性がもたらしたものであろう。

また、その立地ゆえに当地が防衛拠点として利用されたこともよく知られ、 元弘三(1333)年の新田

義貞の鎌倉攻めを皮切りに、暦応元 (1338)年の北畠顕家の西上時、正平七(1352)年の観応の擾乱、

応永二十三 (1416)年の上杉禅秀の乱に際しては戦場となっている 悦11)。中でも暦応元年の際には、北

畠軍の狼藷を恐れた円覚寺門前在地の人々が同寺に訴えた結果、瓜谷から山越えで仮粧坂まで、の道をつ

ける工事を行ったという。この工事は途中で=中断されたが、一種のバイパスを造ろうとしたことは興味

深い。i註12)

本調査地点、はこのような性格を持つ仮粧坂の下に位置するが、諸資料の不足もあって具体的な土地利

用の形態は不明というしかない。ただ、かつて梅谷には宗旨や創建・廃絶時期が不明な「新阿弥陀堂」

と呼ばれる堂があったとされ、南北朝以降には供僧の存在を知ることもできる (川 o なお、本調査地点

の北の丘陵斜面には複数の「やぐらJ(石窟)が閉口しているが (註14)、これらについても 「新阿弥陀堂」
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との関係も考えられよう。その後近世に入るとこの周辺は農地として利用されていたようであり 、天保

三 (1832)年の成立という 「扇 ヶ谷村絵図J(説15)によれば梅谷は畠地となっている。そして、この光景

は基本的には近代以降もさほど変化を受けることなく、近年の急速な宅地開発を迎えることになるので

ある。

註

l r鎌倉市史』考古編、49頁。

2 手塚直樹 ・河野真知郎「海蔵寺裏山出土の蔵骨器群と土器Jr鎌倉考古~ 13号、1982年。

3 r吾妻鏡』養和元年九月十六日条。

4 新日本古典文学大系、巻第四、岩波書庖、1994年。

5 極楽寺から「化粧坂」を経て由比ヶ浜(大鳥居付近)に至るという記述がある。「化粧坂Jを越えたとなると不自然であり、

また、「化粧反」から鎌倉方面を見ると梅谷 しか望めないのに対し、往時の極楽寺切通 しの頂部と考えられている成就院前から

は鎌倉の一部を眺望できる。これらのことから記述は 「化粧坂」ではなく 、極楽寺切通しの誤りではなし、かと指摘できる。

6 巻第五 「真名本曽我物語j 1、東洋文庫468、平凡社、1987年。

7 r吾妻鏡』建長三年十二月三日条。

8 1"俊基被談事井助光事J( r太平記J1、巻第二、角川書居、1975'.ド)。

9 菊川英政「鎌倉の葬制一源氏山出土の土嬢墓ーJr第2回鎌倉市遺跡調査 ・研究発表会発表要旨』鎌倉考古学研究所 ・中世都

市研究会、1992年。

10 石井進「都市鎌倉における「地獄」の風景Jr御家人制の研究』御家人制研究会編、 吉川弘文館、 1981年。

11 以上は『仮粧坂周辺詳細分布調査報告書(国指定史跡、仮粧坂 ・日野俊基墓周辺の鎌倉街道上/道に係わる街道 ・城郭遺構等

の詳細分布調査報告書)j(鎌倉市教育委員会、1996年)の第 l掌による。

遺跡の位置と梅谷「やぐら」分布図
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12 I智真夢記Jr鎌倉市史』史料編第二、112号文書。

13 r鎌倉廃寺事典J(貰達人 ・川高1)武胤編、有|燐堂、1980年)の 「新阿弥陀堂」の項を参照。

14 宮田真「扇が谷地域内のや ぐら群についてJ( r鎌倉J50号、1985年)では梅谷内のや ぐらを14穴とするが、 当稿で述べてい

るやくらは含まれていない。

15 I扇ヶ谷村絵図Jr鎌倉の古絵図J]]鎌倉国宝館図録第16集、鎌倉国宝館、1969年。

第 2章調査の経過

平成 9年11月に鎌倉市教育委員会による確認調査の後、発掘調査実施に際して必要 となる土留め工事

に多 くの時間を要 し、ようや く平成10年 3月16日か ら発掘調査が行われた。確認調査の結果から表土及

び耕作土(地表下220cmまで)を重機で除去し、掘削深度である地表下310cmまでを調査対象と し、 5月

2日まで行われた。調査面積は約37rrf 0 以下、調査の過程を記す。

3月16日 機材搬入、掘削開始

3月18日

3月20日

1面遺構検出

l面平面実視IJ

3月26日 l面全景撮影

3月28日 2面遺構検出 Y-25.93 

3 4 

X-74.78 

C一一一

D一一一

図 3 グリッド設定図

に
U

ηべ
U

。 2m 



4月20日 2面平面実視IJ

4月23日 2面全景撮影

4月27日 3面遺構検出

4月29日 卜レンチ掘り下げ

5月 1日 3面全景撮影

5月 2日 撤収

第 3章発見された遺構と遺物

第 1節 1面 (図4)

砂岩塊(10~20cm大)の地業面である。面は北西から南東に緩傾斜し、海抜は北西で約31.5m、南東

で約31.1mを数える。遺構は石子IJ、住穴、礎板が発見された。

石列

調査区中央に南北に伸びる砂岩塊の石列が発見された。南北 5mを測り、 ab聞と cd聞が整然と並

べられているように見える。このaとdの聞が溝で、その聞に崩れた砂岩塊が埋まったとも解釈できる

が、 石列の隙間及び l面包含の土とは区別できなか った。 ad聞は約60cmを測る。性格は不明である。

主軸方位はN-70-Wである。

。
C一一

D一一

一.---.a.工~

圃 炭

① 
臼

@ 

ιコ

o 

※基準レベノレは 31.50m

図4 1面平面図
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これとは別に砂岩切石を 3つ検出した。このうちの2つはともに一辺40cm、高さ30cmを測り、建物の

礎石として復元すると芯々でt約200cmとなる。なお、2つの切石上面レベルはほぼ同じの海抜約31.5mで

ある。

2・3-Dグリッドでは礎板列を発見した。芯心で東西170cm、南北50cmを測る。主軸方位はN-30
-

Eである。

この他に柱穴が13日発見されたが復元できなかった。

/ 主主主Y 」g~三J

モι7， çι~o

民L去に-Q
ミこヰJ

X二土二乙ク

幅守ミ孟7

T プ
。

10cm 
(1/6) 

dぢ雰泳

三? 。
i血 C二〉

ζ二ブ;o.窃

OO ~ O 

2'{ 

〆 ，_

川ハ
U
H
H
H
H
H
H
H
H
U

日
H
M
M
M
M
M
U、

〈二日二.D 38 

¥草色劃ロ 36 

o 10cm 

図 5 1面出土遺物
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「張り出し部J(図 9) 

「張り出し部」は横板と

杭で土留めをしており、横

板の表面は飽痕が顕著であ

る。杭は縦板状で、先端を

尖らせ、外角を丁寧に丸く

加工している。横板は長さ

200cm、高さ20cm、厚さ1.5

cmo I張り出し部」上面に

も粗砂の地業がされている

が2b面の地業よりも強固

である。

「張り出 し部」内からの

出土遺物の総計は371，1点で、

内訳はかわらけ(すべてロ

クロ成形)220点、国産陶

磁器3点(すべて常滑窯護)、

土器(すべて火鉢) 3点、

金属製品(毛抜き) 1点、

漆器 ・漆製品 4点 (椀 l、

皿 l、膳脚 l、雲形 1)、

木製品121点 (箸99、不明2

2)、その他19点(種子11、

貝4、獣骨 4)である。図

10はすべて第 8 層中よ り 出土 した遺物で、 40~42はロクロ成形のかわらけ。 43は毛抜き。 44 ・ 45は漆器。

44は椀。 45は皿で内面朱漆、外面黒色漆で体部外面に手描きの三つ巴文を配する。 46~49は木製品。 46

は調度品の飾りである雲形。 47は膳の脚部。 48・49は箸。

2m 

張

り

出

し

部

。
pg 

落

ち

込

み

。

。。C一一

D-

2 b面平面図図8

落ち込み南では 「張り出し部」上面と同レベルで多くの建築部材と考え られる板等が発見された (図

11)。また、落ち込み際では砂岩塊が疎らではあるが落ち際に集中して据えられていた。なお、落ち込

みの主i~由方位はN -30 -Wである。

落ち込み内からは多くの遺物が出土した。出土遺物の総計は799点で、内訳はかわらけ(すべてロク

ロ成形)508点、舶載陶磁器 l点(青白磁梅瓶入国産陶磁器 5点(瀬戸窯 1、常滑窯 4)、土器 ・土製

品 7点、銅銭 3点、金属製品 2点、木製品239点(箸72、折敷 2、草履芯 3、箆 3、栓 1、不明153)、
漆製品18点 (碗 8、皿 8、櫛 1、木偶 1)、その他16点(種子14、獣骨 2)である。

図12-50~64はロクロ成形のかわらけ。大中小に分けられ、 中型は小型 ・ 大型に比べると少ないもの
の若干量の割合はある。65は瀬戸窯入子。66は瓦質火鉢。67はかわ らけの底部を転用した円板状製品。

68~70は銅銭。 68の「五銑」は |宥の581年に初鋳されたもので、鎌倉市内での出土率は低い。 71 は鉄製
釘。 72 は用途不明の骨製品。 73~78は漆器で、 73 ・ 74は皿、 75~78は椀である 。 74の皿の内面のみ朱漆
で、それ以外すべて黒漆地である。文様はすべて手描きで75の鶴文は徹密な筆使いである。 75は土圧の
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ため口縁部が実際よりやや内脅しているがそ のまま図化した。 79~82は木製品。 79は杭き櫛で漆塗りの

痕跡は無い。 80は木偶。 一木造りである。元々、漆塗りの先端卵形であ ったものを転用し、顔面部分を

削りだしている。目、鼻、口は線刻によって表現している。 81は箸。 82は蓋で、把手部の角を丁寧に丸

く加工している。鍋蓋であろうか。

2 b面のその他の遺構出土遺物の内訳は、P2からかわらけ 5点 ・漆器椀 1点・種子 1点、P3から

かわらけ 9点 ・獣骨 l点、 P4からかわらけ 4点、 P5からかわ らけ3点 ・漆器椀 1点、 P9からかわ

らけ15点 ・常滑窯聾 1点、Pllからかわ らけ 2点、P12からはかわらけ39点 ・滑石製鍋 2点 ・獣骨 1点、

@ 

有ワヒ
膳脚 (47)

d 

111 

C一一
粗

砂

地

業

粗砂地業下遺物出土状況
※注記以外ロクロかわらけ

h 

白. B一一

g. 

C一一一

c. 

土層注記

背灰色粗砂

青灰色粗砂

暗灰色粘質土

青灰色粗砂

灰黒色土

暗褐色土

青灰色粗砂

暗褐色土

3 

4 

6 

8 

-u 

=コ• 
0
し

1
1

、、、、}

e f b 

※基準レベノレは 30.9m

(土層図のみ 31.1m) 

手干T

a 

lπ1 

2 b面「張り出し部」
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三二士三

。
10cm 

t 
一一， .、、

H 
H 
H 
H 

43 

ι〆『

品
¥司唱凶DL一一ノ

。
45 

図10 2 b面「張り出し部」下層出土遺物

P13からはかわらけ 1点、P15からかわらけ 8点 ・軽石11点である。

図12-83・84は漆器椀の口縁部片である。83はP2、84はP5からの出土。

47 

49 
48 

2面上出土遺物は計4522点で、内訳はかわらけ(すべてロク ロ成形)3123点、 舶載陶磁器 9点(青磁

3、白磁 3、青白磁 3)、国産陶磁器102点(瀬戸窯25、常滑窯76、不明 1)、土器土製品目点、銅銭17

点、 金属製品14点、石製品 7点、骨製品 3点、木製品1020点(箸724、杓子 l、折敷 3、下駄 2、草履

芯 7、扇骨 1、箆 5、曲物 3、円板 1、形代 1、不明272)、漆製品41点(椀21、皿 9、蓋 1、膳脚 2、

烏帽子 2、櫛 3、不明 3)、その他128点(種子83、貝 l、獣骨43、軽石 1)である。

2 a面上と 2b 面上出土の遺物は接合するものが多く 、 併せて掲げた(図14 ・ 1 5)。図14-85~102は

ロ クロ成形のかわらけ。 103~105は青磁。 103は蓮弁文碗の口縁部片。 104は百合口小碗で 3 分の l が残

る 。 105は折縁鉢の口縁部片。 106 ・ 107は白磁口冗皿。 108~ 110は瀬戸窯製品。 108は卸皿。 109は瓶子

の底部片。 110は入子。 111・112は常滑窯製品で111は広口査、112は鉢。 113・114は瓦器質火鉢。 113は

鍔付きで上面に亀甲花菱文が押印される。115は土器質火鉢。116・117は手づくね成形の白かわらけ。

118は用途不明の銅製品。 原形は円形で、中央に円形の孔が聞く。 119~1 29は銅銭。 130は万子(腰万)

で刀部長18.3cmを数える。金属部分はほぼ完形である。 131は熊本県天草産中砥。 132は鹿角製で用途不

明である。栓として使用したものか。 133は鹿角製の前角で、二次加工のため切断されている。前角と

は馬具の一部である。図15 - 134は漆器皿。 135~137は漆器椀。 138は木製の蓋で全面黒色漆で塗る。摘

み部分は角を面取りし、 13面とする。 139・140は漆塗り木製の膳の脚部である。141は漆塗り木製品で

調度品の一部と考えられる。 142・143は櫛で、142は解き櫛で黒色漆が塗られる。 143は杭き櫛。 144は

扇子の骨で 5 枚(縁 l 枚と内側 4 枚)が残る。 145 ・ 146は草履の芯で藁は残っていなし、。 147~ 150 は箸。

151は折敷。 152は板杓子。153・154は小型の曲物の蓋板と考えられ、そろぞれ周縁部のーカ所に樹皮紐

が通る。 155は箆状木製品。 156は形代で鳥形と考えられる。 157は直径4.2c mの円板状木製品で中央を

穿孔している。158は調度品の飾り部分と考えられるが用途不明である。 2カ所穿孔し、木釘が残る。
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B一一

31.1m 

\-JZT~ 

C一一

遺物出土状況

木偶 (80)

D一一一 D一ーー

図11 2 b面落ち込み

註
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¥ 
¥ 
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o 1m 
r一一一一一ー一一一一一一一一一一ーーサ一一一一ーー【ー一一一一一一一一一一一寸

建物内部を掘り込み、そこから壁の板材を組み上げる 「板壁掘立柱建物」と考えられる。佐助ヶ谷遺跡、担当の斎木 ・瀬田の両

氏が本遺跡を実見し、 「板壁掘立住建物」であると指摘された。

斎木秀雄 ・瀬田哲夫ほか 『佐助ヶ谷造跡 (鎌倉税務署用地)発娼調査報告書』佐助ヶ谷追跡発掘調査団 1993年
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2 

B一一一

9? 
3 

草履芯

漆塗Pり木製L品(141)

。

C一一一

瀬戸窯瓶子、

夫
瀬戸窯卸し皿

D一一一 奔 (108) 

」、

鉢(珊¥り

※ 注記 した造物以外すべてロクロかわらけ

石はすべて砂岩

0~ 

曲物p蓋(dlE3) 

3 、
草履芯

櫛

。込
銅銭

。乏
(> 

φー櫛

@ 

。 」 常滑窯裂

。
事b

瓦質火鉢 | で一~一一一_Q一 一ー
l 烏帽子 青磁百合口小碗

'(かわらけ下) (104) 。

図13 2 b面遺物出土状況

第 3節 3面 (図16)

1m 

2 b面を掘り下げる と3面となる青灰色粗砂の地業面が広がる。面は西から東にわずかに傾斜し、 海

抜は30.7'"'-'30.8mで、ある。図のように掘り方をもたない礎板と、斜めに倒れた角柱 2つが検出された。

礎板の配置は2a面「司様、建物の内側を想起させる。

礎板列 (図17)

調査区西半に位置し南北に伸びる。間隔は芯心で40~50cmを数える 。 遺構主軸方位はN-15Q__ W。
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C南 1m一一一c; 
一一一一一一一

コ1
2 青灰色粗砂

3 背灰色粗砂

。
図19 卜レンチ

_， 日

174 

_.・ーーー四ー.171 173 

172 

図20 トレンチ出土遺物

註

この「留め具」 は鎌倉市内の他地点でも発見されているがすべて宵角製である。

「長谷小路商法跡JFig.l06-6・7(長谷小路南追跡発掘調査団 1992年)

「干葉地東遺跡、』第598図一111(神奈川県立埋蔵文化財センター 1986年)

明茶褐色土 木製品 ・木片多く含む

青灰色粗砂

炭層

30.80m 7 暗茶褐色土 木片多く含む

8 明茶褐色土木製品 ・木片多く含む

9 黒褐色土

10 青灰色粗砂

1m 

3面上出土遺物(図18)は計423点で、

内訳はかわらけ(すべてロク ロ成形)

389点、舶載陶磁器 2点(青磁 l、白

磁 1)、国産陶磁器(常滑窯) 12点、

土器土製品 3点、銅銭 1点、金属製品

1点、石製品(碁石) 1点、木製品10

点(箸 9、草履芯 1)、漆製品 2点

(椀 l、皿 1)、自然遺物 3点(貝 l、

獣骨 2)である。

1 59~166は ロ ク ロ成形かわらけ。 167

は青磁蓮弁文碗の口縁部片。 168は

「留め具J(註)と考えられる銅製品で、

先端部(実測図スク リー ント ーン部分)

は白銀色を呈 し、銀の可能性があるが

不明である。 169は碁石。 170は漆器椀。

『由比ヶ浜中世集団墓地遺跡発病調査報告書』由比ヶ浜四丁目4番地30号地点 図39-2 (由比ヶ浜中世集団墓地遺跡発掘調査団

編 鎌倉市教育委員会発行 1996年)

第4節 卜レンチ (図19)

3面の調査終了後、調査区中央部の杭沿いに東西280cm、南北40cmの 卜レンチを設定し、50m下まで

掘り下げた。粗砂による地業層と多くの木製品、木片を含む腐食土層が互層をな している。 トレ ンチ最

下層である第10層以下にも地業!暑が続く と思われる。
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東壁

表土

33.0m 

「一一一一

m
一

31.0m 

北 壁 | 
表土

32.0m 

31.0m 

2m 

l 明茶褐色土

2 暗茶褐色土

3 脊灰色粗砂(1面)

4 背灰色組砂 (2a面)

5 青灰色粗砂 (2b函)

6 育灰色粗砂 (3面)

図21 調査区壁土層図

出土遺物(卜 レンチ内一倍 ・図20)は計 183点が出土している。内訳はかわらけ(すべてロクロ成形)

60点、常滑窯製品(護) 3点、木製品119点(箸88、折敷19、草履芯10、曲物 2)、漆器(椀) 1点であ

る。

171は折敷。 172・173は箸。174は直径16cmを測る曲物で底板はない。171~173は第8層、 174は第 7 層
からの出土である。
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第 4章まとめ

今回、この扇ガ谷地区の西半において面的な調査が初めて行われた。それも鎌倉の内と外とを結ぶ街

道筋で、都市鎌倉の境界に近いこともあり、調査前から大きな成果が期待された。 当初の予想、を超え、

狭い調査区内から多 くの遺物が出土した。中でも木製品 ・漆器類、建築部材等の有機物が目に付いた。

発見された遺構については、前章において調査成果を述べたが、これらを I期~田期の 3時期に分け、

古い)1聞から述べることとする。なお、最初期を I期としたが、まだ下層にそれ以前の時期の遺構面が存

在する可能性が高い。

I期

トレンチ及び 3面の時期である。手づくね成形のかわ らけがL点、も出土 していなく、かわらけが大中

小に分かれる以前の時期であるため、 13世紀後半~14世紀初頭という 年代幅を与えたい。

前述のとお り、礎板列等は佐助 ヶ谷遺跡(現鎌倉税務署)(説 1)で発見されたような板壁構造の建物の

一部と推定されるが、調査区が狭小なため規模は不明である。

E期

2a面及ひ、2b面の時期である。かわらけは大中小の 3つのセットに分かれる。また、瀬戸窯製品の

卸皿(108)、常滑窯製品の広口壷 (111)・片口鉢(112)等の器形と考え併せて14世紀前半という 年代

を与えたい。

礎板列や杭列、「張り 出し部」の主軸方位は I期と比べると東に20
0

振れているものの土地利用形態は

余り変わりないと言える。

E期

l面の時期である。出土遺物は少ないが、かわ らけと常滑窯製品の翠 (17) ・片口鉢(18・19)等の

器型と考え併せて14世紀中頃から後半とい う年代幅を与えたい。

遺構(石ヲIJ)の主軸方位は E期とほほ、同じであるが、土地利用形態が異な る。石列は、 時期 ・規模の

点で違う が名越山王堂跡発見の基壇石組み(註2)に相似する。建物と断定できるよ うな礎石列等が無く不

明である。

I期から通して組砂による丁寧な地業が繰り返されていることや、多量のかわらけを含む遺物の一括

廃棄 (II期)がなされていること等から庶民の居住区や町屋的な空間とは認められない。また、調査区

北の支谷崖面に展開する「や ぐら」 群との関連性を考慮すると、寺院の可能性を指摘できる。鎌倉時代

中期以降、鎌倉における谷戸内の利用は伝承も含め、その多くが寺院である。本調査地点が寺域の一部

とすれは.~ 1 • II 期の「板壁掘立柱建物」では脆弱なので、 寺院の雑務者等の建物と推測できなくもな

いが考えが飛躍しすぎであろ うか。も し本遺跡が寺院跡であるならば、 「新阿弥陀堂」削 )との関係を考慮

せねばならないであろう。

註

1 斎木秀雄 ・瀬田哲夫ほか『佐助ヶ谷遺跡(鎌倉税務署用地)発掘調査報告書』佐助ヶ谷遺跡、発掘調査団 1993年

2 建物は15世紀中頃から16世紀中頃と比定されている。

斎木秀雄『名越山王堂跡発掘調査報告書』山王堂跡発掘調査団 1990年

「頼印譲状J~鎌倉市史』 史料編第一、 173号文書。

『鎌倉廃寺事典~ (寅達人 ・川副武胤編、有隣堂、 1980年)の「新阿弥陀堂」 の項を参照。
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図版番号 i畠物番号 種 月IJ 日十 調IJ 他 観 察 事 項

瀬戸窯碗 口径(128) 胎土色調，灰縄色紬色調，灰緑色

lヌ|日 2 かわらけ
口径 (7.0)1氏係。 0) ""高2.2 成て形いる，ロクロ 外底 ;J"i転糸切り 色調 ，茶灰色 備考，全体火受け

3 かわらけ
[-，径79 底i主4.9 器 l~i2 0 成口縁形燥，付ロ着クロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調 l 淡淘色 備考，

かわらけ 口径7.9 以後5.0 器高2.0 TX形，ロクロ 外l氏，回転糸切り、スノコ痕色調，淡樟色

5 かわらけ LI径7.7 底i圭5.0 器高1.8 成l巨，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕色調，淡褐色

6 かわらけ 口径7.9 J医i王4.2 器高2.8 bx形， ロクロ 外!底，回転糸切り、スノコ痕色調，淡燈色

7 かわりけ 口径7.9 底径4.5 器品2.1 成形，ロクロ 外底:I ~I転糸切り 、スノコ筏色調，淡褐色

a かわらけ 門徒7.8 底1-"54 お!日~2.，5 成形 ，ロ クロ 外l広，回転糸切り、スノコ筏 色調，淡褐色

9 かわらけ 口径11.2 底律6.2 器高2.8 成ll'.ロク ロ 外底，回転糸切り、スノコ長色調，淡茶掲色

10 かわらけ 口径11.6 底径7.0 ilii高2.9 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕色調.淡燈色

11 かわらけ 口径13.0 ほ径7.4 器高3.5 成形，ロデロ 外底，回転糸切り、スノコ銭 色調，権茶燭色

12 白かわらけ質皿
口径 (146) 底径6.8 総高4.7 成色形，ロクロ 外底!回転糸切，ヘラケズリ 色調 ，乳白色~淡赤白

13 白磁小壷
口径 (3.4)f本部最六i主 (5.4) 胎を担土押色調， 白色 勅色調，不透明、乳白色 備考;f:本部外面に草花文

14 褐納双;叫瓶 始考土;不，淡遊黄僚白の色一部残刷る，淡黄同色 外面，文様(蓮華文)ヘラ彫り 備

15 瀬戸窯 入 子 底1圭3.6 成形，ロクロ(外底回転糸切り)始上:1:)く色

16 瀬戸窯陶丸 直径2.5 色調 ，灰白色備考 y 部自然糊掛かる

17 常滑窯蜜 胎七色湖，灰黒色 器表色調 ;u音茶福色

18 常滑窯片口鉢 (n'額) 口径 (32.4)底iI(15.4) 器高10.5
胎ケ土調整色調後、，灰巾色凶~器下表位色に斜調位;品の、茶指頭褐色調整~茶褐備色考，調内整面中，外位面~縦l勾底隼磨の滅ハ

19 常1骨窯 片口鉢 (11類〕 111主 (34.0)康径17.2 (，詰高11.0 胎土色調，灰黒色 器表色調，品、茶褐色

口{壬 (13.4) 日日日 (4.3) 
調高ズ台リ，黒，無H灰古色文成，形産内底地;i面本，部畿一外連内結和面上論泉状型~中つ?位、縦i勾位底面。〉後~体き部ナ内デ面の後ー、すv外行底線状ヘラ色ケ

20 瓦器碗

21 Ji器質小査
底径 (8.4) 形て態菊花，輪文花の状スタ胎ン土プ押，淡印z、k、褐体色部内調向整指頭，外痕面黒色処理、外面3段に渡っ

22 瓦器質 燭台
底径9.3 林日台部上色付調け恨，灰に色ほぼ等調間整隔，の表横面位黒の色キ処ズ浬、 内部外面縦位のへフミガキ、

23 土色1品 円 板 i辛3.9 厚1.5 備考，上器質火鉢を転問(色調 ;1支赤褐色)、 m途不明

24 陶器転用品
長径7.0 短径4.2 J事1.0 備亦考茶褐，色常滑)窯裂を転用 書11れ口 100磨耗(胎土色調，灰色 器表色調，

25 銅銭(乾疋重資) 相j鋳，唐758保書体 ，情書

26 銅銭(紛聖克雫) 間鋳年北米1094年書体 τ 築書

27 銅銭(天聖元"i:) 相1鋳年，北宋1023年 書i<l<;借書

28 銅銭(皇宋通費) 相j鋳年，北宋1038年書休 ，借書

29 銅銭(~宋通宝) 初鋳年，北米1038年書体，橋書

30 銅銭(嘉始通賓) 相l鋳年 ;1ヒ宋1056年書体，借書

31 銅銭(噌宋元資) 初鋳年 ，北宋110140 書i本，行容

32 鉄製品鍍
残厚0長29〕2 握り部 〔幅0.4 厚02)刃部〔残幅0.9

33 鉄製品釘 残長10.5 幅0.8 厚0.5

34 鉄製品主] 残長0.5 幅0.5 厚0.4

35 鉄製品釘 残長8.7 幅0.7 厚0.4

36 石製品砥石 残長13.9 偲2.5 厚2.7 種類 2 中砥産地，熊本 ・天草地方

37 石製品砥石 長7.3 幅2.8 厚0.8 傾類;it 1-.砥路地， .!I~都 ・ 嶋沌

38 滑石i製 温 石 長9.3 幅6.5 厚1.5 備考 ，鍋転倒ワ干し2カ所聞く

:19 漆器椀 底径 (7.4) 荷台 ，輸内外面 ，黒色漆文様。格子、内外覇、朱、手tl!iき

40 かわらけ
Il径 (11.0)底i玉6日器高3.2 h考I形，口?縁ロにク煤ロ付外着底，回転糸切り、 スノコf艮 色調 1 淡茶褐色備

図10 口径13.0 Jt(係官 2 器高3.5 成口形縁に，煤日付夕着ロ 外底時回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色備考，
41 かわらけ

42 かわらけ
口径12.2 J長径7.6 日iir司3.35 成口1縁Eに，煤ロ付ク着ロ 外底;[01転糸切り、スノコ痕 色調!淡福色備考，

13 鉄製品モ依き
長6.9 上部〔幅0.3厚02)下部〔残幅0.5厚0.1]

.14 漆 器 椀 証王径7.0 高台，輪 J*J外商，黒色楼主;隙，無

45 漆 器 出
口径9.6 底径6.6 恕iE¥1.3 高体部台外，面輪、 朱内面、 手~t朱品き漆 外面，黒色漆 文線， ニつ巴文 ({ilrilり)、

46 調度漆塗品木(製雲形日b 長7.3 ;罰3.0 厚1.0 表直1.黒色J全 備 考 ，法り浮い

47 漆猪木製品膳脚
全長9.0 隔2.7 厚2.2 ホゾ [長1.01 径1.0) 表面，黒色漆備考 ，塗り薄い

48 木製品箸 長20.2 最大径0.6

49 木 製 品 箸 長19.1 最大径0.5

50 かわらけ 口径7.2 底待4.8 器高2.5 ト止形 l ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色誠 .1夫楼掲色

図12 51 かわらけ :1116.7 底i干4.2 器品2.0 成形，ロクロ 外li'C回転糸切り、スノコ袋 色調，淡梅色

52 かわらけ コi宅6.9 1氏i干4.4 器商1.9 成形，臼クロ 外!氏，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡棺色

53 かわらけ ヨ径7.8 1氏径4.4 (，ii高3.1 成形.口 7口 外1正，刷転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

54 かわらけ 口径7.1 底径4.1 諒1司2.6 成形，ロクロ 外底，回転AI;IJり、スノコ桜 色調， 淡褐色

55 かわらけ 口径8.3 底径5.5 認高1.9 成形 !ロク ロ 外底 ;lril車ム《切り、スノコ俊 色調 ，i先褐色

.56 かわらけ 口径10.8 底i革6.4 6.高2.9 成?ö形表剥~J常ロHクロ 外底;lol転糸切り 色調 .1走間色 備考，口縁煤付着、

57 かわらけ 円従11.0 底1-H.4 ，宮高3.1 成形 ロクロ 外底，同事ム糸切り、スノコ痕 色調，淡燈色

58 かわらけ 口径11.8 J長径6.7 器高2.8 TX:形，ロクロ 外陵，回転糸切り、スノコ痕 色調 .i主褐色

59 かわらけ 口径13.2 Ji.H蛍7.8 器高3.5 成形 l ロクロ 外医，回転糸切り、スノコ痕 色調 ，肌色

制) かわらけ 口径12.5 底得7.1器高3.7 成形 1 ロタロ 外l長，回転糸切り、スノコ仮 色調!淡褐色

61 かわらけ 口径13.2 底径7.4 器高3.4 成形，ロクロ 外!氏，回転糸切り、スノコ桜 色調 ，淡椴色

表 1 遺物観察表(1 ) 
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62 かわらけ 口径12.7 Jj氏径6.2 器高3.4 成形，ロクロ 外底，回転糸切り 色調，淡褐色

63 かわらけ 口径11.9 底径8.0 器両3.2 成形，ロクロ 外底，向転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色
図12 64 かわらけ 亡径123 底径7.8 器両3.2 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

65 瀬戸窯入子
仁径7.1 底径o 器高2.6 輪あ1りE型外底，回転糸切り 色調，灰褐色備考，出土時、紅の痕跡

66 瓦質火鉢 口径 (28.4) 底径 (20.7) 器高7.7 色調，灰色備考;体部外面上位横ナデ

67 土製品円板 径2.0 厚0.65 備考，かわらけ底部を転用

68 銅銭(五去最) 初鋳年，陪581年

69 銅銭(開元通費) 初鋳年，唐621年書体，措書

70 銅銭(梓符元稜) 初鋳年，北宋1009年書体，指書

71 鉄製品釘 長8.2 幅0.5 厚さ0.3
72 骨製品不明 径3.7 孔径2.2 厚0.35 部位，牛もしくは馬の凹肢'百

73 漆 器 皿 口径 (9.8) 底径6.6 器品1.0 高台，無漆 ，黒色漆文様 ，不明、内底中央、朱、 手描き

74 漆 器 皿 口径9.6 底径3.9 ~.高1. 4 直J台， 無外面， 黒色漆内面;朱文様 !無

75 漆 器 椀
口径11.2 底径7.2 *'高4.9 高備台考輪口縁E内E外み面、内，黒轡色す漆る。 文様 l 鶴、体部外面・内面、朱、手描き

76 漆器椀
口径12.8 底径7.2 器高3.8 菌台、朱，輪、手描内外き面，黒色漆 文様，瓜拍子、体部外面・内面・外ほ

77 漆昔日 椀
底径5.7 高台，輪内外商 l 黒色漆文様，草(不明)、内外面、朱、手儲き

78 漆 器 椀
底従7.0 品台，輪 内外面;黒色漆文様，摘物文、内面のみ?、朱、 手描き

79 横櫛木製(杭品き)
残長2.2 残幅3.15 棟!享0.9 備考，藤守主の痕跡無し

80 漆塗木製品木偶
残厚0長8121 頭部 〔長5.6 隔4.8) 軸部(幅1.2 顔一面木造1 目り ・(転ロ用は線品刻ワ、)、鼻体は部削にり車曲だ部し分、を髪挿は入黒す色る漆つで漆表厚しくて塗いらるれ。る備考，

81 木製i日z 箸 長20.2 i主0.6 両日

82 木製品蓋
径21.7 厚0.9 把手部〔長20.7 幅4.5 厚1.5) 備考，把手部は木釘で留める。板端に樹皮(桜)が残る。

83 漆器椀 内外面，黒色漆 文嫌，梅と竹、内外面、朱、手措き

84 漆器椀 内外商 l 黒色漆 文線，不明(植物文J、内外面、朱、手描き

85 かわらけ 口径7.5 J長径5.4 器高1.5 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ狼 色調，億色

凶14
86 かわらけ 口径7.8 底径5.7 器品1.7 成形，ロクロ 外IiL 回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

87 かわらけ 口径7.8 底径4.6 器!ai1.8 成形，ロクロ 外底，阿転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

88 かわらけ 口径8.0 底径5.0 器高2.0 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

89 かわらけ 口径7.7 底径4.9 器高20 成形 ，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

90 かわらけ 口径7.6 底筏4.8 器品1.8 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコi長 色調，赤綴色

91 かわらけ 口径7.4 底f圭4.0 器高2.1 成形，ロクロ 外販，凶転糸切り、スノコ痕 色調，淡権色

92 かわらけ
口径7.6 底径4.7 器品2.1 成円j縁E煤;付ロ着クロ 外底 ;[q[転糸切り、スノコ痕 色調，淡茶褐色 備考，

93 かわらけ 円径10.1 底径6.8 総高3.0 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡燈色

94 かわらけ 口径10.6 底径6.4 器局2.7 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、ス〆コ痕 色開 1 淡渇色

95 かわらけ
口径10.8 底径5.6 器高3.0 成口縁形煤，付ロ着クロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色備考，

96 かわらけ 口径11.8 底後8.0 器高3.1 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調 ;7.支援色

97 かわらけ
口径12.2 底径7.0 器高4.0 成燈形色 ?ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡茶筒色~淡

98 かわらけ rJ 径13.4 底径7.5 *日高3.6 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調 ，燈色

99 かわらけ 口径12.6 底径7.8 器問~3.5 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡様色

100 かわらけ
口径14.0 底径8.0 器局3.8 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色~穏色

101 かわらけ 口径12.7 底径6.9 器高4.0 成形，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

102 かわらけ
底径4.1 底成部形中，央ロ穿ク孔ロ 外底，回転糸切り、スノコ復 色調，淡樫褐色 備考，

103 青磁雄弁文碗 胎j色調，灰白色 紬色調，半透明・草緑色

104 背磁百合口小碗 口径 (9.6)底径3.2 器高5.0 胎土色調.灰白色紬色調，半透明・草緑色

105 青磁折縁鉢 口径(1!.7) 胎土色調，灰白色糊色調，半透明・草緑色

106 白磁口冗田l 胎土色調，白色紬色調，乳白色 内面;;I車弁文型抑

107 白磁 IJJI皿 口径(123)底径 (73) 器高3.2 胎土色調，灰白色紬色調，乳灰白色

108 瀬戸窯嗣]皿 器高3.9 胎土!黄灰褐色紬，淡黄褐色備考，磨耗痕無い

109 瀬戸窯瓶子 底径(10.8) 胎土色調，灰褐色粕色調，灰緑色

110 瀬戸黛入子 口径 (5.8) 底径4.1 器局3.0 色調，肌色外底.回転糸切り

111 常滑窯広口壷 胎土色調，灰黒色器表色調，灰色

112 常滑烹 片口鉢(.Uu 日経 (28.2)底径 (128) 器高8.7 胎ケ土調色整調備，灰考黒，色内田苦中言表位色~調内底;赤磨檀滅褐色 調整 l 外面中位、縦位のハ

口径 (38.8)鍔部径 (48.0)底径 (372)器品13.3
胎花に土か菱色文け調て(横3，つ位淡で赤のl褐ヘグ色ルラーミ調ガプ整)キ。， 外横位底面ナ砂デ後付着、。鍔部文側面様か.鍔ら体部上部内面面に中亀位甲

113 瓦質火鉢

114 瓦 質 火 鉢
胎体部土中・器位横表色調縦位，黒極灰き色ナデ備考，内面及び外面体部上位憐ナデ 外面

115 土器質火鉢 器高 (9.7) 胎土色調;~草灰色器表色調;黒色備考』体部内外商横ナデ

116 白かわらけ 口径 (8.0) 器局1.6 成形，手っくね色調.乳白色

117 白かわらけ 口径11.4 器高2.95 成形，手づくね色調 3 肌白色

118 金銅製品不明 径(1.95)孔径 (0.75)厚0.01

119 銅銭(開元通費) 初鋳年，唐621年書体，階書

120 銅銭(i享化冗資) 相j鋳年;it宋990年書体，行書

121 銅銭(景徳元費) 有j鋳年 1 北宋1004年書体，橋書

122 銅銭〈伴符冗費) 相l鋳年マゴt宋1009年書体，椅帯

123 銅銭(天繕通費) 相j鋳年，北宋1017年寄体，備蓄

124 銅銭(皇宋通費) 相j鋳年;Jt宋1038年書体，築書

125 銅銭(元豊通費) 相j鋳年，北宋1078年書体;~草書

126 銅銭(元豊通費) 相j鋳年;Jヒ宋1078年 寄体，行書

127 銅銭(ヌじ祐通賓) 初鋳年;jと宋1086年書体 ，築書

128 銅銭(冗拍通貨〕 初鋳年， 北宋1086年書体 ，行書

129 銅銭(聖宋元賓) 初鋳年，北宋1101年 害体，家書

130 鉄製品万子 会長幅21876干万し径部0.3同〕厚8034幅2.5) 菜長10.3 最

131 石製品砥石 残長7.0 最大幅8.0 厚4.0 中砥産地，熊本 ・天草地方

表2 遺物観察表(2) 
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132 骨角製品不明

|苅14
133 前骨角角(製武品具)

134 漆器山l

図15
135 漆 器 椀

136 漆器 椀

137 漆 器 椀

138 布告塗木型品 蓋

139 漆塗木製品 目苦悩l

110 信事塗木製品 格脚

141 漆主主木製品 不明

142 横漆櫛塗木(解製き品) 

143 木製品績櫛(椛き)

144 木製品扇骨

145 木製品草履芯

116 木製品草腹芯

147 木製rru 箸

118 木製品箸

149 木製品箸

150 木製品箸

151 木製品折敷

152 木製品杓子

153 木製品曲物蓋

154 木製品目1I物輯

155 本製品箆

156 木製品形代

157 木製品不明

158 木製品不明

159 かわらけ

図18
160 かわらけ

161 かわらけ

162 かわらけ

163 かわらけ

164 かわらけ

165 かわらけ

166 かわらけ

167 背磁越弁文腕

168 銅製品留め具

169 石製品31 碁行 (黒)

170 漆;m 皿

171 木製品折敷

図20
172 木 製 品 箸

173 木製品箸

174 木製品 I出物

長4.9 立を大径1.3

残長2.7 幅1.6 厚0.9

口径 (9.7) 底径 (6.6) 器丙1.4

底径6.0

径17.5 高3.3 椛み部〔幅1.9 高1.8)

残長8.8 幅2.7 J宇2.0

全長11.1 幅3.5 厚2.5 ホゾ〔長1.0 筏1.1)

残長8.7 厚さ0.5 i技大iail.4

残長5.9 残幌1.2 棟厚1.0

残長6.0 残幅3.6 棟厚0.8

残長13.3 情J.7 厚0.25 木釘係0.5

長 (24.5) 幅10.5 厚0.35 孔径0.4

長24.5 幅10.3 厚0.3

長21.6 径0.4-0.7

長21.0 径0.6

長18.8 径0.5

長18.3 径0.3-0.6

長引1.3 残幅10.2 厚0.6

長24.8 波大幅5.8 J宇0.4

筏9.5 厚0.5

径11.5 曜日 6

残長29.2 幅1.4 厚0.8

残長14.4 設大幅1.3

径1.2 厚0.5 干L径0.4

長6.9 幅1.5 厚0.9

口径8.2 J.氏後5.0 器高l.8

1'1従7.7 底径5.8 -~~i司 1. 9

口径8.2 J民経5.4 器高1.7

LI径7.8 底径5.4器品L7

円径7.8 底径6.2 6i1iaiJ.7 
日経7.5 底径5.8 指向l.8

口径12.6 底径7.9 器高3.3

口径 03.5)底径8.0 iffi/.口13.3

長2.3 幅0.5 厚0.2

径17-2.0 厚0.5

底径7.0

長18.3 銭幅4.1 n♀0.1 

長22.3 最大径0.7

長20.3 最大径0.6

径16.0 高6.5 側板厚0.2

表 3 遺物観察表 (3) 

備考 !鹿角製

高台 ，輸 内外商，黒色漆文様 ，無

内外面 !黒 色 漆 文様 1 笹、内外面、朱、手摘さ

内外商 ，黒色漆 文様 ，菊花文、 内外雨、朱、手描き

向台 ，輪内外商 I 黒色漆文様，情景文、内外面、朱、子描き

備考，全体に黒色漆が塗られるが塗り薄 く所々手Ij潟、一部炭化

表面，黒色漆備考，塗り薄く、所々剥南

表商 ，黒色漆備考 ，塗り薄い

表面(lilii除く) :黒色漆 備考 ，調度品の部分

表而，黒色漆 備考，漆は薄く塗られる

備考 ，漆塗の痕跡無い

備考 ;5枚残る

両日

両日

向口

備考，一部炭化

備考 ，樹皮(般)残存

備考 ，樹皮(桜)残存

備考 ，鳥Jf:か?

形態 ，円板状

備考，本釘で 2ヶ所。調度品の飾りつ

成砂質形 ，ロクロ 外Js':，回転糸切り 、スノコ痕 色調， 淡筒色 胎上 1

成形 ，ロ クロ 外底:~口|転糸切り 、ス ノ コ 痕 色調 ，淡褐色

成形， ロクロ 外政 ，回転糸切り、スノコ板 色調 ，淡褐色

成形，ロクロ 外底 ，岡転糸切り 、スノコ痕 色調，淡褐色

成形 !ロクロ 外底，回転糸切り 、スノ コ痕 色調 。淡褐色

町立形，ロ クロ 外底 ，回転糸切り 、スノコ痕 色調 ，淡侶色

成形 ，ロクロ 外ほ，回転糸切り、スノコ痕 色調，淡褐色

成形 ，ロクロ 外底，回転糸切り、スノコ痕 色調 ，淡褐色

胎土色調，灰白色紬色調 ，半透明 ・灰緑色

仙}考，先端部は別素材で銀の可能性?

高台 :1J!i 内外商，黒色漆文様 ，州浜と草、内外問、朱、手描菖

備考 ，底板不明、樹皮級で留める

その他
(獣骨 ・貝

殻 ・種子)

178 

表 4 遺物総破片点数表
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写真図版



図版 1

1. 1面石列 (南から)

J

-

:

 

:
。
:
-t

、J
a

-

-

ピ
.

、

3

1

 

ゐ

0
.、
、

向-

噸

品

‘

，

姐
.

，

崎
、
‘
、

川U
N
Z

J

，

μ

』
町
一

2. 2a面全景(東から) . ...."‘ 
ー

1， 
~.r t ，.，..予や・ ~ '~， 

月

) : ~ ， 

A縄fI'I.'/)
'A.~ï 益

法国J品山ぷ RE手、

3. 2b面落ち込み遺物 (東から)

十 57-
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図版 3
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三巨邑ヨ却 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書
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巻 次 第 分冊
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市町村 遺跡番号
。，" 。，" 
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若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

鎌倉市小町一丁目81番18地点



お
v 仁ヨ

1.本報は、鎌倉市小町一丁目81番目地点における自己用庖舗併用住宅の建設に伴う緊急調査報告で

ある。

2.発掘調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が実施した。調査期間は、平成10年 5月11日

から28日までである。

3. 本報の遺構、遺物の縮尺は次の通りである。

①遺構配置図 1/80・個別遺構図 1/80である。

②遺構図の水糸高は海抜高を示す。

③遺物実測図は1/3を使用している。

4.本報の執筆 ・編集は高野昌巳が行った。

5.本報の図版作成及び写真撮影は次のものが担当した。

①遺物図版高野昌巳

②遺構図版高野昌巳

③遺構写真 高野昌巳

④遺物写真 高野昌巳

6.発掘調査に当たっては、以下の諸機関にご協力を賜った。

・株式会社紅梅組

・社団法人鎌倉市シルバ一人材センタ ー

7 .調査団編成

担当者宮団員

調査員高野昌巳

調査補助員 安達澄代 ・吉原真智子

調査協力者 池田義春 ・宮崎 明 ・山崎一男 ・渡辺輝彦(シルバ一人材センタ ー)
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

本調査地は、鎌倉市小町一丁目81番目地点に所在する。 JR鎌倉駅前のノイスターミナノレと若宮大路を

結ぶ道路の北辺に面し、第一勧業銀行の東に隣接する。駅からは東に約70m、若宮大路二ノ鳥居からは

南西に約150mの地点である。

調査地の東約30mにある若宮大路は、鶴岡八幡宮から、由比ヶ浜へと真っ直ぐにのびる八幡宮の参詣

路で、鎌倉の町割りの基軸となる道である。若宮大路及び八幡宮は、京都の朱雀大路、大内裏にそれぞ

れなぞらえて築造されたといわれている。

二ノ鳥居以北の大路中央には、一段高い道がある。葛石を使ったことから、段葛と呼ばれている道で、

他に、 置き石(おきいし)、作道(っくりみち)などと呼ばれていたようである。

頼朝は治承四年 (1180)十月鎌倉に入ると、八幡宮を現在の地に移し、その年の十二月には、自分の

住居を営み、家臣にも屋敷地を与えている。その時に道路の整備を行い、曲がった道を真っ直ぐに直し

た。そして、 寿永元年(1182)三月に、頼朝自らが指揮を執り、北条時政以下の御家人らが土石の運搬

をして、若宮大路及び段葛を築造した。若宮大路 ・段葛の築造は、頼朝の都市計画の一部として最初か

らあ ったが、月日が過ぎ、妻政子の懐妊を機に、安産祈願として日頃の計画を実行に移したようだ。段

葛が築造された当時は、 三ノ鳥居から一ノ鳥居まであったとされ、明応4年(1495)の洪水で破壊を受

け、幕末には、 下馬までとなり、明治時代になってか らは、横須賀線の工事で破壊され、二ノ鳥居以南

を失ったといわれている。

若宮大路には、騎馬で社地に乗り入れを禁止するための駒留めがあったといわれる。古文書などには

釘貫(くさぬき)と記されているようだ。釘貫とは、広辞苑によると「柱を立て並べて横に貫(ぬき)

を通しただけの簡単な門、または柵」とある。また、大路には三箇所に橋が架かっていたようである。

それぞれ、上 (かみ)、中(なか)、下(しも)の下馬橋と呼ばれた。上の下馬橋は、八幡宮境内の赤橋

を指すといわれる。中の下馬橋は、 二ノ鳥居前付近、下の下馬橋は、下馬四つ角付近と思われている。

下の下馬橋付近は、鎌倉時代、 繁華街として賑わ った地域のようである。仁治二年 (1241)十一月に

は、三浦泰村、 光村兄弟らと小山長村らが、好色の家(妓楼)で宴会中に喧嘩し、騒動となる事件があっ

たようである。また、江戸時代の元治元年(1864)には、下馬四つ角付近で、イギリス人士官二人が、

浪士により斬りつけられ殺害される事件も起こった。

二ノ鳥居付近から小町大路へと出る道があるが、大路から この道に入るところは小町口と呼ばれる場

所である。この小町口の南側には藤内定員邸が、北側には中条家長邸がそれぞれ推定されている。

若宮大路は、 冒頭でも述べたように、鎌倉の町割りの基軸といえる道であるが、軍事的な意味も持っ

ていたようであるO また、参詣道としての神聖さと、下の下馬の繁華街のような俗っぽさを併せ持つ道

である。
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1 本調査地点

2. (伝)藤内定員邸跡(中央公民館)

3. // N (鎌倉中央郵便局)

4 .小町 1-309-5地点(松風堂ヒル)

5. 若宮大路周辺遺跡(鎌倉警察署機内)

6.小町 2-345-2地点(雪ノ下教会)

7. 若宮大路周辺遺跡(小町サイクルパーク)

8. " " (鎌倉スポーツクラブ)

9 . /1 // (小町 1-352ーイ外)

10 宇都宮辻子幕府跡(雪ノ下カ トリック教会)

11. // // (ユニオン駐車場)

12 若宮大路周辺遺跡(豊島屋)

図 1 本遺跡地と周辺遺跡
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13.蔵屋敷遺跡

14.若宮大路周辺遺跡 (太陽設備)

15.今小路西遺跡 (御成小学校)

16.諏訪東遺跡

17.千場地遺跡(紀ノ国屋)

18.千場地遺跡 (県税事務所)
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第 2章調査経過とグリッド配置・基本土層

調査は、自己用居舗併用住宅建設に伴う事前調査として、平成10年 5月11日-28日にかけて実施され

た。調査面積約48m'。排土処理の都合上、 南側2/3を先行して調査を行い、北側1/3は、南側の調査終

了後に調査した。

調査経過

5月11日 南側2/3調査開始。試掘結果に基つ‘き、現地表下約60cmまでの表土スキ取りを重機により行っ

た。暗灰褐色粘質土の中世造物包含層面が検出されるが、この面は、現代の撹乱を著しく受

け、極く僅かにしか遺存していなかった。さらに人力により 20cm掘り下げ黄色砂面(地山)

を検出した。

12日 精査及び撹乱墳の掘り下け、

13日 精査及び撹乱墳の掘り下げ

グリッド設定を行なう

溝状の落ち込みを確認、掘り下げを行なう

15日 南側全景撮影(調査区東側清和ビル屋上から)

19日 平面実測及びレベル測量

20日 北側1/3の表土掘削開始(人力)

22日 精査及び、撹乱墳、遺構の掘り下げ

25日 北側全景撮影、平面実測、レベル測量

27日調査終了

28日撤収

グリッド

測量の基準となるグリッドは、鎌倉スポーツクラブ、鎌倉警察署構内等の調査地でも用いられた若宮

大路中軸ラ イン(原点は、二ノ鳥居礎石北辺を結ぶラインの中点)を基準として、 2x2mの方眼を設

定した。二ノ鳥居原点から、156m南下し、そこか ら西へ30mの点が、本調査地のD-4グリッドであ

る。他に、こ の若宮大路段葛の中軸ラ インを基準としている遺跡は、宇都宮辻子幕府(雪の下カトリッ

ク教会)若宮大路周辺遺跡群(小町 1丁目325番イ外地点)若宮大路周辺遺跡群(豊島屋)等がある。

グリッドの軸線方向は、 磁北に対 し34
0東に傾く。グ リッドの名称は北西隅の杭名とする。

基本土層

現地表下約60cmまでは、 表土 ・撹乱層。表土層の下は、暗灰褐色の中世遺物包含層で、現代の撹乱を

著しく受ける。約20cmの厚みを持つ。かわらけ片、土丹粒、炭化物等を含む。粘性、しまり共普通。こ

の下は、黄色砂地山面で、海抜レベルが5.3-5.6m。北から南へと傾斜する。この黄色砂面で遺構確認

を行った。
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第 3章検出された遺構及び出土遺物

本調査地は、面積約48rrfであるが、実際には撹乱等の破壊を受け、40rrfよりも狭い範囲で遺構確認を

行った。また、現地表から、 黄色砂地山面までの聞も近 ・現代の破壊を受け、地山面での一括確認となっ

た。検出された遺構は僅かで、調査区南東隅の溝、土墳l、 ピット 7である。ピット聞の関連は見いだ

せなかった。

溝

調査区南東隅D-4 ~E- 6グリッドで検出された。検出された規模は、南北の長さが約4.7m、東西

の幅が最大で約O.9m、検出面からの深さは約0.45m、底部の海抜レベルは約4.6mである。覆土は、上

層が暗灰色粘質士、下層が暗茶色粘質土で、土丹粒、かわらけ片、常滑片、炭化物等を含む。しまり 、

粘性とも普通である。 ql由線方向は、上端ラ インで見ると、 若宮大路中軸ラインとほぼ平行である。

土壌

調査区東壁際D-3グリッドで検出された。検出された規模は、南北で、約l.Om、東西で約O.25m検出

面からの深さは、約O.70mである。覆土は、上層が暗茶色粘質土で、かわらけ片、 黄色砂を含む。 しま

り悪く、粘性あり。下層は、黄色砂層で、かわらけ片を含む。しまり悪し、。

出土遺物

造物は、テンパコにしてー箱弱出土した。その内実測し得たものは、表土撹乱層の現代遺物を入れて

全部で25点である。
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図4 表土・ 撹乱出土遺物
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図4は、表土撹乱層か ら出土した染付製品で、いずれも近 ・現代の製品と思われる。特徴のある製品

を残し実測をした。 1は小皿で、内面に、富士山らしき 山と、 三度笠姿の旅人風の人物と思われる絵が

二人描かれている。 2は湯呑みで、外側面に、筆と皿を持った人物(神仏?)が描かれ、人物の上方に

は、 簡単な幾何学的文様が描かれている。3も湯呑みである。外側面には、植物と、漢字の詩のよう な

ものが描かれている。内底見込み部分には、茸が描かれている。 4も湯呑み。外側面に植物が描かれて

いる。 5は碗である。外側面には蕪のようなものが描かれ、内底見込み部分には、植物が描かれている 0

6も碗である。内 ・外面に植物が隙間なく 、びっしりと描かれている。 7は、 徳利の口縁から頚の部分

で、 8は底部である。同一製品と思われる。 7の口縁部付近には、花のようなものが描かれ、 8には、

点描で雲のようなものが描かれているO

図 5-1~11は，調査区南東隅の溝から出土 した遺物である 。 1 は、白磁の口冗皿である。 口縁部分

はやや薄くなり、外反する。 2は、常滑こね鉢である。 小片のため、口径の復元はできなかっ た。 3も

常滑製品の聾で口径の復元には至らなかった。13世紀後半頃の製品と思われる。 4は、山茶碗窯系こね

鉢の高台付近の小片である。 5~ 10は、 糸切り 底のかわらけである。 6 ・ 7 ・ 9 の側面の立ち上がりは、

底部から緩やかに立ち上がり、中間で折れ曲がるよ うに急になる。 8は、他の小皿よりやや深みがあり、

体部は丸みを持って立ち上がる。10は、薄手で、やや深みがあり 、体部は多少稜線は残るものの滑らか

な曲線を持ち立ち上がっている。 11は砥石である。

図 5-12は土壌出土遺物で、糸切り底のかわらけ小皿である。やや肉厚で、側面は強めの曲線を持ち

立ち上がる。

図5- 13~ 17は、地山面上から出土した遺物である 。 13 ・ 14はてづくねかわらけ、 1 5 ・ 16は糸切り底

のかわらけである。13は、薄く浅い器形で、口縁端部に丸みを持つ。 14は13よりも深く 、強い稜線を持

ち、口縁部断面は四角くなるo 15は、薄手で、口径と底径との差が少なし、。16は、肉厚で、側面は滑ら

かな曲線で立ち上がる。復元口径は14cmとなった。 5は常滑製品で、聾の口縁部小片と思われる。
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遺構 図 口径(cm底径(cm器高(叩)
トー一一一 No. 種 日IJ 4首 考

層位 版 長さ 中高 厚さ

l染付小皿 8 4.4 2.5 素地・白色、融密、硬い 柚・やや緑l味のある白色、光沢良、透明感普通

表 2染付湯呑み 6.6 2.8 4.5 素地・白色、融密、硬い 柚・淡緑色、光沢良、透明感普通 他に2点

土
3染付湯呑み 6.7 3.5 3.8 素地・白色、轍密、硬い 軸・灰白色、光沢良、透明感普通 削り出し高台

. 4 染付J易呑み 8.4 3.4 4.9 素地・白色、 撤
撹 4 

5 染付碗 15.2 6 6.9 素地・白色、 融密、硬い 柚・青白色、光沢良、透明感普通

百L 6 染付碗 9.8 3.2 4.1 素地・白色、轍密、硬い 柚・青灰白色、光沢良、透明感普通

層 7 染付徳利 復 2.9 素地・褐味白色、撤密、硬い軸・やや緑味のある白色、 光沢良、透明感普通口縁部

8 染付徳利 復 5.8 7と同一固体と思われる 底部

1白磁口冗皿 復13.8 素地・淡灰色、黒色の微粒子含む、やや軟質柚・淡灰緑色、光沢鈍、透明感普通

2 常滑こ ね鉢 胎土・淡い赤茶色、長石、石英含む、砂っぽい、表面・淡い茶色

3 常滑聾 !出土・灰色、長石、石英含む、割れ口凸凹、表面・黒昧のある灰色

4 山茶碗窯系こね鉢 胎土・灰色、長石、石英、黒色微粒子含む、 *1)れ口凸凹

5 内折かわらけ 復 4.1復 3.6 0.8 胎土・肌色、微粒子含む、焼成良好、粉質

溝 5 6 かわらけ 復 7.2復 5.0復 l.2胎土・肌色、微粒子含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底

かわらけ 復 7.6復 5.6復l.4胎土・暗赤~淡掲色、微砂、白針、 雲母片含む、焼成良好、粉質一部煤付着来切り底

8 かわらけ 復 8.0復 5.4復l.8胎土・褐色、微砂、 白針含む、焼成良好、粉質、糸切り底

9 かわらけ 復 8.8復 7.0復l.55胎土・樟色、微砂含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底

10 かわらけ 復12.6復 7.3復 3.3胎士・憧色、徴砂、白針含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底

11 砥石 仕上げ砥?粒子やや粗い

土墳 5 12 かわらけ 復 7.8復 5.7復l.55胎土・撞色、徴砂、 白針含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底

13 かわらけ 復 8.5復 4.8復l.25胎土・肌色、徴砂、焼成良好、粉質、手づくね小片のため可法不正確1/5の破片

地 14 かわらけ 復10.0 時土 ・内面肌色、 外面I~色、 徴砂、 焼成良好、 手っく ね小片のため可法不正確1/6の破片
山

5 15 かわらけ 復 7.2復 5.0復l.2胎土・肌色、微砂含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底
面

上
16 かわらけ 復14.0復10.5復 3.2胎土・淡い檀色、徴砂、白針含む、焼成良好、砂質に近い、糸切り底

17 常滑護 胎土・褐味灰色、長石、黒色微粒子含む、富1)れ口凸凹内表面・灰黒色外表面・濃茶色

出土遺物観察表
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第 4章まとめ

本調査地は、 上層の殆どが現代の削平を受けてお り、 中世造物の包含層は、部分的に遺存するのみで

あった。依って、本来の面を追っての調査はできず、地|上I(黄色砂)面での一括確認となっ た。しかし、

地山面も、上層か らの撹乱を受けており、面の造存状態は決して良好とはいえなかった。

第 3章冒頭でも述べたように、本調査地は遺構が少なく 、調査面積も狭い。 そのため、検出された溝

や土墳は、完全な形での検出は望めなかった。

調査区南東で検出された溝は、若宮大路とほぼ平行になる。この溝の性格等ははっきりしないが、今

後の周辺地域の調査によっては、明確な事実が見出されるかも知れない。

溝出土の白磁口冗皿は、太宰府出土の輸入陶磁器の形式分類 ・編年から、 IX.1類(13世紀中頃また

は、 前半頃)に相当す ると考えられる。また、 かわら けは、 1 3世紀中葉~14世紀前葉の製品と考え られ

る。常滑の査は13世紀後半頃の製品であろうか。

調査区東壁際の土墳からは、実測ができ、 年代を掴めたものは図 5-12のかわらけ一片だけである。

1 3世紀末~14世紀前葉の製品と思われる。

面上からは、13世紀前半頃と思われる手づくねかわらけが出土している。(図 5-14)。図 5-13の手づ

くねかわらけは、口唇端に丸昧があり 、胎土は粉っぽい等の特徴から、14の手づくねかわらけよりも新

しい 13世紀後半の製品と思われる。 他の糸切り底のかわらけは13世紀末~14世紀前葉頃の製品であろう。

本調査地の南西に位置する大和証券ビルは、 平成 3年に発掘調査を行っている。 本調査地と同様に、

上層は現代の削平を受け、黄色砂面での遺構確認を行っている。方形竪穴建築祉、井戸、溝等が検出さ

れ、遺物も本調査地よ りも多数出土している。 1次調査の撹乱墳からは、15世紀代の遺物や 8世紀初頭

と見られる須恵器が出土 している。

以上の出土遺物の年代か ら、当遺跡地と周辺の地域は、13世紀前半から15世紀初頭頃までの長い期間

に渡り展開されていったと思われる。また、大和証券 ビルの調査で出土した古代遺物から、古代の営み

があった可能性も窺わせる。
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胎土は灰色を呈し、硬質である。外体下部はへらなで調整、外底部の糸きりの痕跡、は明瞭に追存するO

29~31は山茶碗窯系担鉢。 29、 30は 口縁部の破片。 3 1 は底部。胎土は29は灰色、 30 は灰褐色を呈し 、

共に、長石を含み硬質である。仁l唇部の形態は、29は円く収め、30は凹が巡る。31の復元された高台径

は15.7cmをiJ!IJる。胎土は灰色を呈し、若干、長石を含みil吹質である。外底部は回転へら削り調整、高台

は貼付け高台である。内面は摩耗しておらず、使用痕が認められな L、。

32~40は常滑窯の製品。 32、 33は壷、 34~36は壁、 37~40は鉢。 32の復元された口径は22.2cmを測る 。

胎士は灰色を呈し、白色粒子、 黒色粒子が多く混入し、硬質である。口縁部は玉縁状となり、遺存する

破片の全面に降灰している。 33は底部。復元された底径は 9cmをiWJる。胎土は淡灰色を呈 し、相|かい白

色粒子を含む精良土で、ある。底部は 5mmと薄く 、内底面には赤色物が付着 している。 34の復元された口

径は41cmを測る。胎土は灰色を呈し、 若干白色粒子を含む。口縁部には凹が巡る。 35の復元された口径

は23cm、縁帯幅は 2cmをiJ!IJる。胎土は暗灰色を呈 し、白色粒子を交える。 36は底部の破片。胎土は灰黒

色を呈 し長石、軟離を交える。内底面が摩耗しており、鉢に転用されて使用された ものと思われる。 37、

39は黒色の胎土に微細な長石をまじえる。 37の口縁端部は角張り、 39は丸く収まり、外側の口縁部下に

は窯印を有する。 38、40の胎土は淡樟色を呈し、白色粒子、黒色粒子を交える。 仁l縁端部が、両側に押

し広げられる。同一個体の可能性がある。 41~43は瓦質の手倍り。 41の復元された口径は44 . 8cm を測る。

胎土は灰色を呈し、金雲母、茶色粒子、黒色粒子を含む。器表は黒色処理され、また、ささら状の工具

で成形した痕跡を留めているが、若IJ離が著しい。 42の胎土は桃昧燈色、 43は黒色を呈し、微細な白色粒

子を含み、硬質である。図41、 1~ 4は白かわらけの口縁部。 1の復元された口径は18cmを測る。胎士

は白色を呈 し、白色傑を含む粉質な精良士である。外体部は横ナデ、下部は指頭による成形である。器

表は、若干ざらつく。 2の復元された口径は9.8cmを測る。胎土は肌色を呈 し、白色礁、微細な黒色粒

子を含み、粉質である。 1と同様な成形であるが、器表は滑らかである。 3、 4は2と同様な胎土であ

るが、 3は口唇端部が内{WJに折れ曲がり、 4は丸く収まる。

5は瓦質製品。復元された最大胴径は5.6cmを測る。胎土は粉質で、微細な黒色粒子を交え、淡灰色

を呈する。内部は煤けており、外体部には花文様の連続スタンフ。文が巡る。

6は不明土製品。かわらけ質で中央に孔を有する。恐らく円形になると思われる。復元さ れた直径は

20cm、厚さは 2~1. 2cm、孔の直径は2.2cm を i~)J る 。中央部が最も厚い。

7 ~ 9は瓦。 7は丸瓦、 8、 9は平瓦。 7は厚さ2.2cmを測る。胎土は灰色で、灰色傑、白色粒子を

含み軟質である。

凸面はなでられ、凹面には布目痕が遺存する。 8は厚さ1.3cmと薄し、。胎土は灰黒色を呈し、白色粒子、

雲母が混入する。凸面にササラ状の工具で成形した痕跡を留める。 9の厚さは2.2cmである。胎土は灰

色を呈 し、 雲母を多く 混入する。凸面には細い縄目叩き文が遺存している。

10~12は鉄製品、釘 。

13は北宋銭。元豊通宝。

14~16は石製品。 14は滑石鍋。復元された口径は25 .4 cm、厚さは 1 ~ 1.3cmを測る。上鍔、下鍔は共 1

cmをiHlJる。外休部には丸ノミによる調整痕が認められ、また、炭化物が一面に濃く 付着している。15は

砥石。石質は安山岩系であるO 産地は不明。 3面に使用痕が認められる。

16は安山岩系の石臼。

17、18は骨製飾板。裏側に斜めプj戸lの無数の傷痕が遺存し、径2.5mmの孔が17は中央に 1孔、 18は恐

らく 4隅に各 l孔、計占4干し遺存したと思われる。若干反り気味で、 表側が凸状を呈 しているo 17には花

文様を刻み、 18は無紋である。
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図41

2 B面の検出遺構と出土遺物 (附図 3) 

玉砂利遺構 4・5・礎石建物 (図42)

これらの遺構群は、 調査区南側、 G"-H -13グリ ッド内において、海抜14m前後で検出さ れた。 0.5

mの空間を挟んで、 並行して検出された。玉砂利遺構 4は西側に、玉砂利遺構 5が東但1]に位置している。

:F砂利遺構 4の検出された範囲は0.8m四方を前後iW]る。A，:度の低い平面的な広がりが検出された。

平坦に敷かれており、 厚さは 5"-10cm程度である。この玉砂利遺構は、全面に広がったものではなく、

部分的に広がった小規模な範囲を随所に検出した。総じて、密度が薄く粗い化粧の様相である。玉石は、

5 "-50mm大きさ の一定しないものが敷かれていた。また、この遺構の南側には、50x 40x 20cmの庭石の

様相を呈 した石が据えられていた。

玉砂利遺構 5の検出された範囲は南北1.8m、東西 1mを損1]る。平坦で、かなり濃密に化粧された憾

相をもっち、厚さは10cm程で‘ある。遺存状態は比較的良好であ る。玉石は、玉砂利遺構 4と同様に、
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り
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2.発掘調査は、 1998年 6月8日か ら同年 9月14日まで

の期間、国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が実

方包した。

3.調査対象面積は約120rrfである。

4.現地での調査体制は以下の通りである。

主任調査員 菊川英政

調 査員小林重子 ・高野昌巳
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図版作製菊川英政 ・小林重子
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第 1章調査の概要

第 1節調査地点、の位置と環境

若宮大路周辺遺跡群は鎌倉中央低地の北半分を占め、鶴岡八幡宮から由比ヶ浜に至る現在の若宮大路

を中軸として、その東西両側を含む広い範囲(図 1a網掛け部分)を指している。現況地形図では遺跡

の北辺中央(八幡宮社頭)で海抜10m、南辺中央(下馬交差点)で海抜 4m、若宮大路中央の二の鳥居

付近で海抜 6m、遺跡の東辺および西辺の中央で海抜 8m前後を計測 し、 北から南へ傾斜する とと もに

東西両側からも若宮大路に向かつて僅かに傾斜する地形となっている。ところが、これまでの調査成果

から中世地山とされる基盤層とその海抜値を調べると、若宮大路の東側一帯(滑川右岸から JR鎌倉駅

付近)では薄い黒褐色粘土層下に黄褐色の河成砂層が堆積する海抜 7~9m程の微高地となっ ており 、

若宮大路の西側一帯のうち、北西部は扇ヶ谷川の流路に沿って厚い黒褐色粘土層が堆積する海抜 5.5~

6.5m程の低湿地、 南西部は海岸砂丘の一部が御成小学校の正門付近に張り出し校庭部分で海抜 6 . 0~6 . 5

m程の後背湿地となっていたことが判っ た。また、遺跡の南辺中央(下馬交差点)から JRガード付近

にかけては海抜2.5~3.0 m と最も海抜値が低く 、 滑川河口から深く湾入した潟湖あるいは低湿地となっ

ていたようである。

さて、調査地点は遺跡範囲の北西部にあり 、若宮大路と扇ヶ谷川とのほぼ中間に位置(図 1b参照)

している。東側には北条時房 ・顕時邸跡とされるー画があり 、北側山裾には源頼朝の入府以前から存在

したと伝えられる「窟堂J(巌窟不動)がある。この窟堂については『吾妻鏡」に火災や事件の記事が

頻繁に見え、文治四年(1188)正月一日には佐野太郎基綱の窟堂下の宅が焼亡して人屋数十字が催災し

たのをはじめ、承久二年(1220)正月二十九日 と三月九日に窟堂辺りが焼け、進士判官代(橘隆邦)と

工藤右衛門尉の家の他に民居数十字が延焼している。更に、寛喜元年(1229)十二月二十五日に窟堂下

辺りが焼け、正嘉二年(1258)正月十七日には甘縄の秋田城介(安達)泰盛宅から出火した炎が南風に

煽られて窟堂とその辺りの民屋を焼失し、弘長三年(1263)四月七日には地蔵堂(窟堂の山の中壇にあっ

たという松源寺の前身)に隠れていた群盗を生け捕るために窟堂の辺りが騒動した とある。ま た、建長

三年(1251)十二月三日に小町屋や売買設けを許可した 「亀谷辻J、文永二年 (1265)三月五日 に町屋

免許の地とした「武蔵大路下」もさほど遠からぬ場所と考えられ、調査地点を含む一帯は武家屋敷と民

家が雑居する繁華な地域であったと推察できる。

ところで、 若宮大路と今小路を結ぶ東西の路は、 貞享年間(1684~87) に描かれた「寿福寺領地図」

( r鎌倉の古絵図』 ・鎌倉国宝館)に 3本あり、北から「巌窟堂路JI綾小路JI小町路」と記されている。

「巌窟堂路」は先の窟堂前の路で、『鎌倉市史/総説編』では八幡宮西南角から寿福寺門前に抜け仮粧坂

に至る この道筋を武蔵大路に比定している。また、「綾小路」は調査地点の南側を通る路、「小町路」は

今小路から若宮大路二の鳥居前に出る路である。これら 3本の路の名は中世史料になく 、現在も使われ

ていなし、。なお、調査地点、の南側を若宮大路と平行し南北に通る路は、明治四年(1871)の「鶴岡八幡

宮境内絵図J( r鎌倉の古絵図』 ・鎌倉国宝館)や明治十五年(1882)の陸軍部測量図の「雪之下村」を

見ると八幡宮西南角から綾小路までしかなく 、それ以南の通称「小町通り」は横須賀線の開通した明治

二十二年(1889)以後に通じた路と判る。 この頃、路の両側は田んぼばかりで、観光客相手の旅館や土

産物屋は若宮大路沿いに数軒あったに過ぎなし、。段葛ももとは松や梅の他えぼた等の雑木が生えていた

が、日露戦争後に奇麗にし桜を植えた (rとしよ りのはな し』鎌倉市教育委員会)のだという。 調査地

点はこうした立地と環境の中にある。
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第 2章検出遺構

第 1面の遺構 (図 4) 

重機での表土削除後、30cm程堆積する灰色粘土層(田んほ土)を取り除き黒灰褐色砂質土層を検出 し

た。層中からはかわらけの破片、瀬戸製品が多く出土しており中世包含層である ことを確認し、30cm程

掘り 下げ遺構の確認および茶灰褐色粘質土の生活面を検出し一面とした。 一面の海抜高は約7.8mであ

る。検出した遺構としては溝 2条、通路状遺構、かわらけi留り、柱穴列、礎板列などがある。

溝 1(図 5) ;調査区西側 C ラインで検出した。規模は上幅が100cm~ 140cm、底部幅65cm~90cm、確

認面か らの深さ約43cmである。底部海抜高は北端で7.53m、南端で7.41mを測り北から南に流れ、南北

両端は調査区外に延びる。 底面には土台角材を配した痕跡が見られ、木組み構造の溝であっ たと思われ

る。 覆土は大半を暗青灰色砂質土が占めており、下層には腐蝕土および粗砂を含む砂層が堆積する。

溝 2 (図 6) ;調査区ほぼ中央Eラインで検出 した。溝 1の東肩か ら溝 2の西肩までおおよそ230cm

の距離である。規模は掘り方の上幅で150cm~ 160cm、底部幅100cm~ 120cm、確認面からの深さは約50cm

である。 底面の海抜高は北端で7.4m、南端で7.3mを測り、北から南に流れる。覆土は上層に暗灰褐色

砂質土、中層に明茶褐色腐蝕士、 下層に黒褐色粘質土が堆積 している。

底部にはホゾ穴をもっ土台角材が 2本平行に設置されており、上層から は横板に使用した板材を 2枚

確認 した。土台角材の芯々幅は約50cmをiHlJり溝本体の規模が幅50cm、深さ50cm以上の木組み構造の溝て、

あることが判った。なお、土台角材 に穿たれたホゾ穴は全て貫通している。

土台角材、 横板の寸法は以下の通りである。

(A)土台角材 :長さ395cm 幅7.0cm 厚さ3.5cm ホ、ノー穴8.0cmx 4.0cm ホ、ノ♂間隔32cm ~40 cm

(8)土台角材 :長さ412cm 幅7.0cm 厚さ4.0cm ホゾ穴8.0cmx 4.0cm ホ、ノ。間隔約40cm

(C)横 板:長さ 190cm 幅15cm 厚さ2.0cm

(D)横 板 :長さ 197cm 幅24cm 厚さ2.0cm

通路状遺構 (図7);溝 2より東側は北に青砂層面、建物の柱の沈下防止の為の板材 (礎板)が多く

見られ、南側にはかわ らけ溜り lが広がる状況であっ た。その中央をやや組ではあるが中小の泥岩で版

築された範囲が横断しており 、版築範囲の南北には木組みの土留めが見られ通路状遺構として促え調査

しfこ。

通路状遺構は、ほほ 3 ~4 ライ ン聞を調査区東壁から西に 4m程延び、消滅し、幅は良好な部分で約80

cm 、 厚さ は20cm弱であ っ た。木組みの土留めは良好な部分で、 長 さ 26cm~49cm、|幅 8 cm~13cm、 厚さ 0.6

cm~ 1. 0cm で、 あり 、おおよそ 20cmの間隔で:板留めの杭で止め られていた。

建物 1(図 7) ;調査区東側北壁付近で形状および配置に統一性のある板を検出した。間隔は約180

cmを測り、板材上面の海抜高は7.92m~8.03 mでほぼ平均した高さに あ る。建物の柱の沈下防止の為に

据え られる礎板と考え掘立柱建物として扱った。建物は北に広がる可能性が強く、規模は明確には掴め

ないが 2問x1間以上のものであろう。また調査区東壁沿いには南北方向に長さ99cm、幅 4cm、厚さ2.5

cmの横板と長辺7.5cm、短辺 6cm、長さ28cmの柱 (位 1)が検出されており 、これらは建物の軸線とは

若干のズレが生じる。 建物に帰属する施設の一部または部屋の間仕切りとも考えられるがはっきりした

ことは判らない。
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図7 建物 1、柱穴列 1、礎板列 1、断面図

柱穴列 1(図 7) ;通路状遺構北側に 2口の柱穴と柱の沈下防止の為の礎板を確認したc 間隔は200

cmと等間隔であり、礎板も掘り方をもっていたと考え、あえて住を据えた穴の並びとした。柱穴底部お

よび礎板上面の海抜高は7.8m~7.7m と平均した高さであるどのような施設であ っ たかは不明である。

礎板列 1(区I7) ;通路状追構の南際に沿う形で、調査区東から溝 2に向かい同一線上に並ぶ礎板を

検出した。礎板間隔は不均衡ではあるが、礎板上面の海抜高が7.92m~8.03 m と平均した高さ であるこ

と、並びの方向性、背後のかわらけ溜り等の検出状況から見て、何らかの遺構に伴う礎板と考え礎板列

とした。礎板の寸法は幅 7cm~ 12cm、長さ 13cm~25cm、厚さ L5cm~ 4 cmと規格性をもたない。

かわらけ溜り 1 調査区南東部、通路状遺構の南側で検出した。確認で きた範囲は東西に4.5m、南

北に3.5mで南端が調査区外に延びるため全体規模は不明である。短期間に廃棄されたものと考えられ

る。かわらけの下からは箸、折敷、曲げ物などの木製品が多く検出されている。確認海抜高は7.86mで

ある。

かわらけ溜り 2;調査区南西隅で検出した。確認できた範囲は東西方向に西壁か ら140cm、南北方向

に南壁から150cmであり南辺、西辺は調査区外に延びるため全体規模は不明である。出土状況は完形品

は少な く破片が大半を占めており、堅く叩き締めら版築されたような状態である。
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第 2面の遺構 (図 8) 

一面構築士である茶褐色粘質土を20cm程掘り下げると、部分的に広がる炭層面が見られた。炭層を景IJ

がしつつ遺構の検出を行~\"海抜高7.7m~7.8mで遺構確認をし二面とした。 生活面を成す土質は調査

区の西と東では若干異なり 、西側は員殻粒を混入する茶褐色砂質士、東倒IJでは貝粒を含む暗灰茶褐色粘

質土となるがいずれも しま りをもっている。検出 した遺構は溝 2条、木組遺構(囲炉裏)、柱穴が挙げ

られる。

溝 3 (図 9) ; 調査区中央やや西寄 り、 D ライン上で検出した。規模は上幅65cm~80cm、底部幅50cm

~60cm、確認面か らの深さは 18cm~25cm と 浅い溝である。断面は逆台形であり 、底部海抜高は北端で

7.43m、南端で7.32mを測り、 一面で検出した溝 1とほぼ平行し北から南に流れる。底部からは土台角

材および角材を抜き取った痕跡も見られず素掘りの溝と思われる。覆土は木片を含むしまりのない茶灰

色砂質土で埋められている。

溝 4 (図 9) ; 溝 3 の南西に位置する。上幅30cm、底部幅16cm、確認、面からの深さ 32.9cm~38.8cmで

あり、確認できた長さは 2mで南端は調査区外に延びるため全長は不明である。底部海抜高は北端で

7.26m、南端で7.19mを測り、北か ら南に流れる。 また、 溝内東際に2木の杭が確認されており、北側

の杭の規模は長辺 8cm、短辺4.5cm、長さ56.5cm、南側の杭は長辺 4cm、短辺 3cm、長さ53.5cmであり、

杭の間隔は85cmである。覆土は木片、腐蝕土が混入する暗灰色粘質土で 2層lこ分かれる。類似する覆土

ではあるが上層に腐蝕土が多く混入している。

建物 2 (図12) ;溝 3の西側で検出した。やや強引ではあるが溝 lにかかる部分は土層観察ベルト北

側で礎板が確認されている事から、削平されたも のと考え、 l間x2聞の掘立柱建物として促えた。

柱穴間隔は 185cm~190cmであり、確認、面からの深さは35cm~40cm と平均している。なお、柱穴底部に

は礎板は設置されていなかった。

木組遺構 1(図10，11) ;調査区南西隅で検出した。全体に薄い炭層が方形に広がり、南辺と東辺に

上部焼失の板材を発見した。形状は一辺130cmの方形と考えられ、確認面からの深さは約20cm、底部の

海抜高は約7.46mを測る。炭層の上には漆器皿、かわらけを入れた底なしの曲げ物が点在し、覆土は貝

殻を少量含む暗茶褐色土と暗灰褐色粘土である。板材は、 長さは20cm~30cm 、 111国 5 cm~10cm、厚さ 0.5

cmの規模のものが20数枚L字状に並んでおり、板材の下端は平坦であり上部は焼失している。

この遺構は形状からみて囲炉裏と推察できる。 しかし覆土からは炭化物や焼土といった火所としての

使用痕は見られず、木組内に鉢形手培りを設置して使用する形態のものとも思われるがはっきりしたこ

とは判らない。

また、底部北側からは、長辺125cm、短辺110cm、確認面からの深さ 20cm~25cmの方形の掘込みが見ら

れた。覆土は木器層と貝殻層に分かれており、木器層は多量の箸、折敷片、木っ端で占められ、員殻層

は殆ど‘がノ¥マグリで充填していた。 一時期囲炉裏と して使用し、作り 替えのため大量に出た ゴミを投げ

入れたものであろうか。

ピット 2 (図29) ;調査区北東で検出した。直径約90cm、確認面からの深さ約30cmを測る。上場周縁

に20cm大泥岩が見られるが、泥岩版築面の流れと思われる。また、内部から出ている杭は溝 6に伴う束

柱の頭が露呈したものである。

泥岩版築面;調査区東壁沿いに検出した。確認幅は50cm~95cm、南北に延ひでおり 20cm~30cm大の泥

岩で疎ではあるものの構成されている。確認海抜高7.6mをiJlIJり、調査区中央付近まで泥岩が点在して

いる。
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図11 木組遺構 1(完掘状況)
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図12 建物 2、断面図

第 3面の遺構(図13)

2面から約20cmほどを掘り下げ暗茶褐色土の整地層を検出した。柱穴、溝等の遺構を確認し、 3面と

した。海抜高は7.45mで、ある。検出遺構は溝、掘立柱建物、木組み遺構、土墳が挙げられる。

溝 5(図 9) ;調査区西寄り C.Dライン間で検出した。上111日30cm、底部幅16cm、確認面からの深さ

は2.1cm~ 14.2cmである。確認できた長さは4.9m、南端は土壇に切られているc 溝として捉えたが深さ

も浅く、溝内から礎板を伴う柱穴が確認されており、建物内の間仕切り塀の掘込みの可能性も考えられ

る。

溝 6(図14) ;調査区東端で検出した。 規模は上幅180cm、確認面からの深さは30cm~40cm、南北端

は調査区外に延びる。

底部からは土台角材、梁、束柱を確認し、木組み構造が若宮大路側溝と同様の箱形のものであったと

推定できる。土台角材の下には30cm大の泥岩が沈下防止のための礎石として設置されている。土台角材

の規模は長さ 390cm~410cm、幅8.5cm、厚さ 4 cmで、あり、おおよそ50cm間隔に 8cm X 4 cmのホゾ穴が穿

たれている。平行に配置された土台角材の芯々聞は約1mで、あり、溝本体の幅が1mで、あったことがわか

るO 梁として使用している材は規格を持たず、設置間隔はまばらである。また、ホゾlこ残る束柱の長さ

から推して溝の深さは50cm以上で、あったと思われる。 溝覆土は殆ど砂質土と腐蝕土で占められていた。

溝本体の西に見られる控え材は、溝 6に伴うものではなく四面検出の溝 7に伴う控え材である。

建物 3(図15) ;調査区中央西寄りで検出した。東西に 2問、南北に 2間の規模を有する。住間隔は

ほぼ200cmで統ーされており、半数の柱穴には柱の沈下を防ぐ礎板が設置されている。礎板仁面の海抜

高は7.2m~7.3m とほほ、平均しているが、柱穴の深さは13cm~28cm と幅がある。
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建物 4(図15) ;卜記の掘立 3に重なる形でやや東よりに検出した。東西に 2問、南北に 2聞の規模

である。全ての柱穴には礎J肢が設置されており 、住間隔は微妙なズレはあるも のの200cm(6尺 6寸)

を測る。礎板上面の海抜高は7.35m~7.25mで 10cm前後の高低差はあるものの概ね平均している。

建物 5(図15);調査区ほぼ中央で検出した。 l間x2聞と小屋的な要素の強いものであ り、 建物 4

に付随するものとも捉え られるが、建物と して扱った。底部には柱の沈下防止、 高さ合わせのための礎

板及び礎石が設置されており、柱間隔は200cm~210cm、礎板上の海抜高は約7.2m と平均している 。

木組遺構 2(図16);調査区北西 B-2グリ ッド付近で検出した。長辺220cm、短辺70cm、確認面から

の深さ 13cmの隅丸長方形の浅い遺構の一部である。平面形状は短辺40cm、長辺70cm、確認、面からの深さ

約14cmの緩やかに落ち込む隅丸長方形、南北辺に長さ 35cm~36cm、幅15cm ~17cm、 厚 さ 2 cmの板が配置

されている。板の確認海抜高は7.42m ~ 7.45m、底部海抜高は7.23mである。覆土は2層に分かれ、上

層は木片、かわらけ片を若干含む茶褐色粘質士、下層は腐植土である。用途については不明である。

木組遺構 3(図16) ;調査区西端、B-4グリッド付近に位置する。南北方向に長さ178cm、|幅13cm、

厚さ2cmの横板を検出し木組み遺構とした。東面には横板を止める為の細杭が 6本見られ、ほぼ35cm間

隔で設置されている。杭の規模は長辺2.5cm、短辺1.5cm、長さ約20cmである。また、横板の西面は全体

に火を受けた痕跡がみられた。木組は単独であり用途不明である。

かわらけ溜り 3(図16);木組み遺構 3に東接 して検出した。径約130cm、確認面からの深さ40cmの

不正円形であ る。底部海抜高は7.05mで、ある。上層に薄く炭層が広がり 、その下か らかわらけが底部ま

で充填 していた。かわ らけは殆と、が完形品であり、 一倍廃棄されたものと思われる。出土したかわ らけ

は殆どが樟色を呈し、形に歪みをもっている。

かわらけ溜り 4;調査区中央南端で検出した。範囲は東西約50cm、南北に110cmで、あるが南端は調査

区外に延びる。確認海抜高は7.25mで:ある。明確な掘込みはな く、空閑地に一括廃棄されたものと思わ

れる。

土壌 1(図16);調査区南西で検出した。両側は調査区外に広がっており、確認できた規模は東西柚

で約120cm、南北軸で90cmである。深さは確認、面から約28cmとやや浅いものである。土墳内からは漆皿、

ものさし、板草履の芯、 銭等の造物が出土している。

土墳 2(図16) ;土墳 lの西隣で検出した。南北に長い楕円形である。規模は南北に約180cm、東西

に70cm、確認面か らの深さは約43.5cmである。土墳内から見つかった遺物はかわらけが殆どである。

土墳 3 (区116) ;調査区西際で検出した。西側は調査区外に延び、形状は楕円形と思われる。南北に

90cm、東西で確認できた長さは 1m、確認面からの深さ は約48.7cmで、ある。北側上面は礎板をもっ柱穴

と重複しており、正確な形状はつかめていない。

土墳 4(図16);調査区中央やや北寄りで検出した。南北に190cm、東西に150cm、確認面からの深さ

約20cmと浅L、。覆土はしまりのない褐色土であり 腐蝕土も多く混入していた。底部付近から は礎板、 住

が見られ柱穴を壊して掘 られたものであろ う。

第 1泥岩版築面 ;二面泥岩版築面のほほ、直下で検出 した。確認できた幅は西壁から40cmから90cmで・二

面の版築面より 15cm程東に広がっているO 南北端は調査区外に延びると思われる。上面はやや粗い部分

も見 られるが全体に20cm~30cm大の泥岩を突き固めた形で構成されており 、 厚さは30cm程である。当初、

道路遺構として調査したが泥岩版築が厚く 堅固なものであり、調査区東壁の断面では10cmに充たない砂

質土を挟み泥岩版築層が見られたこともあって土塁状の遺構ではなし、か推察 し、土塁状遺構とした。
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第 4面の遺構 (区117)

三面より 50cm程掘り下げ、溝、建物等の遺構を確認し、四面とした。海抜高は6 .95m~6.8mであ る。

検出した遺構は溝、建物、木組み遺構、土墳、礎板列、かわらけ溜り、住穴である。

溝 7 (図18，19) ;調査区東で検出した。掘り方幅は2.4m、木組み幅約150cm、深さ約90cm、底部海

抜高は5.95mで、ある。南北端は調査区外に延びる。木組みの構造は杭を土中に打ち込み、こ れに板材を

網代状に組み合わせた柵状のものである。木組み構造は西側のみの検出であり東側では発見されていな

い。また横板にホ ゾ穴をあけ裏側から控え梁を通し留め木で固定する、控え材が見られた。この控え材

は調査区南北のほぼ中央付近から控え梁の抑え木の構造が変わり、木組みの部分に50cm程の空間が生じ

ている。残りの良好な部分で控え材の間隔は90cm程で、あっ た。

建物 6 (図20) ;調査区西端で L字状に配置さ れた横板を検出した。横板はずり落ちた形で 3枚程重

なり合って発見されており、確認できた横板の長さ は東西方向では200cm、南北方向で，165cmの規模で、あ

る。底部からは東西方向に並ぶ床板が深さ 15cmのところで検出されてお り、床面上からはかわらけが数

点、放置された状況で見られた。床面の海抜高は6.74mで、ある。 この建物は土台角材を持たず、壁板を

縦に積み重ね杭で留める構造で、床板の沈み込みを防ぐため所々に礎板が設置されている。また、床面

で検出したかわら けは取り上げの際の不手際で、図示できなかった。

なお、建物の北側調査区西壁に張り付く形で木組が検出しており、構造、レベルから考えて建物 6に

帰属するものと思われる。

建物 7(図21) ;調査区北西、建物 6の東で検出した。東西に2間以上、 南北に l間以上の規模をも

っと思われる。礎板を設置した柱穴と礎板の配列であり、柱間隔も東西方向は200cm、南北方向は210cm

とやや異なる。礎板上面の海抜高は6 . 7m~6.85m と バラツ キがある。 この建物 7 は上記の建物 6 と 重複

する部分があり建物 6の一部もしくは付随する施設の可能性が高いと思われる。

柱穴列 2 (図21) ; 建物 7 の南で 4 口検出した。 間隔は 195cm~200cmで、 建物7の北側の柱穴と平行

し、規則性を持つため柱穴列とした。建物7に関連 した施設の一部とも考え られる。

礎板ヲIj2 (図21) ; 土墳 5 の東側で検出した。 50cm~55cmの間隔で、東西方向に延びる 。 礎板上面の海

抜高はほぼ平均しており 6.85m~6.8mで、ある。礎板列の北には木組遺構 5 が検出されており 、両者の関

連から見ると板塀の基礎施設とも思われるが、礎板の並びだけでは何とも云えない。

木組み遺構 4 (図22) ;土墳 5の東側で検出した。大きさの異なる縦板を細し、角材で留めており、 釘

および釘穴が遺存していた。板材は幅 3cm~12cm 、 長さは 7 cm~ lOcm と規格性はなく 、 廃材を利用した

ものであろう。板材は上端面から北面にかけて焼け焦げた跡がみられた。焼け落ちた板塀の残痕とも考

えられるが不明木組みである。

木組み遺構 5 (図22) ;調査区南西南壁付近で検出した。確認海抜高は6.7mである。幅 3cm~ 8 cm、

長さ10cmの板がL字状に並ぶ。板材の端面は焼失 している。木組みの一辺は50cmであり内部からは焼土

も見られた。囲炉裏とも思われるが南西側で板材を確認する ことができず、囲炉裏とするには不十分で

あっ た。用途は不明である。

かわらけ溜り 5 (図17) ;調査区中央やや西よりで検出した。東西に230cm、南北に80cmの範囲で、広

がる。 明確な掘り方を持たず浅い凹地に投棄されたものと思われる。

かわらけ溜り 6 (図17) ;調査区中央南寄り、かわらけ溜り 5の南東で検出した。東西に80cm、南北

に110cmの範囲にかわ らけが広がる。かわらけ溜り5と同様掘り方を持たない。

かわらけ溜り 7 (図17) ;調査区北西隅で検出した。東西に60cm、確認できた南北範囲は60cmで、あ っ

た。やはり掘り方は確認さ れておらず、空閑地に廃棄されたものであろう。

ρo 
n
U
 



H l l  

G
 

h H i l l -

p u t - -

D ー ー
R U l - -

4
 

一
一

5

3
 

2
 

ー l H

Q
 

i'
 

92
破
砕
カ
わ

;

。 、 申 '
0
 

信
己

唱
。

。

長通

111 

e
l
 

目
礎
板 ふ， J

日

.
 

堅
ヨ 1)

 

二、
木

組
治

構
4

"，
，"
'"
言
ミ

己

打
'

"
、

‘
、
」

ι
J
¥

¥
¥S

7
 

『
口

か
わ
ら
け
溜
り

6
α

-------
-自~
石
列

2

。
~
~
日

I'!l
 

‘ー

と
コ

4
 

5
 

o
 

-
:
]
 

• 
E~
は
杭

G
 

l l l hι 

l l D  
2
m
 

四
面

全
体

図
図
17



土壌 5(図29) ;掘立柱建物の東隣、 三面かわ らけ溜り 3の下で検出した。平面形状は長辺195cm、

短辺170cmの隅丸方形、確認面からの深さは約25cmである。覆土内からは多量のかわらけが出土してい

る。

第 2泥岩版築面 (図28) ;第 1泥岩版築面直下で検出した。 上面には三面溝 6の土台角材の礎石とし

て使われた30cm大泥岩列が見られ、堅く叩き締め られた茶褐色砂質土が 8cm程堆積する。 この間層の下

からは20cm~30cm大の泥岩で構築された版築面が表出する。厚さは約30cmで、隙聞には泥岩粒が埋め込ま

れ、堅く 叩き締められている。幅は西壁からllOcmである。泥岩版築層は青灰色砂と厚さ15cmの堅く締

まる青灰色粗砂層の上に構築されている。土塁の側面からは土留めに使われたと考えられる杭が 6本確

認されている。
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第五面の遺構 (図23)

黒褐色粘質土を20cm程掘り下げたところで、青灰色泥岩面を検出し、 広がりを確認した。調査区西側

に広がっており版築された状態であった為、五面として捉えた。検出した遺構は木組遺構、柱穴列のみ

であるが、六面から四面への移行段階として整地または地業された面であろう。

青灰色泥岩版築面 (図24);調査区西に広がる。確認できた範囲は南北に5.1m、東西に2.5m、版築面

は粗砂を含む小泥岩で粗めに構成されている。厚さは10cm前後である。確認海抜高はおおよそ6.8mで、

四面検出の建物 6の床面と同レベルであり、建物 6の東隣に広がることなと、、か ら考え併せると建物に伴

う土間的な空間とも促えることができる。

木組み遺構 6 (図23) ;調査区南西部、青灰色泥岩版築面の東端に長さ80cm-82cm、幅 5cm-8cm、

厚さO.5cm-1.5cmの横板 3枚と幅1.5cm、厚さO.3cm、確認できた長さ 13cmの横板 1枚を検出した。四面

の遺構との関連性も考えられたが用途は不明である。

柱穴列 3 (図24) ;調査区ほほ中央、青灰色泥岩版築面の東で検出した。南北方向に柱穴 2口と礎板

1枚が200cmの間隔をも って並ぶ。礎板上面の海抜高は6.6m-6.7mで、ある。なお、南に位置する柱穴に

は柱が残されていた。住の規模は一辺がlOcm、長さ30cm、上端面はコゲている。

貝溜り (図23) ;調査区中央北で検出した。直径約50cmの範囲にハマグリ の殻が寄せ集められる形で

大量に見られた。掘り方は見られず窪地状の空間に廃棄されたものであろう。キサゴも微量ではあるが
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第6面の遺構 (図25)

五面下

検出した遺構は溝、木組み遺構、柱穴列、礎板列、土墳である。

なお、北壁崩落のため調査範囲は当初の三分の二程度となった。

溝 8(図26) ;溝 7から約60cm西で検出した。掘り方幅約2.4m、底部幅おおよそ 2m、確認面から

の深さは約80cm、底部海抜高は5.3mで、ある。構造は溝?と同様の作りであり、木組み構造は東側には

見られず土塁状遺構の西側を溝の東肩として併用 している。覆土は員殻粒、泥岩粒を含む砂層と茶褐色

の腐植土で構成され、底部には砂傑層が見られる。

建物 8(図27) ;調査区中央で 4口検出した。南北軸の間隔は160cm、東西軸では100cmとやや長方形

を成している。物置小屋のようなものであろうか。柱穴の確認面からの深さは30cm~40cm、底部海抜高

は6.1mと平均している。

木組遺構 7 (図22) ;調査区西側で-検出 した。おおよそ Cライン沿いに南北に縦断するが、 南側の遺

存状態は極めて悪い。遺存状況の良好な部分で横板の幅は10cm程度で、あり、長さは102cm~ 142cm、厚さ

はO.5cm~ 1. 5cmで、ある。木組の西、中央より北には礎板がある程度の規則性をもって配置されており、

木組み遺構を建物と捉えるならば床の沈下防止の礎板とも考えることもできる。

柱穴列 4(図27) ;調査区西側で検出した。90cmの間隔をもって東西方向に 3口並んでいる。柱穴の

直径は約25cm、 確認面からの深さは13.3cm~3 1. 5cm と 1 口のみ深い。

柱穴ヲIJ5 (図27) ;柱穴列 2の南で検出した。ほぼ190cmの間隔で東西方向に 3口並ぶ。平面形状は

直径30cm ~50cmの円形を呈し、確認面からの深さは25cm~36cm とパラつきがある。底部海抜高は6.2m

~6.03mで、ある 。

礎板列 3・4・5 (図27) ;調査区西北、木組遺構?の西に集中して検出した。礎板間隔が同ーのも

のを結んで 3~ 5までの番号を付したが、それぞれが遺構の一部とは考え難い。木組遺構 7が建物の壁

板と促えると、床板に伴う沈下防止の為の礎板群の可能性も考えられる。礎板上面.の海抜高は6.5m~6.6

mとほぼ平均している。

かわらけ溜り 8(図25) ;調査区中央で、長軸60cm、短軸50cmの楕円の範囲にかわらけを中心とした遺

物がまとまって発見された。はっきりした掘込みはなく、浅い窪地状の空閑地に一括廃棄したと考えら

られる。

第 3泥岩版築面 (区128) ;第 2泥岩版築面の直下で検出した。西壁より幅約170cmで、西端には形の

揃った泥岩が配置されている。端面の内側は暗灰褐色粘質土を混入し、約10cm大の泥岩を中心に構築さ

れ堅く突き固められている。上面は平坦である。泥岩版築層の厚さは西側端部て'20cm、調査区西壁付近

では 8cmと薄くなっている。西端泥岩の直下40cmのところからは土留めの板材が確認されている。
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第7面の遺構 8(図31)

七面は調査壁崩落により極めて狭い範囲での発掘調査となった。 20cm程で遺構を確認し七面とした。

七回では複数の礎板および柱穴を検出する に留ま った。おも に礎板は調査範囲の北で、柱穴は南に多く

見られる状況であった。

溝 9 (図26、29) ;六面溝 8の検出時に、控え杭の一部を確認した為トレンチ状に掘り下げ、横板お

よび杭を検出した。溝 7・8同様網代状の木組み溝である。

溝状遺構 ;調査範囲内の東と西側で検出した。いずれも南北方向に調査区を縦断しており 、東側は東

に、西側は西に緩やかに落ち込んでいる。高低差は20cm弱と浅く 、西と東の間隔は150cmで、ある。また、

西側の溝状遺構か らは手づくね形成のかわらけ、木製品等の遺物が出土 している。

柱穴列 6(図29) ;調査範囲の ほぼ中央から南に L字状に検出した。柱穴の底部には礎板が設置され

ており、確認面か らの深さは30cm~40cm、礎板上部の海抜高は5.8m~5.9m とほぼ平均している。柱穴

の間隔は200cm~210cmを測り南西方向に広がる建物の一部と考えられる。

柱穴列 7(図29) ;住穴列 1の南で検出した。 2口で列とするには強引であるが、礎板の設置、形状、

方向等から柱穴列として捉えた。柱間隔はいずれも210cm、 礎板の海抜高は5.7m~6.0mである。

礎板ヲIJ6・7(図29) ;調査範囲のほぼ中央を南北に縦断するかたちで 2列確認 した。平行する礎板

間隔は70cm、 南北方向の並びも 70cm ~80cmの間隔を保つが南側では不規則になる。礎板の規模は長辺が

20cm、短辺が10cm~15cmで-あり、 t部海抜高は6.2m~6.3m と平均している 。

柱穴列、礎板列は臨lJ方向、間隔共ある程度の規則性を持っており 、何らかの遺構として形になると考

えられる。しかし、狭い範囲での確認の為想定するまでには至らなかった。
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第 3章出土遺物

第 1節出土遺物の概要

遺物総量は整理箱(内法 :33.5 x 53.5 x 14.5cm)にして162箱が出土している。出土遺物は土器 [糸切

り底のかわらけ皿、 手裡ね成形のかわらけ皿、 かわらけ質の小壷、小型の手倍り 、伊勢系土鍋の破片、

瓦器の碗、香炉 ・三足鍔釜、早島式t不など]、陶器[常滑では壷蜜類 ・担鉢 ・鍔釜。 瀬戸製品では小壷 ・

四耳壷 ・折縁皿 ・入子 ・卸し皿 ・天目碗 ・天目台 ・盤 ・行平鍋 ・洗 ・皿。山茶碗窯で、は担鉢 ・山茶碗 ・

山皿、 魚住担鉢、備前摺り鉢、i屋美の聾 ・担鉢、亀山の聾]、 舶載問磁器[青磁では碗 ・鉢、白磁では

碗 ・皿、 青白磁では瓶子 ・合子 ・香炉 ・器台 ・小皿、 天目碗も少数ではあるが出土している。陶器では

褐紬四耳壷 ・黄紬 ・緑袖盤など]、金属製品[鉄製品では釘 ・掛け金 ・鎚 ・錐 ・火箸 ・燐金 ・毛抜き ・

縫い針 ・天秤皿 ・仏像等]、骨製品拝[拝 ・錨(こじり)・シオデ(しおで)J、石製品[硯 ・砥石 ・滑石

鍋とその転用品(温石 ・スタンプ)J、木製品[箸 ・杓子 ・曲げ、物楠 ・漆椀 ・漆皿 ・折敷 ・膳脚 ・雲形肘

木 ・下駄 ・板草履の芯 ・櫛 ・独楽 ・珪杖の越 ・万子の鞘 ・弓 ・手押木 ・紡織具の部材 ・刷毛 ・へラ ・物

差 し・鋤 ・鍬 ・形代]、貝製品[螺細細工の小鳥 ・ヤコ ウ貝]、材質不明品[念珠の母指]、自然造物

[貝殻 ・骨 ・鱗 ・種子(第四章 2項参照)Jである。

報告にあたり、遺物を選別 した。多量に出土 したかわらけ皿は完形品、略完形品のみを損IJ図し、遺存

状態の良好な木製品 ・金属製品や骨 ・石 ・貝製品についてはできる限り掲載するようにした。なお、箸

については多量に出土したため、完形品のみの数量と寸法を記載するに留めた。

各面の遺構、包含層から出土した遺物は図示 した遺物を含めた破片数を集計した。遺物説明の前に列

記した、特にかわらけ皿については大皿 ・小皿に分け、糸切りの終結部(渦状の痕跡)を一個体の目安

として固体数を数え、更に完形品 1個体の平均重量が半IJる資料については、総重量から推定される個体

数を割り出しておいた。

なお、紙面の関係上遺物の説明は大半を省略 した。

第2節 出 土 遺物

[一面]

溝 1 (図31-1 ~17) 

かわらけ大皿は31個体 (7，880g)、小皿は29個体(1，410g)である。本遺構出土のかわらけ皿完形品

l 個体の平均重量は大皿で‘ ~(']100g、小凹で約45gであり 、こ の数値からおそらく大皿は 78個体、小皿は

31個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 3点(青臨碗 2、白磁皿11)、瓶子 ・盤類 l点(黄柚 1)であり、国産陶磁

器は壷 ・聾類17点(常滑17)、碗 ・皿類 2点(瀬戸入子 1、盤 1)、埋鉢 2点(常滑 l、山茶碗窯 1)、

手培り l点(瓦器質 1)、瓦 2点、瓦器腕 1点、石製品 2点(砥石 1、常石鍋 1)であった。

図31-2のかわらけ皿は漆の取り皿として使用したと思われる。14は鍋の弦で鉄製である。

溝 2 上層 (図3 1 -18~39、 図32-40~54)

かわらけ大皿は71個体 (l4，500g)、小皿は41個体 (2，010g)である。本遺構出土のかわらけ皿完形品

1個体の平均重量は大皿で約152.5g、小皿で46.5gであり 、この数値からおそらく大皿は95個体、小皿

は43個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類11点(青磁11)、瓶子 ・盤類 l点(黄紬 1)を数えた。国産陶磁器では壷 ・

護類19点(常滑18・亀山 1)、碗 ・皿類 4点(瀬戸卸皿 2、入子 2)、担鉢 3点(常滑 l、山茶碗窯 l、
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魚住 1)、手倍り 4点(瓦質 4)、石製品 2点(滑石鍋 2)であった。

図32-50は骨製品、万装具の一つである鹿角製の錯(こじり)であろう。

溝 2 下層 (図32-55~78、図33- 79~96)

かわらけ大皿は102個体(l5，240g)、小皿は71個体 (2，640g)である。本遺構出土のかわらけ皿完形

品 1個体の平均重量は大皿で'149.1g、小皿で48.0g.で、あり、この数値からおそらく大皿は102個体、小皿

は55個体程度が含まれていたと考え られる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 2点(青磁碗 l、白磁皿 1)、瓶子 ・盤類 l点(青白磁 1)であり 、国産陶

磁器では壷 ・聾類10点(常滑 9・亀山 1)、担鉢 1点(山茶碗窯 1)、手熔り 4点(土器質 2、瓦質 1)、

瓦器椀 l点が出土している。

図33-89は控杖の誌である。中心をやや外れたところに 3~ 5 mm程度の孔が穿たれている。

かわらけ溜り 1(図34・35-1 ~258) 

かわらけは大皿で108個体(l7，390g)、小皿では214個体(l2，060g)である。本遺構出土のかわらけ

皿完形品 l個体の平均重量は大皿で'140g、小皿で41.4gであり、この数値からおそらく大皿は124個体、

小皿は291個体程度が含ま れていたと考え られる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 2点(青磁碗 l、鉢 1)、手培り 1点(瓦質 1)、石製品 2点(砥石 1、滑石

鍋 1)であった。

図35-255は瀬戸の入子、258は瓦器質の三足付き羽釜で口径は4.8cmである。 259は如来立像、総高は

22.5cmであり背面には光背の接続痕が見られた(原寸で図示)。

[ニ面]

溝3 (図36-1 ~ 4) 

かわらけ皿は大皿で 9個体 (1，650g)、小皿で 4個体 (490g‘)であった。本遺構には完形品が見られ

ず 1個体の平均重量を算出することができなかった。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 l点(青磁鉢 1)、国産陶磁器では査 ・聾類19点(常滑19)、硯が ]点出土し

ている。

溝4 (図36-5 ~ 7) 

本遺構からは破片および完形のかわらけ皿は見られず、舶載陶磁器、国産陶磁器等の遺物の出土して

いない。

木組遺構 1(図36-8 ~20、 図37-21 ~48) 

かわらけ皿は大皿で25個体 (3，740g)、小皿で、15個体(l，250g)であった。本遺構には完形品が見ら

れず 1個体の平均重量を算出することができなかった。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 6点(青磁椀、白磁皿 2)、国産陶磁器では壷 ・聾類11点(常滑11)、碗・皿

類 ]点(瀬戸入子 l、盤 1)、手倍り 2点(瓦質 2)が出土している。

図36-15、16は2個一組のような形状であり、 16は抱き合わせで出土している。17、18は重なり合っ

て出土した。 17は一端が飽の刃のように鋭く削られており、 18は一端を鋸の刃のように削り、 7箇所に

孔が穿たれているが貫通 していない箇所も見 られた。

箸状木製品の数量は245本、両日のものが240本、片口が 5本を数えた。寸法は一番長いもので'23cm、

短いもので' 14cmで・あり 、 18~23cmのものが多く見られた。いずれも用途不明の製品である。

図37-45~47 は48の曲げ物の内と横で発見された造物である。

[三面]

溝6 (図38-1 ~12) 

A
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かわらけは大皿で31個体 (5，040g)、小皿14個体 (710g)を数えた。本遺構のかわらけ皿完形品 1個

体の平均重量は大皿で185g、小皿で、60gであり 、こ の数値からおそらく大皿lは27個体、小皿は11個体程

度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 l点(白磁皿 1)、国産陶磁器では査 ・蜜類 7点(常滑り、 手培り 1点(土

器質 1)、鍔釜 1点が出土している。

溝 6 掘り方 (図38- 13~ 18)

出土かわらけ皿は大皿で 3個体 (320g)、小皿で 1個体(10g)を数えた。本遺構出土のかわらけは

破片のみの出土であり 、完形品 1個体の重量は計測できなかった。

他の出土遺物は舶載間磁器では碗 ・皿類 3点(青磁碗 2、白磁皿 1)、国産陶磁器では壷 ・護類 1点

(常滑り、五 1点、不明瓦器製品 l点であった。

図38-13は表面に黒漆が塗られ、一部に朱漆で文様らしきものが捕かれており 、先端には焼痕が残っ

ている。

木組遺構 2(図38-19~34)

本遺構出土のかわらけについては破片であり、個体数および重量の算出はしていなし、。その他の遺物

についても分類と点数は集計しなかった。

かわらけ溜り 3(図39-1 ~73、 図40- 74~10 1)

出土かわらけは大皿で643個体 (87，370g)、小皿801個体 (37，130g)を算出した。本遺構出土のかわ

らけ皿完形品 l個体の重量は大皿で143.3g、小皿で、38.4gであり、こ の数値からおそらく大皿は610個体、

小皿は966個体程度が含まれていたと考えられる。

その他の造物については舶載陶磁器では碗 ・皿類 l点(青磁鉢 1)、国産陶磁器では壷 ・聾類 1点

(常滑 1)、滑石 1点が出土している。

土墳 1(図40- 102~106)

本遺構からは、かわらけ皿および陶磁器類の出土は見られなかった。

図40 - 104は物差 しである 。 一目盛は3.0~3.5cmで平均ではない。

[四面]

溝 7(図41-1 '""41) 

出土かわらけは大皿350個体 (48，510g)、小皿184個体 C8，370g)、本遺構かわらけ皿完形品 1個体の

平均重量は大皿で、166.9g、小皿で'43.3gで、あった。この数値からおそらく大皿は290個体、小皿は193個

体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器では碗 ・皿類 3点(青磁碗 2、白磁皿 1)、査 ・瓶類 l点(白磁 1)、国産陶磁器では壷 ・

墾類似点(常滑92・亀山 l、瀬戸 1)、担鉢21点(常滑 3、山茶碗窯18)、手培り 3点(土器質 2、瓦器

質 1)、鍔釜 1点、瓦3点、砥石 l点、泥岩製円盤 l点、であった。

図41-21は紡織具(糸巻き)の枠木と思われ上下の孔には木釘が遺存している。

箸状木製品の数量は169本、(両日箸84本、片口箸85)、寸法は一番ながいもので24cm、短いもので15

cm、数量的には19'""23cmのものが多く見られた。

溝 7 上層 (図42 - 42~115、 図43 - 11 6'""132)

出土かわらけは大皿153個体(19，820gう、小皿126個体 (5，690g)であり 、本遺構かわらけ皿完形品 l

個体の平均重量は大皿で'129.4g、小皿で、46.6gで‘あった。この数値により 、おそらく大皿は153個体、小

皿は122個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は碗・皿類 5点(白磁口冗 3、不明 2)であり 、国産陶磁器では壷 ・聾類40点(常滑40)、
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碗 ・血類 l点(山茶碗 1)、担鉢 8点(常滑 3、山茶碗窯 5)、子倍り 2点(土器質 2)、瓦 l点、硯 l

点であった。

図42-57はかわらけ質の製品で、手倍りとも考えられる。 68は縫い針で全長57mm、最大径1.35mm、針

の目処は0.5mm程で、し っかり残っている(原寸で図示)073は大形の釘で布団針もしくは畳針とも思われ

る。

溝7下層 (図43-133'" 163、図44-164"'233、図45-234"'243) 

出土かわらけは大皿438個体 (62.560g)、小皿320個体(l5，420g)であり、本造構かわらけ皿完形品

l個体の平均重量は大血で'145.1g、小皿で47.6gで、あった。 この数値により、おそらく大皿は431個体、

小皿は324個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は碗・皿類11点(青磁碗11)、壷 ・瓶類 5点(白磁 l、青白磁 3、褐柚 1)であり、国産

陶磁器では壷 ・護類70点(常滑68・1屋美 2、瀬戸 1)、碗 ・血l類 3点(山茶碗 2、山皿 1)、担鉢18点

(常滑 8、山茶碗窯10)、瓦 1点、砥石 3点であった。

図44-214は縫い針で残長55mm、最大径1.5mm、目処は折損している(原寸で図示)0215は船釘であろ

うか。 216は灯明台の一部か、復元径は7.4cmで、ある。 217、218は銅製品。 217は飾り金具と思われる。

218は調度品の座金、七宝の透かし文様が施されている。図45-243は不明の骨製品。断面は蒲鉾形をし

ており、両端に孔が穿たれている。武具に付く酔(こはぜ)とも考えられる。

溝7掘り方 (図45-244'" 283、図46-284"'349) 

出土かわらけは大皿1613個体 (79，000g入小皿337個体 (22，160g)であり 、本遺構かわらけ皿完形

品 1固体の平均重量は大皿で144.7g、小皿で49.0gであった。この数値により 、おそらく大皿は546個

体、小皿は452個体程度が含まれていたと考えられる。また、手つ、くね成形のかわらけ皿は大小で10点

(160 g)を数えた。

舶載陶磁器は碗 .lill類12点(青磁碗 5、白磁碗 1、血 3)であり、国産陶磁器では壷 ・蓋類106点

(常滑102、j屋美4)、碗 ・皿類 2点(L!J茶碗 l、入子 1)、担鉢22点(常滑 4、山茶碗窯18)、手倍り 6

点(土器質 4点、瓦器質 3)、鍔釜 2点、瓦5点、土器質壷 l点、滑石 1点であった。

図45-269は胎土がかわらけ質の小査である。288は転用品で物差しとして使用されたと考えられる。刻

みの間隔は3.5cmである。箸状木製品の数量は162本(両口箸127、片口箸35)であり、寸法は18"'24cm

の物が多く見られた。

図64-300は丸根の鍬、343は縫い金|である。残長54mm、最大径1.25mm、目処は欠損している(原寸で

図示)。

建物 6(図47-1 "'10) 

本遺構では図示した以外の出土遺物はない。

かわらけ溜り 5(図47-11 "'55、図48-56"'60)

出土かわらけは大皿188個体 (29，370g)、小凹132個体 (7，350g)を数える。本遺構では完形のかわ

らけ皿は出土していない。

舶載陶磁器は碗 ・皿l類 l点(青・磁碗 1)であり、国産陶磁器では壷 ・聾類 8点(常滑 8)、碗 ・皿類

1点(早島 1)、鍔釜 l点、滑石 l点であった。

かわらけ溜り 6

図示できる遺物はないが、かわらけ皿の個体数と重量、他の出土造物の点数を記載しておく。

かわらけ大皿は35個体 (24，180g)、小皿44個体(l，700g)を数える。本遺構では完形のかわらけ皿

は出土していない。国産陶磁器では壷 ・墾類 2点(常滑 2)、担鉢 1点(山茶碗窯 1)と少量であった。

126 



かわらけ溜り 7(図48-61、62)

出土かわらけは大皿25固体 (2，860g)、小皿28固体(1，335g)を数える。本遺構でのかわらけ皿完

形品 l個体の平均重量は小皿は42.5gであり、この数値から小皿は31個体程度が含まれていたと考えら

れる。大皿については完形品が無く算出できなかった。

舶載向磁器は壷 ・翠類 1点(白磁 1)であり、国産陶磁器では担鉢 2点(山茶碗窯 2)であった。

土壌 5 (図48-63~85)

出土かわらけは大皿65個体 (11，020g)、小皿81個体 (3，840g)であり、本遺構かわらけ皿完形品 l

固体の平均重量は大皿で160.0g、小皿で46.7gであった。この数値により 、おそらく大皿は69個体、

小皿は82個体程度が含まれていたと考えられる。

国産陶磁器では壷 ・聾類15点(常滑15)であり 、胎土がかわらけ質の円盤 l点がある。

図48~85は建具または家具の部材と考えられる。全長40.8cm 、 釘穴が 2 箇所確認されており 、 l 箇所

には木釘が遺存している。

[六面]

溝8(図49-1 ~4 1 ) 

出土かわらけは大皿78個体 (9，750g)、小皿35個体(1，690g)であり、本追構かわらけ皿完形品 l

固体の平均重量は大皿で145g、小皿で60gであった。この数値により 、おそらく大皿は67個体、小皿

は28個体程度が含まれていたと考えられる。また、手づくね成形のかわらけ皿は大小で10点 (160g) 

を数えた。

舶載陶磁器は碗 ・皿類 1点(青磁碗 1)であり、国産陶磁器では壷 ・饗類58点(常滑54、渥美 4)、

碗 ・皿類 l点(山茶碗 1)、担鉢12点(常滑 5、山茶碗窯7)、滑石 1点であった。

図25-25は曲げ物の蓋で桜皮の取っ手が遺存している。 32は鉄製品で天秤の皿か、口縁直下に l箇所

穿孔が見られる。 33はまな箸(広辞苑によると「真魚箸」、魚を調理する時に使用する箸)であろうか。

溝 8掘り方

図示した造物はないが、かわらけ皿の個体数と重量、他の出土造物の点数を記載しておく。

出土かわらけは大血18個体 (2，590g )、小皿 9個体 (470g)であり、本遺構かわらけ皿完形品 1固体

の平均重量は大皿で160g、小皿で60gであった。この数値により 、おそらく大皿は16個体、小皿は 8

個体程度が含まれていたと考えられる。

その他の出土遺物の点数は国産陶磁器では壷 ・蜜類18点(常滑18)のみである。

かわらけ溜り 8(図50-1 ~19) 

出土かわらけは大皿28個体 (3，710g)、小皿19個体(1，090g)であり 、本遺構かわらけ皿完形品 l

固体の平均重量は大皿で155.6g、小皿で56.7gであった。この数値により、おそらく大皿は24個体、

小皿は19個体程度が含まれていたと考え られる。 また、 手づくね成形のかわらけ皿は大小で 4点 (250

g)を数えた。

土壌 7 (図50-20~ 26)

本遺構では図示した以外の出土造物はない。

[七面]

溝9(図50-27~ 3 1 ) 

出土かわらけは大皿 3個体 (630g)、小皿 1個体(120g)であり 、完形品はな い。ま た、 手づくね

成形のかわらけ皿は 3点(160g)出土 している。

国産陶磁器の出土点数はは壷 ・聾類 3点(常滑 3)、鍔釜 1点、瓦 l点、を数えた。
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溝状遺構 (図50-32"'40)

本遺構では図示した以外の造物はない。

柱穴・表面採集の遺物 (図51-1 "'28) 

図51-1、 2はかわらけ質の土製品、ともに小型の手熔りと考えられるがよく判らなし )0 1は穴の開

けられた三足の脚をもち、内定面には十字を組み合わせた線五IJ文様が見られる。 23圭頭、呪符の可能性

も考えられるが墨痕は見られなかった。 24は鉄製の天秤皿であろうか。 28は銅製品、飾り金具あるいは

万装具の芝引(しばひき)であろうか。

一面上包含層 (図52"'57-1 "'260) 

出土したかわらけは、大皿861個体(13，793g)、小皿532個体 (2，407g)であり 、本遺構出土のかわ

らけ皿完形品 l個体の平均重量は大皿で154.0g、小皿で51.6gであった。この数値によりおそらく大

皿は922個体、 小皿は543個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は瓶子 ・盤類 1点(白磁 1)であり、国産陶磁器では担鉢 2点(山茶碗窯 2)であった。

その他出土遺物の破片点数は、舶載陶磁器では碗 ・皿 ・鉢類17点(青磁碗 6、鉢 2、白磁碗 2、皿 5、

青白磁 2)、壷 ・瓶類 2点(白磁 2)、盤類 4点(緑柚 1、黄柚 3)、国産陶磁器では壷 ・蜜類22点(常

滑15、瀬戸 6、亀山1)、瀬戸 ・山茶碗窯の碗 ・皿類43点(折縁18、卸illl7、天目 6、天目台 1、盤 1、

入子 ・山皿類10)、裡鉢 ・摺り鉢30点(常滑18、山茶碗窯 7、備前 4、魚住 1)、手培り 11)点(五質11)、

土製品 2点(鍋 2)、瓦2点、瓦器 8点、石製品17点(砥石11、硯 1、滑石 5)、擦り常滑 4点が出土し

た。

図53-100"'121は瀬戸製品である O 図55-161は手づくね成形の土器である。灰白色の硬質な胎土で

搬入品であろう。灯明皿として使用している。 162は土製灯明台の脚部。 163は土製手び‘ねりの人形。 175

は鳴滝産の仕上げ砥、176、177は上野産の中砥である。図56-184"'245は62枚を連ねた得状態で出土し

た。

ニ面上包含層 (図58'"図60-1 '" 132) 

出土したかわらけは、大皿235個体 (42，130g)、小皿200個体 (7，670g )である。本遺構かわらけ皿

完形品 l個体の平均重量は大皿で160g、小皿で、45.7gであり、この数値により、おそらく大皿は263個

体、小皿は168個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は碗 ・皿類21点(青磁碗19、白磁碗 l、凹1)、壷 ・瓶類 9点(青白磁 5、黄袖 2)、その

他(不明 1、青磁香炉 1)であり 、国産陶磁器では壷 ・饗類118点(常滑106、亀LlI8、瀬戸4)、碗 ・

皿類39点(瀬戸17、山茶碗 3、山皿 3、入子 5)、裡鉢17点(常滑 7、山茶碗窯10)・摺り鉢 l点(備前

1 )、手倍り 5点(土器質 l、五器質4)、瓦4点、石製品14点(砥石 9、滑石 5)、不明 l点であった。

図58-45は縫い針であろうか。全長41mm、太さ 1.4mm、針目は欠損している。(原寸で図示)097は骨製

品、馬具のシオデである。菊花を重ねた文様が線刻されている。 100は上野産の中砥である。図的-114、

115は越杖の誌である。

三面包含層 (図61'"図66-1 "'268) 

出土したかわらけは、大皿671個体 (105，530g )、小皿449個体(19，910g)である。本遺構かわらけ

皿完形品 l個体の平均重量は大皿で144.8g、小皿で47.1gであり、この数値により、おそらく大皿は

728個体、小皿は422個休程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は碗 ・皿類27点(青磁碗22、把手 l、白磁碗 l、凹 3、天目 1)、壷 ・瓶類 8点 (青白磁

3、黄柚 4、褐袖 1)、その他 (青磁 1)であり 、国産陶磁器では壷 ・聾類170点(常滑166、渥美 3、

亀山 1)、碗 ・皿類14点(瀬戸 7、入子 4、L1J茶碗 3)、担鉢71点(常滑26、山茶碗窯45)、手培り 9点

。。



(土器質 4、瓦器質 5)、鍔釜 l点、瓦 8点、石製品16点、(砥石 5、硯2、滑石 9)、であった。

図63-96は羽子板、黒漆の残痕が見られる。 97、98は鍬、小型のものでまじないに使われた物であろ

うか。図64-117、118は鏑と思われる製品である。122、123は越杖の越。図65-136は板草履の芯、か

なり小型であり形代と考えられる。149は螺釧細工の小鳥、目や翼は漆で描かれている。螺銅の素材は

不明である。

四面包含層 (図67'""図的-1 '""172) 

出土したかわ らけは、大皿936個体(153，110g)、小皿1，013個体 (50，960g )である。本遺構かわら

け皿完形品 1個体の平均重量は大皿で、163.2g、小皿で47.1gであり 、この数値により 、おそらく大皿

は938個体、小皿は1，082個体程度が含まれていたと考えられる。

舶載陶磁器は椀 ・皿類28点(青磁碗14、白磁阻14)、瓶子 ・盤類 l点(白磁 1)であり 、国産陶磁器

では壷 ・護類106点(常滑103、j屋美 3)、碗・皿類 2点(瀬戸盤 1、早島 1)、担鉢33点(常滑 4、山茶

碗窯29)、手倍り 4点(瓦器質4)、鍔釜7点、瓦2点、土製品 2点、(盤 1、壷)、石製品 4点(砥石 3、

滑石 1)であ った。

図69-149は物差し、おおよそ一寸(約3.3cm)刻みに 目盛りを刻んでいる。157は弓、三枚打の弓幹で

ある。

五面包含層 (図70'""図71-1 '""90) 

出土 したかわらけは、大皿164個体 (28，880g)、小皿198個体(10，770g)であり 、本遺構かわ らけ

皿完形品 1{[自体の平均重量は大Jffiで160g、小皿で53gであった。この数値により、おそらく大皿は180

個体、小皿は203個体程度が含まれていた と考えられる。また、手づくね成形のかわらけは大皿で20個

体 (780g)、小皿15個体 (550g)を数えた。

舶載陶磁器は椀 ・皿類 6点(青磁碗 4、白磁皿 1、青白磁 1)、瓶子 ・盤類 4点(青臨 l、白磁 l、

青白磁 2)であり 、国産陶磁器では査 ・聾類74点、(常滑72、渥美 2)、碗 ・皿類 l点(瀬戸入子 1)、担

鉢18点(常滑 5、山茶碗窯13)、土製品 l点、(錘 1)、石製品 ]点(滑石 1)であ った。

図70-17は青白磁の器台である。図71-50'""53は縫い針である。

六面包含層 (図71'""図75-1'""135)

出土 したかわらけは、大皿132個体 (22，330g )、小皿143個体 (8，430g)である。本遺構かわ らけ皿

完形品 l個体の平均重量は大胆で165.6g、小皿で47.1gであり 、この数値により 、おそ らく大皿は135

個体、小皿は179個体程度が含まれていたと考えられる。また、手づくね成形のかわらけは大血で150個

体 (3，880g)、小IIIlで111個体 (2，370g)を数えた

その他の出土造物の点数は舶載陶磁器では椀 ・阻類12点 (青磁碗12)、瓶子 ・盤類 l点(青白磁合子

1 )、国産陶磁器では壷 ・斐類262点(常滑241、j屋美21)、碗・皿類4点(瀬戸碗 l、山茶碗 2、山皿 1)、

担鉢21点(常滑 l、山茶碗窯20)、手培り 2点、(瓦質 2)、土製品 1点、(鍔釜 1)、瓦 2点、石製品 6点

(砥石 3、硯 2、滑石 1)、tt:t塙l点であ った。

図72-44はリンクー状の骨製品、加工途中のものなのか用途は不明である。図74-75は人形、固と口が

見られる。
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第 4章まと め

第 1節遺構の特徴と年代

一面では調査区中央西寄りに溝が 2条、東には通路状遺構、 建物、広範囲に広がるかわらけ溜りを発

見した。遺構の軸方位はほぼ若宮大路に平行にしており 、溝 2条のうち中央で発見された満には土台角

材および横板が遺存しており木組み満で、あることが判明した。この満は北条時房・顕時邸跡(雪ノド一

丁目233番 9・図83地点 8)で発見されている南北溝と溝東肩で約54mの距離にある。また、満!底部の

海抜高は本地点の溝で7.3m~7.4 m、地点 8 の溝では7.36m ~7.45m と近い数値を示しているO

二面では溝を境に西に建物を確認した程度で、溝の東側では遺構は発見されなかった。建物の南には

四炉裏と考えられる遺構(木組遺構 1)が見られ、この囲炉裏は一辺130cmと今までに鎌倉市内の調査

で検出された囲炉裏と較べてやや大きく、低部には掘り込みが見られ、貝、木片等の生活廃棄物で開め

られていた。この掘り込みもーー時期囲炉裏として使用されたものであろう。

三面では溝が調査区の東端で検出されており 、掘立柱建物が調査区のご.分の二を占めるようになって

くる。溝からは土台角材、梁材、東住が見られ、箱形の堅牢な構造の木組み満であったことが窺える。

この溝は若宮大路側溝と同様の構造であろう。大路側溝との距離は土台角材東で約115mであり、木地

点の溝の底部海抜高は6.86m~6.96m、北条時房・顕時邸跡(雪 ノ F一丁目 274番 2 ・図83地点 7 )で

は6目75m~6.84m を測り、やや近い数値を示している。また、この i持は遺存する束柱から 50cm以上ーの深

さがあったと思われ、実際に使用された時期は二面であった可能性も考えられる。

建物は溝の西側に広がるが、南端には土墳が見られ建物は北西に延びていたのであろう。また、かわ

らけ溜り、木組み遺構は検出レベルで見ると建物が建てられる以前のものと思われる。

四面では溝が三面に比べ50cm程西で、検出され、はっきりとした建物は調査区西壁付近で確認されてい

る。溝と建物の聞には柱穴列、礎板列が見 られ、屋敷内の一部もしくは裏庭といった施設が考えられる。

i~i は三面までの大路側溝に近い箱形の木組み遺構ものとは異なり、網代状の側板を杭で支える木組み

構造である。この構造は政所跡(雪 ノ下三丁白966番 1地点)で発見さ れた南北大溝と同構造であり、

千葉地東遺跡では河川の護岸施設に使用されている。この網代構造の満は七百までに三回作り直されて

おり、溝の作り替えは生活面の変化(建物等の配置)とほぼ ー致している。

建物は三面で見られた掘立柱建物とは異なり、調査区西端で板囲建物が検出されている。

五面は柱穴列を境に東に溝、西に泥岩版築面が見られるO 溝はこの時期に一部修理が成されたのであ

ろう。完掘状況を見ると控え梁の構造が北側と南側とでは変わっている。北側は控え梁の上に抑えの材

を置き、両)協を杭で留めるもので、南側は控え梁にホゾ穴をあけホゾに杭を打ち込む構造であり、控え

梁の変わり目付近では溝本体に50cm程の隙聞があり 、隙間部分を大型泥岩で埋めた痕跡がみられた。

調査区西側に広がる泥岩版築面は柱穴列を境に東側では確認されていない。この泥岩版築面は建物 6

の床板と同レベルであり 、建物 6は五而時に建設されたらのと思われる。i尼岩版築面の広がりと柱穴列

の関係から見て、柱穴列の西側が屋敷の敷地内になるのではないだろうか。

六面では溝の作り替えが行われ、約50cm西で検出されている。構造は溝 71司様網代状の木組み構であ

る。 溝の西側には小屋的な建物、土墳が確認されている。また、五面の泥岩版築面と柱穴列の間付近に

木組遺構が検出されている。木組遺構の西には礎板、柱穴が広がっており、この木組遺構を板固い建物

の一部と考えると、建物は西に広がっているのであろう。

七面は六面検出の木組遺構から西側と、溝 8の南部分をトレンチ状に掘りドげる調査にとどまった。

卜レンチ状に掘り下げた部分からは、木組み構の一部を検出した。網代状に組まれた木組み構であり、
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溝 8から西へ約50cmほとずれている。網代状の木組み情は、七両まで少なくとも 3回の作り替えが行わ

れたことが雌訟できた。

本組遺構の[J_yには柱穴列、礎板ダIJが見られ、何らかの居住施設があったのではないだろうか。

これまでー而から七面まで、の追惜の変化を挙けプこが、七面から四面までは網代構造の木組み構に伴う

生活空間であり、溝の作り替えに伴い居住宅聞に変化がもたらされている。しかし、三而の溝は構造も

若宮大路側溝と同じ箱形に変化し、網代状木組み惜の束肩でもあった:-1二塁の一部を削干ーしての作り替え

である。このH寺1mに街害IJりが大きく変化したのではないだろうか。

また、出上迫物から年代を見ると、 ー面、 一..[面は14世紀中葉、 二:凶iでは口任4.5cm~5.0cm の内折れの

小型かわらけIITlが出上してきており、 14世紀前葉から13世紀後葉が比ii'できょう。|引面、五面では、か

わらけ血は{f[lJ[白lが丸みを帯びる[[径13cm前後のも のが多く 、少数ではあるが鉢形の手倍りが出土してお

り、 13世紀後半に当たるとjEわれる。六面では子づくね成形のかわらけ1mが出土し、小型のかわらけ皿

は器高の低い、[_J径、底径差の少ないものがFl¥'rつO また、渥美の整も:.H上しており、 13世紀後葉から

13 世紀中葉、七 l面は子づ、くね成)[;のかわらけ皿が殆どであ り 、 13tU:紀 I~-Jt主に当たると忠われる。

本遺跡では満構造におけるi1I告IJりの変化、溝の作り替えがどの程度の時間を置いて成されたか、また

それに伴う日住空間の変化が見てとれた。一体どのような人々がこの空間に住まっていたのだろうか。

環境、検出iii十品、造物を考え併せると、武家階級もしくはある程度の J!~ 力を持った庶民階層の人々が思

われる。今後、本追跡付近の発}1m調査の成果に期待したい。

第 2節出土遺物について

遺物総数はfIF埋箱にして162箱を数える。その[k.l，;){はかわらけ皿、 1.11時陶磁器、舶if&陶{政器、漆/木

製品、金属製品、瓦/土製品、イゴ製品、貝/骨製品、|司然造物である。すべてに言及することが困難な

ため、分類と集計作業のできた造物を取り上け、ておく。

【漆製品】

食膳具(漆Ii:自・漆四・壷杓子)のほかに家具調度 01善脚・雲形川本)、装身具(櫛・烏l帽子)、容器

(山げ物の底阪)、遊具(羽子板、独楽)がある。なお、烏帽子は遣存状態が悪く採取できなかった。

0 漆碗・漆川l

本地点からはンヒ形もしくは[1[各完JIラ37点を含む232}誌の漆腕・漆皿が:J¥1二した。正確な{j;IiI休数や椀:皿

の比率は判らないものの、出上点数の多さと文様の明百さに関しては佐助ヶ谷遺跡(現、鎌倉税務署)・

千葉地遺跡(現、紀ノ国屋). J似品東遺跡(現、ロ 1:銀行)などと同慌に、市内で も有数の造跡として

数えることができる。

漆碗・漆1mはー面~七面までの包含層・造構覆|二.t31:;K溝から山士している。三面でのH:'r上点数が60

点と最も高く、 三出を境にそれ以前の171.1面~六匝lで、は平均23点前後、それ以後の一面~二1mで、は40点強

が出土しており、時期的な推移の111で漆碗・漆[旧の保有点数に変化のあったことが推測て‘きる。 一方、

文慌種別ごとの H:\ 士傾向としては、無文と T描き文がそれぞれ三凶iでの 17点と 38点を最多とし、 ~m文は

その前後の時JUJ に人宇きな変化が見られないのに対し、子描き文;は四[(fLl~六面で平均 9 点担であったのが、

一ー面~二Lfiiで30点強と大幅に憎加している。また、1"=1.1判文は手描き文とは反対に、六面で、の 7点を最多

として漸次減少している。一般に印判文は子抽き文より後出し、施文I:f'j!の簡略に仁|代、多J-JJされ数量的

にも増加すると J号えるが、本地点でのこうした傾I~'J は、遺跡、の性格あるいは居住者の晴好によるもので

あろうか。なお、漆碗・漆聞のi:l'r 卜傾向は細片を介めた破片点数をもとにしており実数を l正確に反映し

ているかは不安であるが、総点数232点中に占める文時種別の割合は、川文 3(63点):下tr'占き文 6(140 
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}，IJJ :印字IJ文 (29点)である。

【金属製品】

~1 ， iJ製品には銭と家具制度の飾り金具類(縁飾り . H~í::) 、 鉄製品には多量の室l 類(釘 ・ 日;h1J'i釘 ・ 3活 ・

出合の直金具)、のほかに Ilm'Il" ()J下 ・熔鉄 ・毛抜き ・縫引)、点;炊調理具 (鍋弦 ・五jJE・火若 ・まな

衿)、工具(錐)、武具(鍬)、その他(天粁皿・如米立像 ・佳JLI制度の金具)などの多種多械な製品が

はられた。

0銭

総数237枚が出上した。 ー1(liでは絹状態(図版18参JI，(Dで比つかった62枚を含む92枚、 " LIII は23枚、

川市立20枚、山面は溝 7:1¥ 1:を fTむ 78枚、 五両は 4 枚、六[~I i は 8 枚が :1\土し 、 層位不明の資料(排水溝 ・

ぷ 1(1 1採集)として 12枚がある。 料のちぎれと溝 7 の :H 十.銭を |除くと 一面で30枚、 二面~I川 r~1I て'20~ 25枚

N となり 、五面と六 11Uが 10枚にも iì~~j たないことと比11泣すれば格段に多いことが~I'， IJる。鎌台での銭の:1'1.=1二

状況は、商業活動の活発化と15円持者消の浸透に伴って1311J*c後、1':から増加lし、14世紀に入ると激増する

削向にあるが、木地点の::U1'，状OGもこれに矛盾するものではない。ところで、『吾妻鏡」 住民I，'，'clミ(1253)

l' J J l'一日の条には薪 ・同市''//の{dli格について 「炭 -駄代1'1文、耕一十点/三把日IJ百文、古本ー駄/八

点代な |一文、藁一駄/八点代hl'文、帖ー駄/俵ーー文代，-，:1文」と定めており、応7k-'，年 (395)の金

沢称名寺 ・ 金堂造何_l事では ・ I1 分の賃金として大工に 二:， 1 文 、 人夫に~文 (，称名寺金堂辺白人夫仕

iP411主注文J)が支払われた。こうした例から62枚の銭は相応の価値があったはずである。数枚なら見落

とすこともあろうが、 どうして州市[~li 1ーに落ちた掘のちされを恰わなかったが不思議である。

0鉄釘

総数455枚が出士した。そのうち包合層からは約下数にあたる231.1，':;， (一面 3点、一面44点、ベ面103

} ，I ，~、 、 凶凶]19点、 五回45点、六1(1110点、七面 7 点) 、 残る半数のうち満 7 からは、 170点(出 卜 130点、 掘

り);40点)もの釘が:1¥l '今している 。 これらの釘 の多く は光jf~に近く鈷もほとんど見られないため 、 鎌倉

で最も良好な資料となる ものであ る。細かな観'京は行っていないが、形態別に見ればほぼ!えっ1[1くなも

の 13U~， (未使用 5木を含む)、不回目IJにねじれ曲がるもの148本、規則的ともいえる曲がり )jをするも

の122本、その他折損，'iT，54木がはられた。規則的な1'1:1:1がりん-をするもの122;本の釘にはいくつかの知型が

μられ 「く」形に緩く屈折するもの、直角に屈折するもの(副部近くで屈折、中央で屈折、先端近くで

hd折)、「し」形に似て緩く 1111がるもの、「し」形に強く IIHがり釣針に似るもの(図版20参照)がある。

釘抜きのない当時とすれば、これ らの各種の山がり)f;は木材どうしをねじったり、てこを応川して釘を

版 く際のやり方に起肱|するとjUうが、打ち込まれた部材のよさや位置でも異なるであろうし、ま ったく

りIJの川途(釣針等)に使われた III能竹も考え られる。なお、ほほ兵っ直ぐな釘の頭部を除いた長さはl.6

~ 16 ， 5cm までの各積あり 、 なかでも 3 ， 3~ 8 ， 8cmの長さが多いものの特に集中する傾向はなく 、 長さにつ

いての規格は窺えなか った。

O)J-f・搬

)J ['はtJi'tH品を含めて10本が:H1ーした。形態のわかるもののう ち、細身で区 (まち)のな いものはうで

長18 ， Ocm 、 1 9 ， 6cm 、 2 l. 7cmの 3 "j~ (1火147-299、図60-178、|火174-144)があり、現在のナイフと同じ使

われhをしたものであろう。ま た、|ズのあるものは刃部長18，8じmと2l.8cmの2木(図63-46、|火176-47)

があり 、腰刀として身につけていたものと思われる。IJ嬰)Jはilt族や僧{日を除 くあらゆる身分の物が1'，'Jっ

ていたようで、n刀やよ)Jに比べて追跡からの出土砂IJは多し、。なお、木製品の中に刀子の把本 3，O (図

38 - 2 1、図74- 1 52 、 1~178-69)、制の可能性のあるもの 1} ，17， (1ヌ179-76)が出土している。

搬は平根(図43-69)と丸似(閃47-300)の 2}-::;，があり、 ベつ又(図53-62)のものは倣と趣が異
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なるため工具の千里ではなし、かと考える。なお、木製品の中に ~I~j (かぶら)の可能性のあるもの 3点

(図65-111、図69-117、118)と弓とjtえる断H-1点、(区174- 157) が出土し た。 本米、 ~I荷は先端に雁

11交の臓を取り 付け卸j矢とするが、 犬追物などにはそのまま使用したようである。また、 I~ は木芯の両{WJ

に竹を貼る三枚打と H子は、れる形態である。

これ らの他に、武見 ・ノJ装具の可能性あるものとして骨製の将(しおで、図64-97)・俳(こはぜ、

図46-243)・錨(こじり 、図33-50)、銅製の小札 (こざね、以145-217)、芝引(しはひき 、図56-58)

が見られるが、革妥は制:~; IJ毛の軸、小札と z'JI は淵!支の飾り金具にも似ており、個々の ~I J途は確定で、きな

し、。

0如来立像

多量のかわらけIJJlに出じって排水溝から出土したが、担1:!KijWを{JfT;削した時期と位白からtWして、一面

「かわら け溜り 1Jの迫物として間違いな L、c 総高2.25cmを計iJliJする鉄製の如米ウ:像 (1ズ156-51)で、

|てIJf目が不明瞭なため釈迦か阿弥陀か判別できなし、。かつて永岡.，'j:の僧坊のーつではなし、かとされる遺跡

(，永福寺跡一二|情立，f:jDili-f持613番 4外他地点 J 1998年)から ~I ， iJ製の如米立像 (*~I両2.0cm) が出土し

ており 、材質が違うものの鎌倉では 2{71J 1二|の発見となる。 こうした小形の如来像は、おそらく鋳塑で量

P*され、厨子や袋に収め念持仏として携わーする守り札的なものであろう。なお、 |百lじ 'I(riレベルで念珠

の回れ言(材質不明、 |刈56-72) も出十ーしている。

この他、さまざま な「ま じない」に関わる造物として木製の人形(図79-75)、鳥形(凶33-47)、陽

物(図42-21)があり、ミニチュアの鍬(凶68-97、98)や板 ，'，'(li1t (1ヌ170-136)も形代の司能性があ

る。 また、子供の健やかな成長をl順う遊戯只として砧杖(ぎっちょ う)の陸 (図34-89、図65-115、

図75-28)、独来 (1火153-64)、羽子板(凶68-96)が出十ーした。なお、土製の小斎 (似146-269)は溝

7掘り方に正置状態で埋められており、 Hらかの「まじ ない」に|民lわる造物と考えている。

【向然遺物】

貝殻、鳥獣魚、旬、鱗、楠物種子、師]の外伎がある。正確なi¥主主を受けていないため、多くは写真掲載

(図版21 ~23参照)にとどめ細かな分類は1-1わなか っ た。

0貝殻

諮問箱にして13fi;iが出一|てした。貝は食物として入手し、殻は 1'.1);;'1や溝あるいは整地JFjに混ぜて捨てら

れている。これらH殻には直接火を受けたものがなく 、身は刺身か茄でてあるいは身を取り 出し焼いて

食べた と考えられる。また、大形で殻の厚いアカ ニシは、身をづ|き山し 易くするため背凶lが大きく割 ら

れているのが特徴である。包含層および満 7からIH土した貝殻の何別と点数は次の通りである。

-二面上包含層(アカニシ 6・アワビ 3・キサゴ 4・トコブシ 1/イガイ l・シオフキ l・ハマグリ 13)

・三田上包含国(アカニシ19・アワビ26・ウミナ 3・キサゴ121・サザ、エ 7・ツメタカ‘イ 5・トコブシ

1・パイ 15・パテイ ラ l・へビガイ 1/アサ リ3・イガイ 2・カカA ミガイ l・サルボ、ウ 1・シオフキ 1・

シジ ミ1・ハマグリ 230)

-四面上包含層(アカニシ 6・アワビ 10・キサゴ19・コシダカガンガ ラ1・サザエ 2・ッメタ ガイ 1・

トコ フシ 1・バイ 1/イ力。イ l・ハマク リ105)

・五面 t包含!国(アカニシ 9・アワビ15・キサゴ 3・サザエ 5・トコブシ 3・パイ 6/イガイ l・ハマ

クリ 54)

-六面上包含届(アカ ニシ11・アワビ27・キサゴ12・サザエ 9・タカラガイ l・トコブシ 6・バイ 1・

バテイラ 1/イガイ 2・カガ、ミガイ l・サルボウ 2・シオフキ 2・ハマグリ 74)

・1持7覆土(アカニシ32・アワビ51・ウミニナ 3・キサゴ18・サザエ14・ダンベイキサゴ 4・ツメタガ

178 



イ5・トコブシ 2・パイ 6/イカイ 5・カキ 3・サルボウ 2・シオフキ 3・ハマグリ 140・ベンケイガ

イ 1) 

-溝 7tJiTi方(アカ ニシ12・アワビ26・キサゴ15・サザエ 9・ツメタガイ 4・トコブシ 5・バイ 7/サル

ボウ l・シオフキ l・ハマグリ 189)

これを見ると巻き員ではアワビとアカ二、ン、一枚見ではハマグリが好んで食されたようである。特に

アワビは殻長20じmを超えるものが多く 、サザエに比べて数日:も勝っている。アワビが現在と同様に尊重

される食材とすれば、鎌倉市街地でこれほど多くのアワビが出土した追跡はなく 、居住者の身分や性格

を反映する資料となるかもしれない。 ー方、特定の貝殻が多量に出上した迫構には次のものがある。

-イ記事E追構 1(アカニシ 3・アワビ 2・ウミ 二ナ2・キサゴ92・コシタカガン力。ラ 1・バイ 1/イタヤ

ガイ l・サルホ、ウ 3・シオフキ15・ノ、マグリ 2680)

-貝J留り(キサゴ 3/シオフキ 4・ハマグリ 144)

両造構とも1L'&}'，ri 11 1 に間層がないため、 多量の貝をー11寺あるいは~<J卯1IIUのうちに食し捨てたことが ' I' IJ

る。木組遺附 lでは実に1340似体、口溜りでは72fllil体ものハマグリが集枯(図版 4・10参照)していた。

他に特筆すべきは、溝 7覆」 φ からヤコウカイ (1叉143-62)が出土したことである。ヤコウカ。イは奄美

以南のノド深20~40m の海域に怯，1~1、しおの美しい光以から螺$1日の材料とされるが、 本遺跡、には製品(師?)

として搬入されたようである。なお、螺細細工の小鳥 (1火170-149) も1}，J，i，出上している。

0鳥獣f~l，骨、 鱗

整理箱にして 4箱分が出上した。 トリ・ウマ ・イルカ ・タイ ・コ ウイカ ・サメと見られる'1干の他は、

まったく分組 ・識IjlJ(図版22・23参Hのできなかった。また、獣骨の111に解体時の切り傷を残すものも

あるが、'円製品のJJD工材を得るためか、食用にするため解体したのか判日IJは凶難である。

史料から当11与の食料を調べると 、魚類では鯛 ・鯉 ・鮒 ・(b:栄・鰹 ・鮭 ・附 ・鯵 ・トビウオ ・イシモチ ・

烏賊 ・蛸 ・桝IJ*(イルカ)など、 μ飢では山烏 ・刺(ツグミ)・鵠(ウズラ). ~íf (キジ) 、 以~l~では兎 ・

硝 ・鹿 ・熊 .1'11など(渡辺 実xr日本食生活史』占川弘文館)が見える。牛や馬の肉は食用にならな

かったようで、満 7出土のウマのJil1'円.(図版22)は解体後にゴミとして投東されたか、まじない的な要

素があったかもしれな L、。

O植物種千、自1ftの外殻

採取できた illはわずかある。1!伐と同様に一面~六l而までの包含層や辿構覆土にほほ、共通した種チが

見られた。 fi立も多いのは桃136}，Jん次いで胡桃51点がある。松(溝7)・栴 (i蒔8、六町包含!昌)・栗

u持7、六而8;今回)は数点に間まり 、瓜(溝 6、irYi:7 )の他に粟 ・科iに似た雑殻(土峨 7、五回包含

層)も確認した。なお、踊の外殻はどーl面木質腐蝕上から得たが種名はイえlり1である。(図版23参照)
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写真図版



図版 1

画
面
手
前

(東
半
部
)
と
奥

様
相
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

(西
半
部
)
で
、
遺
構
の

一
面
全
景

(東
か
ら
撮
影
)

勝?ツ

かわらけ溜り 1

通路状遺構の木組み

一面検出の前段階で見つかった石組み

-]85-

柱穴掘り方は確認できない柱 3



溝
1

(
左
)
と
溝
2
(右
)
の
他
に
、
南
西
部
角
隅
で

か
わ
ら
け
皿
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。

面
西
半
部
の
状
態

南
か

』‘ ら
撮
影

図版 2

溝 2土台角材

草
再

2

(
北
か
ら
撮
影
)

溝 2東肩部に散在する遺物

186 

堅く版築され潰れていた。かわらけ溜り 2



図版 3

溝
の
埋
め
土
で
あ
り
、

ニ
面
東
半
部
の
状
態

目
立
っ
た
遺
構
は
見
ら
れ
な
い
。

(南
か
ら
撮
影
)

旧
溝
1
の
西
肩
に
木
組
遺
矯
1
を
確
認
し
た
。

二
面
西
半
部
の
状
態

(南
か
ら
撮
影
)

J
¥
¥
パ
ト



図版 4

木組遺構 1、L形に埋められた板と柱は上端が焼け焦げていた。 同左部分、曲げ物、かわらけ皿、板杓子。

ν，.....-... '__. ‘ hへ.~.;

向f/VFepr eJ

木組遺構 1内部の調査

木組遺構 1完掘状態

同左、多量のハマグリに混じって木製品も出土。

同左部分、板材は箸を突き通し固定されていた。

188 



図版5

溝 6土台角材、東端は土塁の一部

三面全景 (東から撮影)

向上部分

溝 6西側の木組み (四面溝 7の控え材)

‘、‘

同上部分 柱13(P.61)縁にあるのは手熔り片。
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図版 6

三面西半部の状態 (南から撮影)一、ニ面で確認できない多数の礎板が見つかった。

杭止めの横板(木組遺構 3)に接する土墳 (かわらけ溜り 3)。

- 190一
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生
活
面
上
に
散
在
す
る
礎
板
と
建
物
の
壁
と
思
え
る

板
列
(
建
物
6
、
木
組
遺
構

4

・
5
)
が
見
つ
か
っ
た
。

四
面
西
半
部
の
状
態

(南
か
ら
撮
影
)

図版 8

-報i・

;:"'.;見

同左、床板周辺に残るかわらけ皿。建物 6内部の状態 (西から撮影)

同左、壁 (間仕切り)板は杭で固定されている。

192-

向上(南から撮影)床下の溝は排水溝
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溝

7
の
東
側
は
土
塁
に
接
し
、

に
よ
っ
て
護
岸
さ
れ
て
い
た
。

西
側
は
木
組

五
面
東
半
部
の
状
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(南
か
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撮
影
)
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図版10

:忍翠議室事j謡窓越廼園田園
同左、西側からの土圧で倒壊した様子

， f弘 .t:~ ~
~. -科

斗'_k

溝 7の護岸(画面の左右で控え材の構造が異なる)

玉商掘り下げの際に見つかった多量の木製品

194 

(生活面上に捨てた食物残淳、ハマグリ )員溜り



図版11

調
査
区
壁
の
崩
落
に
よ
り
、
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少
し
て
い
る
。

調
査
面
積
は
大
幅
に

ノ、
面
全-..，.. 

J 東
か
り

撮
影

義ジ.".イ""':，:"

~~p :' 三

画
面
右
が
溝
7
の
護
岸
、
左
が
溝
8
の

護
岸
と
控
え
材
で
あ
る
。

西倶IJの溝 8を調査する。

持ず〉そ之Ji h 

;葺 7護岸を残し、

溝 7と溝 8にかかる土層断面

195 -

向上、掘り方側から見た溝7護岸



画
面
中
央
の
板
列

(木
組
遺
構
7
)
を
境
に
、
右
側
は

砂
質
土
で
固
め
ら
れ
、
左
側
は
軟
弱
な
粘
質
土
で
あ
っ
た
。

六
面
西
半
部
の
状
態
(
南
か
ら
撮
影
)

一一一一時般市

図版12

F町村吋(

事P

柱
同
断
面
、
確
認
面

(五
面
)
よ
り
約

m
m

下
に
柱
穴
の
掘
り
方
が
見
え
る
。

かわらけ溜り 8

同左 (調査区南側)
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土
塁
の
調
査

(南
側
を
基
底
部
ま
で
掘
り
下
げ
た
状
態
)

溝 9護岸 (七面、小範囲での確認に留めた)

業』

F出検面旦田山風査調

J
.

明
明

、民
、
発

図版13

同左 (基底部縁石と土塁の断面)

木組遺構 7(西側粘質土を掘り下げて撮影)

同左 (西側から撮影)

8月末の雨により冠水した状態

円
H
U



図版14

木地皿 (図64-104)

黒漆内朱皿 (図67-65)

枝菊文椀 (図67-81)

梅花、波、寵目文椀 (図67-84)

黒漆皿 (図67-68)

黒漆内朱皿 (図67-67)

瓜文椀 (図67-82)

• ， 

ふ
し
定
花文つ椀 (図67-86)

- 198 
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図版16

扇文皿 (漆被膜、一面上包含層出土) 扇文皿 (図64-105)

扇、流水文皿 (図37-9) 扇文皿 (図37-10)

鶴丸文皿 (図62-253) 鶴丸文皿 (図62-252)

飛鶴文椀 (図64-109) 飛鶴文皿 (図78-52)

-200一
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洲浜、鳥、水文皿 (図34-102)

土;皮、 松文皿 (図37-11)

文様不明皿 (未i則、三面上包含層出土)

亀甲菊花文皿 (図67-77)

図版17

龍目、;皮文皿 (図67-75)

篭目、円文皿 (図67-76)

片輪車文皿 (図43-65)

亀甲花文皿 (図37-12)
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朱漆塗の羽子板

(図68-96)

用途不明の木製品

(図48-55)

(図68-102)

図版19

漆椀、漆皿 (口絵写真と同じ)

黒漆塗の横櫛

• '~ ~ . I 'r，iJ 11 l' 11 I・ め鳩!。

箸 (木組遺構 1出土)

つdnU
 



図版20

lr 
鉄製品 (左から、火箸、まな箸、鍛、刀子、異形釘、鎚)
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左四点は銅製品 (飾り金具、座金など)

他は鉄製品 (毛抜き、如来像、縫針、健金、天秤皿など)

fで-，

『

耐えd

-204-

寸 柳川り
鉄釘 (折れ曲がりの類型)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111 

石、骨、貝製品

左列上四点は石英 (燈石)

下回点は黒曜石、雲母、軽石、石英

(用途不明)

中列上三点、は骨製品 (鞍、錯、幹か)

下ニ点は娘細細工のIJ¥鳥と材質

不明の念珠母指

右列三点、は骨製品 (算)



図版21

自然遺物(サザエ、溝 7出土)
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自然遺物(アワビ、溝 7出土)
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

本調査地点は、鎌倉市浄明寺 一丁目661番地点、に所イ|てする。本遺跡地は北|梼して現在の 1[11来辻子」

が東西に走り 、その辻子の北側を滑川が西流 している。ま た、こ の地点は、釈迦ユ;;'ケ谷を形成する[J引I!リ

山脈の先端に位置しており 、西方には大御堂ガ、科が広がっている。調査地点はこの 2つの芥の中間地点

に位置している。遺跡の名称ともなっ ている 「日楽」の名称は、Ir利二|良家文干IUlIJt-コ)!'-]，'， J-J八Ij付

けの相良頼俊の譲状の中に、鎌倉の釈迦堂の[jiJのl也として、「その凹至を注してでんがくが地とみえ」

とその名が記さ れている。また、高相IJ光寿氏は、平安H寺代から行われている民間芸能である RI楽は、鎌

倉時代の祭礼の際にはかなり定着 しており 、この地に|円楽の}';I;人の住まいがあ ったことに出米してのこ

とであろう と推定している。また、氏は、こ の辻子が滑川の南を東南方向、宅IIUヶ谷にぬけると想定し

てい る。(i[IJ近年の発掘調行において、1989年に行われた、本遺跡地に東|憐する図]-2地点で、 15L![ 

紀から 16位紀の士墳、 チ1 :戸跡などの遺構群と伴に 、 .fJ~ イEの「旺|楽辻-(J と l重複して 15 世紀の道が検 1 1\ さ

れ、現在の田楽辻子が室町時代の道筋を踏襲していることが確認されている otJ2l この道は、i尼右を10

cm前後に築き固めて舗装画iとしており 、また、 6@Iの改修工事がなされるなど、公道の嬰京が非常に強

いものであったと報告している。

本遺跡地、 西方、直線距離にして150mに位置する大御堂ガ芥には、J原、頼朝]が文治){)I三(1185)父義

朝の報恩のために、 その廟所として建立し た勝長寿院があったと いわれている。承久兄イ|三(12]9)夫車!J

が殺され るや、 実朝は こ の境内に葬ら れ、 政下はその追簡のために 、 同年、 Jï: 仏'去を~立、 貞応 2 i=Je 

(1223)持仏堂を新築 した。やがて嘉禄元年(1225)、政子も死ぬと当寺に弗られるなど、勝長寿院は源

氏の菩提所的な寺であったことを窺わせる。康足元年(1256)12) Jに凱焼し、34年 8n、北条山矢の干

によって、本堂、弥革J]堂、]王仏2ft、三重塔が再建されたようである。これらの向i置は引在不明であるが、

大御堂カ谷は全体が境内であったと推定されている。以後、室IIIT時代も鎌倉frt:1l所により !'j!く保護された

が、康正元年(1455)足利成氏が古河に敗走したころか ら、次第に衰えてい ったといわれているぶ笹山

また、さらに西方450mには、史跡束勝寺跡 (1玄11-4、 5)がある。この寺は北条泰時がほのill誌

のために、その墳墓のが;ら に建立 したも のである。また、元弘 3tド(333)、I胃lI!y以下、総勢874人が自

害 し、こ の時、 寺は炎上したと伝えられてい る。 4地点における、平成 9"1ーの制査では、点勝与の主要

伽藍と思われる梁間 4間×桁行 7間(以 上)の総位式組物が検出されている lω o

木造跡地南方、釈迦屯ヶ谷には、北条泰時が、亡父義時のill善供養のために、択迦宝?を建立したと

伝えられている。また、その名がこの谷の名前の由来となったといわれているc この谷l起には、「宝戒

寺普川国師入定窟」と称する大制模なやぐらをrl'心とする、やぐら群があったが、現fトーは宅地造成で‘主

要部は崩れて しまっている。 この近辺の調査では、 6地点で鎌fT~室町j国の建築造構、指護等が検出さ

れている川110 7地点では、尾根{f[)分を切 り崩し、谷内を思める とい った大出慎なi!訂えをし た後に、 建

物の構築をしており 、 発問調査において、 1 41[[:紀~ 151'\J:紀の迫構を確認している" 1 110 また 、 釈迦宝"口

切通西方、 8 地点では 14 世紀仁1' ~Ji ~ 16 t+t紀初出にかけての寺院追構が検山されている山。

本遺跡地北方450m には、 菅原道真を祭神として長治ié"lニ (1 1 04) に聞かれ、 後 、 鎌~幕府の鬼~"J鎮

守の社となった荏柄天神社ーがある コ その |判プ'J'300 m に位置する 9 地点の売制調査で、は 、 13刊 紀~16tll:紀

までの多数の柱穴群が検出されI J!7 1 、 また 、 1 0地点では 1 3~14 1世紀の屋敷1[上が {j'{fi認されている hIMO

北西方向には大倉幕府跡(]2地点)がある。この地はiJJ;(氏 司代の将軍が、誌は元年 (225)までの45

年問、幕政に当てた場所である。近辺の調査では、13地点、において、 uこ鎌倉|河川と忠われる溝、柵タIJ、

柱穴群、古代の 5件の円 !汚1[1:笥の検:!j l， ，， U) ! 、 1 4地点では 121lt紀末~14 世紀初日;Jlの i~i:AYJ~・の iiJi構が lì在日立 さ れて
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ている(技1010

また、西方の河岸段丘上にある 15、16地点では、 宮ノ台期の弥生時代の集落が検出されている(抗11)。

以上、本遺跡地周辺の様相を烏敵してみると、歴史時代の早L、時期から現在に至るまで、人々が連綿

と生活を営み、また、特に、国の政治の中心で、あった鎌倉時代には、かなり重要な地域であったのであ

ろうと思われる。本遺跡地周辺が、鎌倉幕府と重要な関わりのあった地域であり、また、前述の発掘調

査の成果からも、御所近辺には有力御家人の居館、または、寺社等があったであろうことは想像に難く

ない。本調査地点は歴史的に非常に重要な場所であったと思われる。

註 l白井永二編「鎌倉事典」東京堂出版1976年

註 2手塚直樹「釈迦堂田楽辻子追跡」釈迦堂田楽辻子遺跡発掘調査団 1990年

註 3菊川英政 「鎌倉市史跡、東勝寺」第22回神奈川県遺跡調査・研究発表会 1998年

註 4発倒調査団「釈迦堂跡」発掘調査団 1972年、 1973年

註 5手塚直樹「浄明寺釈迦堂ケ谷i遺跡」浄明寺釈迦堂ケ谷遺跡、発掘調査団 1989年

註 6斉木秀雄「名越・山主堂跡発掘調査報告書」山王堂跡、遺跡発掘調査団 1990年

註 7菊川英政「横小路周辺遺跡群Jr鎌倉市緊急調査報告 6J鎌倉市教育委員会 1990年

註 8馬淵和雄 「向荏柄遺跡、発掘調査報告書」向荏柄遺跡発掘調査団編・鎌倉市教育委員会発行1990年

註 9 馬淵和雄 「大倉幕府周辺遺跡群J r鎌倉市緊急調査報告 9J鎌倉市教育委員会 1993年

註10菊川英政「大倉幕府周辺遺跡Jr鎌倉市緊急調査報告 7J鎌倉市教育委員会 1991年

註11鎌倉考古学研究所「掘り出された鎌倉」鎌倉考古学研究所 1981年
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第 2章調査経過とグリッド配置

( 1 )調査経過

調奇地は鎌合市浄明寺 -j"目661番外に所在する。本調査は、宅地造成及び個人専用住宅建設に伴う

事前制査として、 平成10年 7月30日~同年10月20r'1まで、 およそ 2カ月半に渡 り実施された。調査面積

は254.34m'である。訓査経過のJ材111は以下の通りである。

7 月 30~31 日 凋貨区設定(1 [:>5:) 株式会社両儒紐の協力を得て、調査区の打ち出 し、並びに重機

により掘削を開始。 li'((認凋 jA:tのデー タ ー に基づき、表土 F40~50cm (第 l面の上面レベル)を目安に表

十.をまIJぎ取る。 2日間でほぼ完了。

8月 3日 前日、村正雨明け、本11より調査開始、調査区内に、 iHiJ量のためのグ リッド設定、発掘作業

用ベル トコンベアー到着。

8 )J 4 ~1 2 bl 作業員 (シルバー人材センタ ー) 5名参加。ベルトコンベア ーの設置完了後、人力に

よる掘削開始。 11面はj月地業を随所に行っており 、また、土j寸不足分を土により補足しながら造成し

ていることを的認。また、調査区北側IJに、現在の旧楽辻子と重悔する道(道 1)、及び側溝を一部検出。

8 n 13日 去士除去後の訓査区内の全景撮影。

8 )~ 17日 第 11面実側、かわらけ泊り(満 4上回)の追梢確認後半故 ・写真 ・七回記録。

8 月 18~30 日 第 1i百i実川IJ終了後、南側よ り面を下げる。かわらけ溜り l、 2、玉砂利敷遺構 1~ 5 

li1'1i認 ・tll!護検出 ・大山模な侃プjを伴 う礎石(土墳 3)検出 ・溝 4-'二層のかわ らけit?iり全制し各遺構ごと

に写点撮影実iWJ。

8月31~ 9 )-J 4日 調査区北側→大型溝の検出(i，昨l、 2) 中央部→一|て丹地業百|検出 |有側→巨

砂利敷き造構 ・庭石凪平i塊 ・縦横に走る数条の*[1]L 、満(庭園の遣ノドの様相)のIi院比

9 月 8 ~ 9 月 11 円 ;Ui~Ù区，1]央部の卜J'J地業は 11市のrJW残しと判明し、写真、図面の後掘 り下げる。

前側地区は井戸 l、 2拘!完出。

9 月 12~9)J 15 口 dlJ: 4 /i1ri認 、井戸 3検:IJ。

9月16日 台風 5!， J 、ノ下ー lì~ 4時30分、静而iJI県御|印|内に t降、通過は早いが現場はプールの様相を呈す

る。午前中、劇場の水抜き、午後、満 l、2写真撮影後、溝のH1側精査 (柵ゲIJの有無のli郎君、)

9 月 17 日 ~20 日 凋責区の|何側 (i，時3、 5、 6、 7、柵jダ1])、写真撮影及び実iWJ、Jt{J!iJは道路状遺構

(道 3)検:1:¥、溝 l、 2の伽|別撮影及び実測、 t月地業[fTiの検山、中央部は礎石 4石、 トー墳 6、 7、玉

砂利リIjkき遺構 6を検出 調査区北l垣部(撹乱)は卜レンチ調査で了|二域状の部ち込み確認。

9 ) ~J 21円 介風 8J，;. の影枠で、 I :I~ の司 Iの作業 北日[IJは土j、}地業面の精査、以び造防 (溝 8、土墳 8、

9、 1 0)の検出、調査区北山部(撹乱)はトレンチを拡張する。

9 )~J 22日 什風 7けの影響で、虫天候の仁11の作業 北{j[lJは土丹l也業面 |二の遺構の写貞行員影、及び平l師

夫ifilJ。

9 月 23 日 ~25 f:-1 I卒j側」、:砂利蚊迫構 8、かわ らけ溜り 3検出 北側-tJサ地業面iを除去し20cm前後掘

り干げる。

9月26日 市側地lズ]:.1沙flNJ文遺構 8、かわ らけiWり3写点撮影

9月28日 |判側地区 k砂平IJijJ!;(遺構 8、かわらけI留り 3実iWJ cj ，央部地灰玉砂利敷き遺構 7、かわ ら

け粉砕地業l面検出。

9月29日 北{j[lJ地区iNi9 (f'河北溝)検出、及び両J)J)Zの:焦 |二illiの確認、 ~(，j側地 rx:精査、 及び遣梢の肘

り tげ。 日区調査|豆川削開始。

巧-
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9 月 30 日 ~10月 1 日 台風 9号ーの悪天候のなかでの作業北側地区道 2、溝 9 玉砂利敷き遺構 7及

び土丹粉砕地業、土填11の写真撮影、後、平面刻、南側地区遺構の検出、掘りLげA

間 2 ~ 5 日 H区調査区地区道路 l・満 1の延長部分をli紙南側地時構の平蜘則巾央部地

区焦土面まで、下げ遺構の検出(通路状遺構[路 3]、溝口、 柱穴等) ー

間 6日 雨の中ポプによる全景撮影。終了後、玉砂利敷遺構 7、及び土川仰刷業、玉砂利敷遺

構 8、かわらけ溜り 3ご!二f哉、中央部地区精査及び掘り上げ、l'行側地区実測(取り付け道路回転部分)

10月 7 日 ~1 5 日 北側、中央部地区精査及び掘り上げ(溝口、 12、井戸 5、柱穴等、)南側→取り付

け道路回転部分実IRI段 、掘り下げ、遺構の検出、玉砂利敷遺構 8、かわらけ溜り 3を取り上げ最終面ま

で下げて、一遺構の検出及び掘り上げ、E区→遺構の検出及び掘り上げ(溝13、14、井戸 6、柱穴等)、

北壁、東壁、西壁土層記録及び写真撮影

問 16日 台風間の影響で悪天候の中の作業遺構はほぼ掘り上がるo 作業員は今日で終了。

10月17日 台風10一号の影響で、の大雨の中の作業、 I区中央部及びH区の平面実測、東壁土属記録 べ

、ベア撤収

10月19円 H区地区全景撮影、東壁土層記録、及び写真撮影にて中l止までの調査終了古代の調査地

riT1271也はり、撹乱さ川点の上層により古代面が存在し山いこと叩し調

10月20日 器材、備品等撤収現場終了

( 2 )調査方法

調査l丘北西方向に任意の l点を設け座標の1J;'l点 CX=Q，Y=Q)としたc 南北方向を X'li由、東西

}j向を Y ~ii1]として、 2 m ごとに X 軸は北か ら 1 ， 2， 3， 4， 5， ・・・・、 ylji由は西から A，8， C， 

D， E， . .として 2m四刀のfリ y ドを組み創州州iJ削J!崎l

また、磁北に対する Yのili白線)jl寸はN-46031' 15" -Eである。

本遺跡地を地形図上に合成するために、4級基準点DOIH032(X二 17.825，Y = -2.861)、同DOIH

031 (X=-6.647， y=-2.581)を用いたコ

C 3 )基本土層 (図 3) 

調査地点は南側の滑川方向に緩く傾斜しており、現地表の峨は南側で'14.5m、北側て'14.8mである。

遺構I臼は大別して 3面が検出されたo }吾序は]層(表土 ・撹乱層) 2層 (灰味茶色~暗茶色粘土層 ・造

物の混入多く比較的締まる) 3層 (暗茶色粘質士。焦土が混入しあまり締まらない。) 4層 ・5層 (茶

褐色粘土層。 粘性が強く 、比較的締まる) 6層は(黒褐色粘士層の中世地山層)であるo
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第3章検出された遺構と遺物

検出されたのは中世期(13世紀代~15世紀代)の遺構群であり、生活1(:fJはかなり細分化されていたが、

大別して3面が検出された。出上した造物は当該1tJJのものと、若干のt，-代(奈良・平安)、古墳時代、

弥生時代の土器である。

中世第l面は、主に調査区北側に展開しており、道、溝群を中心とした追構君、{で、南jl[lJは、関散とた

様相を呈しており、検出されたのは、土横l基、井戸2基等である。

中111:第2面は、かなり細かい文化層に別れていたが、各I而は、遺物から判断して時期差はあまりなし、。

本稿では、数度にi庄一り張替が行われたと思われる、玉砂利敷遺構に注目して、その層仇で生活面の分層

を行い、3時JlfJを確認した。新しい遺構l一雨から2A.2s.2C面とした。2AI百は、l面卜20cml~íJ後

で、検出された。この遺構面は、l面11寺の道、満及び窪地の償乱を受けたため、調査区の北側では検出さ

れず、南jJllJに造存していた。検出された遺構は、玉砂利遺構3カ所、井戸tll:2基、かわらけ溜り2カ所、

|二墳、据整等である。また、2m四万の弱し、粉砕かわらけ事業「師が{j在認された。

2 13面は、2A而より20cm下に検出された遺構|而で、全体的に士)'J地業が施行ーされており、北側はか

なり強固な事業面が確認された。この遺構面上からは、遺構群のまとまった展開が確認された。検出さ

れたのは、玉砂利敷遺構2カ所、4個の礎ネd拝、柵チIJ2カ所、溝6条(南北溝5条、東匹i溝l条)、柱

穴群である。

2 C面は、2B而より15cm下に検出され遺構面で、この面からは、炭の広範囲な広がりが検出され、

火災をうけた様相がみられる。また、強|直|に土丹版築を施し、通路を造作している。検出されたのは、

広範囲にわたる玉砂利敷遺構が3カ所、東西6mNJJt2 mの広がりをもつかわらけ溜りが1力所である。

中世第3面は、中世地山である黒褐色粘質土層上に展開しており、最も多くの遺構昨が検出された時

期である。また、焦土の痕跡も随所に確認され、火災を受けた様相を窺わせる。検出されたのは、東西、

南北方向に走る土地の区画溝、道路、多数の柱穴群、j二墳、井戸跡等である。

以F各時期の遺構と遺物について詳細を述べる。

( 1 )中世1面の遺構と遺物(附図1) 

中世l面は、表土・撹乱層を40~50cm前後を取り除て、検出された遺構面で、北側では海抜14mT;jíj後、

南側では海抜14.35m付近に検出された。検出された追構は、注地3箇所、道l条、3条の満J耳、井戸

2基、土域l基であるO遺構群は、調査|亙北{j[lJに集中して展開しており、南{l[iJは閑散とした様相を呈す

る。造構の覆土には、概ね大型土丹塊が多量に投史されており、若干の炭化物が混入している。

窪地1・2・3(図4)

窪l也1・2・3は、調査12Z1~.'央から北{WJ、J~H-8~14グリッドにおいて海技13.9m前後で検出さ

れた遺構群である。大きな抜跡状を呈しており、大型士丹塊を覆土としていた。名称は、北側より窪地

l、2、3となる。

掘方規模は、:産地1、2は共に、南北は調査区外に延び不明となり、東西は各々4.1m、4.9mをiJliJる。

窪地3は東西4.6m、南北2.1mを測り、~sr面形は、南北を長抽とする長万形を呈する。

窪地1・2の側曜は、緩やかな勾配をもって立ち上がり、また、窪地3はl白:立して立ち上がる。3基

共lこ、底部は平坦であり、深さは、確認|面より窪地1・2は、50~40cm、窪地3は20じmをinlJる。

覆土は3基共に同様なものであり、すべてに、15cm大以卜.の上丹塊が多量に投棄され、側壁との聞に、

暗茶色粘土が流れ込んでいる。覆土は比較的締まっている。
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窪地 1出土遺物 (図 5 1 ~16) 

1 ~ 7はロクロ成形のかわらけ。ここで検出されたかわらけの胎士は、概ね、粉質で、雲母、白色粒

子を含み、色は肌色~櫨色を呈 し、焼成は良好である。 lは大lIll。口径13cm、底径7.2cm、器高3.2cmを

担IJる。休部は、底部より 真っすぐに外反して、大きく聞いて立ち上がる。体部1/2より器肉を10mmから

5 mmと半分に引き伸ばす。 2、3は中皿、口径9.3cm9.2cm、底径5.6cm5.8cm、器高2.8cm2.7cmを測る。体



部は外反して聞き、 II唇部は端反となる。 4，......， 6は小田。 4の口径は7.8cm底径6.8cm器高1.5cmを損Ijる。

側壁は、底部より 、やや内湾気味立ち上がり、口唇部は内向している。下層からの混入。 5は口径6.9

cm底径3.2cm器高2.5cmを出Ijる。fJ台士は粉質で、雲母、{様、黒色粒子を混入し、色は淡樟色を呈する。器

肉が 7，......， 10mmと、ぼってりと厚L、。休部は聞いて立ち上がる。 6は口径 6cm、底径 3cm、器高2.4cmを

測り、 5の小型版である。内外而に炭が付着しており 、灯明皿として使用された痕跡を留める。 7は穿

孔かわらけ。口唇音1)より 6mm下今に、直任 8mmの孔を上向きに穿ち、外側から内相Ijにロート状にすほまる。

8は青白磁、栴瓶のIJI桔1)の岐片。京地は白色を呈し、黒色粒子を含み、ガス子Lが観察される。柚調は、

水青色で、紬を素地が透けるほど薄く掛ける。器去には、渦文械が配され、再火を受け失透している 0

9""""11は瀬戸窯の製品。 9は灰柚の子Itの預~肩部。肩部には耳が付く。復元された頭径は8.6cmを測る。

IJ台|ーは灰色を呈し、白色粒子を多く含み、比較的桁徹である。日縁は頭部から、やや外反気味に立ち上

がる様相を示す。|大l面には指頭に依る調整痕がi沼められる。 10、11は灰紬平碗。 10の復元された口径は

18.8cmを批Ijり、 IJ白土は灰色を呈し、白色粒子を多く含み中III、。 11は口縁部の破片。胎土は灰色を呈し、

有|二の白色粒子を合むが、非常に梢織である。

12は瓦質の風炉。復元されたほ径は21.2cmをiJlljる。IJ白土は灰桃色を呈し、白色、黒色粒子を多く含み、

粗く、ざっくりしている。外底下部には、 2本の縦方向の隆起綜により仕切り、内に花模様のスタンプ

文を配する。全部で16個十lくと思われる。体内部には多量の炭が付着している。体外部にも付着してい

たと思われるが、まIj離が著しく痕跡を間めるのみである。

13は平瓦。 24x 17cmを造存。厚さは 2cm を i~1jる。胎卜は灰色を呈し、比較的精椴である。端縁部は面

取りされなL、。凸部に縄目叩き文、凹部にギ11日の圧痕を留める。

14は研磨痕のある瀬戸窯製品の破片。

15は北宋銭 「照寧元宝」。

16はli正{Iの破片一、鳴滝産、仕上げ砥。 1[宜lのみの使Ili出が1沼められる。

窪地 2出土遺物 (図 5 17、18)

17は常滑窯の護の底部の破片。胎土は灰色を出し、L'I色粒子を多く合む。体内部は、 全面に降灰する。

18は鉄製品、 jiTo 7.3cmを造存。太さは 6mm四五で、頭]百部は厚さ 5mm、長さ 1.5cmを測る。

窪地 31'-1二1.'.造物 (図 5 19""""27) 

19""""23はロクロ成形のかわらけ。胎 上は燈色を呈し、概ね粉質で、雲母、茶色粒子、白針を混入し、

焼成は良好である。 19は大llll、口径12cml氏待 8cm器高3.7cmを担Ijる。但Ij壁は、底部より真っすぐに、若

flJfJき気l材、に立ち上がり、口唇音1)は端反となる。 20はITllll、口径10.8cm底径6.2cm器高3.9cmを測る。体

部は、外反して真っすぐに、聞いて立ち 1'.がる。灯明山。 21，......，23は小皿。口径 7""""6.8cm底径4.8cm器高

2 cmを測る。体部は、底部より真っすぐに立ち L:.がり、口唇部は肥厚する。 24は常滑窯の鉢の口縁部、

片口の部位の破片である。胎土は酪色を出し、砂粒を含む。体内部~体外部1/2まで降灰する。

25は平瓦の破片。 8.1x 7 cmを遣存し、!享さは 2cm前後をiJlljる。 IJ台土は灰色を呈し、黒色、白色粒子

を含み、ざっくりと組い。凸部には、 :三つ鱗叩き文を憎める。

26は研磨痕のある常滑窯の製品の破1'1。

27は鉄製品、釘。

道 1・溝 1(図 6) 

道 lは、東西に走り、調査|又北壁際に於て、現在の道である『田楽辻子』に重複して、 E""""M-2グ

リッドに渡って検出された。路肩の南側Ij は調査医内で雌認されたが、 ~I ヒ肩は調査区外に在る。ま た、こ

の路面 1:.(こは、直接表土J~iがかぶさっていたため、旧状は保たれていない。
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検出された東西の長さは16.5mを出iJり、全幅は不明であるが、確認されたのは最大て'1.3mまでの範

囲である。この道は、土丹を突き固めて造成しており、 厚さは20cm前後が確認された。路面には、 2度

の張り増しの痕跡を留めていた。この道は東から西に緩やかに傾斜しており、その比高差は15cmである。

溝 1は、海抜13.9m前後で、道 1の南側に道に沿って検出された。道の南作!IJの側溝である。側溝は、

道の両側に付くと思われるが、北側の側溝は調査区外北となる。この溝は、 F~J-3 グリッドの東西

6mの間で、溝の南肩が確認されているが、その地域以外は、調査区外南にある。検出された掘方規模

は、東西の長さ 16.5m、上端幅は2.8m、下端幅はO.9~ 1. 5m を測り、西仰IJ に向かつて広がってゆく様相

を呈する。 深さは、確認面より 80cm前後をiWJる。断面はU字型~逆台形を呈し、底部は平坦で、側壁は

真っすぐ開いて立ち上がる。

底部はH-2グリ y ド内で、大きく撹乱を受けており、その範囲は、東西、南北各々1.5mをiHIJり、

溝の底部より 15cm前後深い。また、 F-4グリッド内では、杭跡状の小穴が 8口検出された。直径10cm

前後、深さは検11¥面より 10cm前後である。

溝 1の覆土は茶褐色粘質上層で、凹レンズ状に堆積しており、大別して 3層に分かれる。第 1層は中

央部に大型の土丹塊(10~30cm大)、炭化物が多量に投棄されている。第 2 層は、その下層で、上層よ

り若干細かくした土丹を含み、共にあまり締まらない。5r43層は壁際付近で、砂を含んだ暗い茶褐色粘

質土が堆積しており、!高中には若干の土内粒子、かわらけ細片、炭化物を含み、締まりはさほど良くな

い。この遺構群の東西の軸方向はN-1400

-Eである。

道 1出土遺物(図7)

1 ~ 4はロクロ成形のかわらけ。 1、 2は中m、 3、 4は小皿。中皿の口径は11.3cm、10.5cm、底径

6 cm、7cm器高3.3、3.1cmを出IJる。胎土は粉質で、障色を呈 し、白針、 雲母、赤色粒子を含み、焼成は

良好である。但IJ壁は聞いて真 っすぐに立ち上;がる。 3 の口径8.9cm、底径5.8cm、器高1.8cmを i~)J り、胎土

は砂質気味で肌色を呈 し、白針、雲l司、赤色粒子を含む。体部1/2に明瞭な稜線が入り、底部に向って

すぽまる。下層からの混入。 4の口径7.4cm、底径4.7cm、器高2.1cm、胎土は粉質で、樟色を呈し、白針、

雲母、赤色離を含む。口唇端部は若干外反する。

5は瓦質の風炉の口縁部の破片。胎土は淡桃色を呈 し、(J少が混じる。器表は!砦かれ、黒色処理される。

口唇外端と、その下に、凸帯を巡らし、その中に縦総模様を怠匠する。

6は北宋銭、『聖宋元宝』

溝 1出土遺物(図 8、 9 ) 

図 8、 1 ~35はロクロ成形のかわ らけ。 t ~ 9 は大血、1O~17は中皿、 18~26は小山、 27~34は極小

のかわらけ、 35は涼孔かわらけである。胎土は、概ね粉質で、陸色を呈するが、 7は肌色系である。胎

土には自主1-"雲母、茶色粒子を含み焼成は良好である。内底部のなでは強いが、かなり雑で、そのため

器肉の厚さは、均ーとはならず、器型のゆがみも比較的多い。また、底部の糸きりの痕跡は不明瞭で、

すのこ痕の凸凹が顕著で、ある。大皿の口径は14.4~ 1 1. 9cm、!底径9.2~ 7 cm器高4.3~3.2cm を iJllJ り、側壁

は外反して真っすぐに立ち上がる。 4、 7、 8は、体部ヰl程より外側に引き上げられる。 6は{本部が丸

昧を持ち、{T!lJ面観が異なる。

中皿の口径は 10 . 5~8.9cm、底径7.2~5.3cm、器高3.0~ 1. 8cm を測る。器型の側面観は逆台形、 若 しく

は四角であり、但|阻まは開いて真っすぐに立ち上がる。 12、14、17は口唇部が肥厚し、端反となる。 11、

13は、器肉が tcm前後と、 厚 くぼったりとしている。15、16は体部に丸l味を残 し、前時期のタイプであ

る 。 15 は灯明皿。小皿の口径は7.9~6 .4 cm、底径4.7~3 .6cm 、 器高2 .5~ 1. 8cm をiH1J る。側面観は逆台形、

若しくは、休部の器肉が薄く丸l床をもっ碗型で、ある。 19、25は内底部の指ナデが強いため、底部の器肉
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もつ。 図 7 道 1出土遺物

36~38は磁器。 36、 3 7は青峨。 36は劃花文腕の口縁部の似片。素地は灰色を呈し 、 白色粒子を含み、

カ。ス孔が観察される。*111調は灰緑色を呈し、透明度、艶共に良い。 内而には花文を片彫りしており 、引

掻いたような傷痕が観察される。出表外面には、 貫入が若干認められる。37は皿の底部。素地は灰白色

を呈し、黒色粒子を含み、ガス孔が多く 、粘性ーがあり粕織である。全体に施相Iiされており、色調は黄緑

色を呈し、失透してい る。 内底面には花文を浮彫り し、外民音1)は、蛇の目様に、柚はげとなる。 38は白

磁、IJ冗腕の口縁音1)の破片。素地は白色を呈し、黒色粒子を多く含み、前11，凋は灰白色を呈する。透明度

は低いが、艶は良い。

39、40は瀬戸烹の製品。 39は灰制腕。復元された口径は15.2仰を測る。胎土は灰色、制調は灰緑色を

呈し、口唇部は端反となる。 40は黒柄11天日台。w:xされた r!Jj台径は6.8cmを削IJる。胎土は茶l床灰白色を

呈し、前Iiは全体にハケにより施柚されており 、畳付及び高台内却には、施柚されない。

41は、山茶碗窯系担鉢の!底音1)の破片O 胎上は灰色を呈し、細かい長石を交え、比較的粘性がある。貼

付高台であ り、外!底部はへら印|り調整を施す。|付而は摩滅せず、使用の痕跡は認められない。

42、43は常滑窯の製品。 42は聾の口縁部の破片。fI台士は灰黒色を呈し、細かい長石を多く交え、硬質

で組し、。縁帯は I~日4.5cm 、 頭部とわずかな透目lを残して密着する。 43は鉢の底部。復元された底径は 13

cmをiJllJる。胎士は淡間色を呈し、若干、長石を交え、軟質で、やや粘性をもっ。内底l聞は摩滅が顕著で、

使JHした痕跡を1見わせる。

44は研磨痕のある陶片。LlJ茶碗窯系担鉢のi本音1)の破片で、平田i形は三角形を呈し 3辺を使用 している。

図 9、 1 ~12は瓦。 1 は道具瓦。 2 ~ 7 は丸瓦、 8 ~ 1 2 は平瓦。 1 の胎土は、 紫昧灰色を呈 し 、 JJ台土

中には、白針、茶色村子が混入し、軟質である。掠表は黒色を宅し、 へら状の工具で成形をしてい る。

2 は図下部に 、 -~縁部が付く o 'g~J軍 2 .4 cm 、 胎上は l火色を呈 し 、 白色粒子、暗灰色礁を合み、 硬質で 、

がさっきflH、o 1目当日は無紋、凹帝1)に布日のJ::L痕を微かに残す。 3は軟質の白色礁を含んだ胎土で、QJ:I面

にはずfi 目 l王痕、 r~I D白i は工具でなで成形を施している痕跡が確認される。器厚2 . 5cm o 4は玉縁部。 黒色

のii!E質の胎土で器表も黒色を呈する。 端部にはへら状工具、ささら状工具で成形した痕跡、を留める。凸

面はなでられ、口IJ目は消されている。 6も2と同様に、玉縁J'I)が区l下に付く 。胎 tは向灰色を呈し、白

針が混入する。断面には、粘土純を上け、の痕跡を留める。目|面には布目痕が造存し、凸而はなでられ、

叩目は消さ れて い る 。 it~厚2.1 cm 前後。 7 は側縁端部に而取りが施されており 、肉薄である。端縁部も

1 cm fJijf麦と薄し、。胎 |ては灰色を呈し、灰色傑を多く含む。 8のIJ台土は白色で、黒色離を多く含み、やや

硬質で、l沙質に25む。凸面には、花菱の叩目がある。器厚2.8cm前後をiUIJる。 9の側縁端部、及びMM縁
部は、l面取りが脳されており 、丸l床を持ち、端正である。胎土は暗灰色を 1芭し、あまり混入物が観察さ

れないが、雲母、世l針を若干合み、軟質である。器厚 2cm前後をiUIJる。 10は端部、凹而共に、丁寧なな

でが施されている。凹面には、格イー目叩文を残す。胎士は灰色を呈 し、 小石、白色礁を含み、軟質であ

る。部厚2.1cm前後をiWJる。 11はかなり硬質の瓦である。 青灰色の粘性の強いfj台土に、 白色粒子の若干

の出入があ る。凹而ーには布目痕、 II~)面に は縄目~I[Jき文の痕跡を明瞭に憎める。器厚1.9cmであ る。12は

10と配似している。日吉厚 2cmo 
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図8 溝 1 出土遺物
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溝 2 (図10)

調査区北側、 G'""H-2'""3グリッドにかけて、海抜13.8m前後で検出された南北満て‘ある。この溝

は道 l、溝 lと直交し、満 1の南壁で立ち |二がり、調査区外北へと延びて行く 。検出された師方規模は、

南北の長さ 4m、東西の上端幅1.9m、下端幅40cmを測る。深さは確認面より 80cm前後で‘ある。溝の断

面は、V字型に近く 、西壁は鋭角的に、東壁は緩く立ち上がる。底部は、ほほ斗i坦であるが、若干，南

側lこ傾斜している。

この溝の覆土は、灰昧茶褐色粘質土で、壁際には鎌倉石と土丹塊 (8cm大)が多く混入し、中央部に

も同大の土丹塊が多く混入している。総じて締まりは悪い。

この溝の南北の軸方向は、 N-400 
- Eである。

溝 2出土遺物(図11、12)

図11は溝 2上層から出土した造物であ る。

1 '"" 6はロクロ成形のかわらけ。 1は大皿、 2は中.IlJl、 5は小皿、 3、 4、 6は極小の血。ここで出

土したかわらけの特徴は、粉質で、胎土は燈色系を呈 し、)j台土には白針¥茶色粒子が混入しており 、側

面観は逆台形を呈し、体部が大きく引き出され、また、内底面の指なでが強く、外底部の糸きり痕は不

明瞭で、すのこ痕が顕著であるものが主流をなす。 1の口径は12.7cm、底任7.5cm、器高3.7cm、器厚 8mm、

5の口径は6.5cm、底径4.5cm、器高1.7cmを測る。極小かわ らけは、口径は 6cm以下で、底径4.7'""4.2cm、

器高 2~1.6cmを測 る。 5 、 6 は側面に丸|床をもっ。

ウ

t
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7 は白かわらけの口縁部の破)~・0

8は砂|磨痕のある陶片。 3cm 四方の常滑窯の製品の破片の全0_に刷磨肢を有ーする。

9~11 は瓦。 9 は鬼瓦の破片。 H台土は|倍灰色、白色粒子、山引が混入し、粉質が強く精良である。 器

表は磨かれ黒色を呈する。 10、11平瓦。 10は凸面の叩き目文が 『三つ鱗』である。胎土は淡桃色を呈し、

赤茶色粒子、白色際、若干の砂が交じり粗L、。!与さは2.2cmをiWJる。 11は9と同様の胎土であるが、粉

質が強 L 、。 [11]凸面ともに]ー寧になでられ、成Jr~の痕跡を残さない。端縁六I\[IJJ血l に 1 cmの面取りを施す。

三二コ;
。 IOcm 

図9 溝 1出土遺物
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厚さ 2.3cmで:ある。

図12、1~52はロクロ成形のかわらけ。 1 、 2 は大皿、 3 ~26 

は中皿、 27~52は小皿。 図 11のかわらけと同憾に、 休部が外反

しながら大きく 引き上げられるが、器肉は、薄手、厚手両様で

ある。)j台土はほぼ同質である。内底部のなでは明瞭であり 、外

底部の糸きり痕も明確に遺存している。また、糸きりが雑なた

め、底部の縁端部に粘土が付着し、器型のゆがみも目立つ。

2の口径は12.8cm、12cm、底径7.5cm、 7cm、器高 3cm、3.5cm

を測り 、 1は 9mm前後と器肉が!阜く、口唇部は肥厚する。中皿

の口径は 10~ 8 cm、底径 7~5.5cm 、 器高 3 ~2.3cm を iJllJ る。 25、

26 は側面倒が異なり 、 やや丸l川、を持つ。 小皿は、 口径7. 5~ 5 ， 7

cm 、 底径4 . 5~ 3 cm、器高 2~ 1. 7cmをiHlJり、休部は丸味をおび

るもの、真っすく直立して立ち kがるもの、外Jxするもの三様

である。 23は灯明皿。

53、54は青磁蓮弁文碗。53は口縁部の破片。素地は灰色を呈

し、黒色、白色粒子を含む。制調は灰緑色、失透しており 、艶

も無い。口唇端部は紬が薄く 、気泡が観察される。 54の復元さ

れた高台径は4.8cmを担IJる。胎土は灰i味白色を呈 し、白色粒子

を含み若干、 ガス孔が観察される。 fllJilI~J は灰昧緑色、 透明度は余り無いが、 郎、 光沢共に良 L 、。畳付以

外は、全面に 1mmと厚く 施紬されており 、特に、高台際は 3mmと厚い。

55は瀬戸窯の摺鉢の口縁部の破片。胎土は茶味j夫白色を呈し、白色粒子を若干含み軟質である。紬は

赤茶色を呈し、ハケ塗りである。

56は平瓦の破片。胎土は肌色を早し、白色粒子を若干含む精良土である。

しており 、凹面はなでられ、無文である。 厚さは2.3cmを測る。

溝 4 (図13、14)

j梓 4 は E ~ F- l~ 2 グリッド内において、 海抜13 . 7 m付近で、検出された南北満である。溝の北側は

調査区北壁で立ち上がり 、南側は、調査区外南に延びる。検出された柄方規模は、南北1.6m、上端幅

1.6m、 F端幅O.2m、深さは確認面より O.95mをifilJる。底部は平坦で、西寄りに位置しており 、その海

a a' 
u 

一一『比 一
J4.0m -

可三ジ

Inl面に格子目叩き文が遺存

2m 

図10 溝 2

J友は12.75mである。

断l五i7f;はV字型を呈する。東壁は外反して真っすぐに鋭角的に立ち上がり 、四壁は中聞にわす、かなテラ

ス状の平場を持って立ち上がる。溝 4はii'l}1、道 1を切る。

この溝の覆土は、褐味灰色粘質十停で、粘性があり、大型土丹塊、土円粒子、かわらけを含み、締まり

は良くなし、。下層の満底に近づくに従い、 土丹粒子が細かくなり 、若 |ーの砂のilt入もあり 、締まりはさ

らに悪くなる。

また、覆土中には、土丹を挟んで、上層、中層、下層、最下層と 4層に分かれて、かわらけが多量に

投棄されていた。各層のかわらけ捕りは、 F-2グリッ ド杭を仁11心として、南北に広がりを持って検出

された。 上層に検出されたかわらけ描りは、 F-2グリッド杭南側に、海抜13.6m付近で検出された。

範囲は90cm四方]こ渡り 、15cmMij後の堆積をみる。出土 したかわらけ(図15)は、中Oll57、小皿11(内、

灯明皿 2)極小49の合計117枚で構成されている。また、土丹を挟んで直ドに検出された中層(図16)

においては合計23枚検出され、大日Il1、中IIIl15(内、灯明皿 3)小11117の構成である。下層のかわらけ

ハ叫
υ

nノ
臼
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図11 溝 2出土遺物(1 ) 

漏りは、 F-2グリッド杭!よ(側に、 lhH，6z13.4 m付近で検出された。範囲は東西1.3m南北O，6mに渡り、 2

Ocm前後のi仕積をみる。出|ーしたかわらけ(区117)は，前後の層、あるいは遺構からの混入もあったが、

当該期のものは、大皿 4、tJ-'[lIl56、小[[[[37(内、灯明山 1)、極小22の合計119枚で構成されている。ま

た、さらに、士丹を挟んで、|白下に検出された最下層(図18)では合計125枚、大皿 5、中皿86(内、

生]明皿 1)、小111l3、極小31の構成である。この満の南北の軸方向はN-400 
- Eである。

溝 4 出土遺物(図15~19)

図15、 1 ~1l9は上層より山 |二 した迫物である。 1 ~1l 7は、ロクロ成形のかわらけ。ここから出土し

たかわらけは、概ね、胎 1'，は粉質で、的色系、肌色系の両様がある。胎土には、共に赤茶色粒子、黒色

粒子、白針、金主母、軟{I梁を交え焼IJ文は良好で、ある。外底部の糸きり痕は明瞭ではなく、内底面のなで

は比較的強L、。休部は外佃IJに引き 1'，げられ、(HIJ而観は逆台形を呈する。 1~57は中皿である。口径10 .4

~8 ， 3cm、底f主6 ， 8~4 ， 6cm、出高 3 ~2 ， 3cm を測る。 1 、 7 は口唇端部が聞き、胎土がキメ細かい精良土

で、 J寧なflてりである。 49、51は休部I-IJ仇のなでが強く、底部がぼったり厚L、。 32、33、39、50、55は

側壁がやや丸昧をも って 111J く 。 5 2、 54 は底部の糸切りが雑で、 高台状に残る。 58~68は小皿。

ハUっ。
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溝 2出土遺物(2 ) 

口径7 ， 8~ 6 ， 6cm 、 底径5 ，6~ 4 ， 3cm 、 器高2 ， 2~ 2 cmをiJllJる。63は憧色で、若干、

芸母、茶色粒子を交えるが混入物の少な い胎土で、小さな底部から段を もって

立ち tがり側面聞が異なるが、こ こで出土するものと同様な体却を引き上げた

図12

G-2 
+ 

a' 

作りである。62、65、66、68は、内底部のなでが雑である。61、64は灯明皿。

69 ~117は極小かわ ら け。仁 l 径6 .4 ~ 5 ， 3cm 、 底径5~3 ， 8cm 、 器高 2 ~1. 6cm 、

IJ台士は桃色味燈色~樟色を呈し、亦茶色粒子、自主-1、金雲母を交える。焼成は

すこぶる良好で、薄く焼き締まる。休部は外作!IJに引き kげられ、|直線的に外反

し、側面観は逆台形、または凹角形を呈するもの、 iJ!iJ ~f~にややを丸昧をもち 1 ]

唇内部が玉縁状となるも のがある。 概ね、内底l而のなでは、比較的強く、 雑で 138m E 

あるが、90、旬、 112、114は比較的 "卒である。118は瀬戸窯の花瓶。底従6，6

cm、最大胴if6.4cm、23厚 8mm前後を測る。11台lプ.は灰色をよ己 し、若干の白色粒

-{-を含む。柚は、本来、黒色を呈するとjtわれるが、再火を受け、艶の無し、!天

l床黒色を呈している。119はliJf磨痕のある常滑の胴fil¥J-'I'0 3.2 x 4.4cmを測り、
2m 

側面全体が使用されている。

図16は溝 4仁ド層より出 1"した造物である

ここで出土したかわらけの胎 kは、粉質で醗色系、肌色系の ~Irj様がある。胎士に

図13 ;着14

-231 

1 ~23はかわらけ。



は共に赤茶色粒子、白針、金

雲母、白色軟!躍を交えがL成は

良好である。 1は大1m。口径

12.7 cm、底径7.4cm、器高3.7

cmをiWJる。胎土はお)質で、桃

色昧樺色を呈し、白針、金雲

母を交え、焼成は良好である。

側壁は、体部中位から、大き

く外反しながら立ち上がり、

口唇端部は端反となる。器肉

は6mm前後と薄めである。

2 ~16は中凹である。口径

10 .4~ 8. 1 cm 、 底径7.1~ 5 cm、

器高2.9~2. 1 cmを測る。 概ね、

外底部の糸きりの痕跡は明瞭

ではなく 、すのこ痕が顕著で

ある。また、恨iJ壁は外反して

立ち上がり、器高は高めであ

る。 5、10は、内底面と内休

部の立ち上がりの境界に強い

ナデの調整痕が認め られる。

7、11は器高 2cm余りと低め

であるが、胎土等は同僚のも

のであり 、同類であると思わ

れる。 2、 8、14はよTB):JJffi。

1 7 ~ 23 は小皿。口径7.5 ~

5 cm、底径 5~3.5cm 、 器直J

2 . 3~ 1. 6cm を iJllJ る 。 中皿と同

様に口径に比して器高が高く 、

法量を増す。雑に切った外底

部の糸きり痕を明瞭に残す。

24は褐紬壷。 肩部~頭部。

素地は灰昧茶色を呈し、白色

粒子を多く含む。体外部の色

調は黒茶色、肩部に耳を付け、

また、肩部と頭部の問には段

を有する。

a 

/二k

/ 
/ 

上層

a 

¥ 
下層 、そ筒、

1m 

図14 溝 4かわらけ出土状況

a' 

a' 

+ 

a' 

25は瀬戸窯の灰刺年1]血。復元さ れた口径は15.6cmを測る。胎土は灰色を呈 し、微細!な白色粒子を混入

する。

232 
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図15 溝 4出土遺物(1 ) 

26は山茶碗窯系担鉢。復元された口径は30cmをiJtiJる。胎土は灰色を呈し、mm大の長石を多く混入するo

H唇部は丸く収め、体外下部はへら削り調整である。体内部全体に|埠灰する。

27は常滑窯の護の底部の破片。胎土はH音灰色で、長石、黒色粒子を多く混入する。

28、29は平瓦。 28の胎土は灰白色、胎ご|二には茶色粒子、白色村下を含み、粉'wの軟質な!j台土である。

両IIli共に黒色を:72する。 29の胎上は、 1:':1色を呈し硬質である。 茶色粒子、白色l燥を混入する。凸面に日IJ

目文を造存する。

凶17は、溝 4ド層から出上したかわらけである。 1~ 8は大即。 3、 4、 8は下層からの混入品。 7

も!Jti土に微細砂を交え、若一rざらつき、ここから出土するものとは異なり混入品の可能性がある。ここ

から山上したかわらけの口任は12.7 ~ 1 1. 8cm 、 底径8.9~6 .4 cm 、 山両4 .1 ~3.3cm を測る。概ね、 胎土は1'5}

233 
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図16 溝 4出土遺物(2 ) 

質で、撞色を呈 し、 白引、金雲母、茶色粒子を交え、焼成は良好である。側壁は底部から外反して立ち

tがる。外底部のすのこ痕、及び内底面見込みの横ナデの痕跡は明瞭である。 6は口唇端部が端反とな

る。

9 ~64は中山である。口径10 .4 ~8 . 5cm 、 底筏6 . 8~ 5.5cm 、 器高2.9~ 2.3cm を ifilJ る 。 胎土は肌色系、 櫨

色系の両様あるが樟色系が主流である。内休部のなでが強く稜を残す。また、内底面のなでも強し、。外

底部の糸きり痕、すのこ痕は明瞭ではない。休部が大きく外反して聞き、側面闘が逆台形をなすもの、

余り聞かず、角型を呈するものと 2通りである。器肉も厚く重量感がある。 口唇端部のなでが強く 、端

反りになるもの、直口気味のもがある。o 28、42、48、58、63は、あまり体部が聞かず、丸昧をもち、

古式を残す。 52は2段の名でが強く体内部に陵を残す。

65~113は小皿。 68~79は混入品。 口径7.2~ 6 cm 、 底径4.9~3.9cm 、 器高 2 ~1.8cm を ìWJ る 。 114~135

は口径 6cm以下の極小かわらけである。小sm、極小かわらけ共に胎土は粉質で、色は樫色系を呈し、 丁

寧な作りである。82は灯明皿。 106、114、129は体部を制く引き出す。

図18は溝 4最下層から出土したかわらけである。ここで出土したかわ らけの胎土は、粉質で樟色系、

)J凡色系の両棟を呈する 。 胎土に は I~I針、 金雲母 、 茶色粒子、 淡茶色礁を交えるが、樟色系には白色離も

観察される。焼成は概ね良好である。外底部の糸きりの痕跡、及び、すのこ痕は明瞭ではないが、底部

を大き く切り 出すものは概してすの こ痕が明瞭である。内底面のなでは強く大胆である。 1~ 5は大n日。

口径12.8~11.4cm、底径 8.~6.3cm、器高3.9~3.3cmを ìHIJ る 。 胎土はあ}質で、 2 、 3 、 4 は櫨色系、 l 、

Aω

・
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5は肌色系を呈する。櫨色系のかわらけは、側壁が、底部か ら反り返って立ち上がり、 口唇部は端反と

なる。器肉は 6mm前後で、ある。 3は外底部のすのこ痕が明瞭に遺存する。 l、 5は聞き気味に立ち上が

り、器肉は 8mmをiJ[lJる。内底面見込みの横ナテ'，;J:共に大胆に施されている。

6 '""91は中皿である。口佳10.4'""8.5cm、底径7.5'"" 5.3cm、器高3.1'""2.2cmを担IJる。胎土は肌色系、檀

色系両様があり、外底部の糸きり痕、すのこ痕は明瞭ではない。底部が小さ く、体部が大きく聞き、側

面観が逆台形をなすもの、余り聞かず角型を呈するもの、また、体部が内湾気味に、幾分丸昧を残すも

の(9、54、54、640、63'""66、70、71、78、81、82、86'""88)がある。55は口唇部がなでられ、 端反

となる。20は灯明l皿。

92'""94は小皿。口径8.1'""7.6cm、底径6.5'""4.8cm、器高2.2'""2.1cmをiJ!IJる。95'""125は口径 6cm 以下の

極小かわらけ。 共に胎土は粉質で檀色系を呈 し、丁寧な作りである。

図19は溝 4最下層から出土した遺物である。 lは鍔釜。復元された口径は17cmをIHIJる。胎土は淡憧色

を呈 し、茶色粒子、金雲母を交えた精良土である。鍔直上に直径 2mmの孔を焼成以前に穿つ。鍔下は炭

化している。

2は平瓦。胎土は黒色を呈し軟質で粗い。凹凸両面共に無文であるO

土壌 6 (図20)

調査区東壁際H-11グリ ッド杭下に広がりをも って検出された土壊である。検出された掘方規模は、

南北 3m、東西1.24mまでを測り、その主体は、調査区外東側に有る。 下端は概ね、上端幅より 15cm前

後内側にある。底部は平坦で、側壁は外反して鋭角的に聞く 。この土墳は、造構面上では海抜13.6m付

近で検出されており 、深さは確認面より 20cm前後である。 しかし、東壁の土層のセクションでは海抜

14.3mあたりか ら掘り込まれていることが確認されている。この土墳の覆土は凹レンズ状の堆積をする。

上層からの層序は、暗褐色粘質土層、士丹層、暗茶褐色粘質土層、土丹層、暗褐色粘質土となっており、

下層には炭化物が層状に堆積し、 湧水のため締まりが悪くな っている。

土壌 6出土遺物(図21)

1 '""16はロクロ成形のかわ らけ。 1'"" 7は大皿。口径14'""12cm、底径8.8'""6.8cm、器高4.2'""3 cmを測

る。胎土は粉質で、樺色系を呈 し、白針、金雲母、茶色粒子、白色離を交え、焼成は良好である。側壁

は底部から外反して立ち上がる。外底部のすのこ痕、及び、内底面の横ナデの痕跡は明瞭である。 1'""

3は器高が 4cmと高く 、法量を高める。 2は口唇端部が端反となる。 8、 9は中皿である。口径11.2'""

9.6cm、底径6.4'""5.9cm、器高3.4'"" 2.5 cmを測る。胎土は樺色系を呈する。内底面のなでが強く 、 8は口

唇部が端反、 9は側壁下部に若干丸昧を残す。10'"16は小皿。口径8.6'""6.2cm、底径6'""3.6cm器高2.5'"

1.8cmを測る。外底部のすのこ痕、及び糸きり の痕跡は明瞭ではなし、。概ね、口径に比して器高が高い。

13、14は下層より の混入品。

17 は青磁双魚文鉢、または、皿。 素地は灰白色を呈し 、 若干黒色粒子を含み、精撤で中I~性があり、ま

た、ガス孔が観察される。軸調は青緑色を呈 し、透明度、光沢共に良L、。内底面には双魚、文を貼付する。

袖は畳付以外は全面施柚、文様の周囲、及び高台際は柚が厚い。器表は若干貫入する。

18は山茶碗窯系埋鉢の口縁部。胎土は灰色を呈 し、白色粒子、雲母を含む。口唇部はやや角張る。

19はかわらけ質の灯明台の頭部。 頚部径は 4cmを測る。

井戸 3(図22)

調査区南側、 H-15グリッド杭南側に広がりをもって検出された井戸祉である。こ の井戸の東肩は、

調査区外東に在る。検出された掘方規模は、南北2.05m、東西1.5mまでである。海抜14m付近で検出

されたが、東壁土層断面図では、 海抜14.5m付近より掘り込まれているのが確認された。深さは制限深

ρ
りつ。
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度現地表下1.5mまでのi泊:認で、 ;;::1開

はされていない。

このJ十二戸の恕ー1..は、此褐色粘質士で¥

全体に炭化物が泌入している。大別し

て 3)凶に分かれ、 I:J邑;は上丹:粒一千~土

丹塊(~30cm大)、かわ らけ細片を含

みやや締まる。l何回、下回には土丹が

さほど混入しなくなり 、締まりも非常

に思くなる。

井戸 4 (図23)

調査区南内側、 F-18グリッド杭Jヒ
側に広がりをもって、検出されたj=1二戸

ミ 三二三一 一 r 、J

)
LV

耳
、
〆?。

f
 。

満4最下層

。 10cm 

図19 溝 4出土遺物 (5) 

hl :である。このJI:戸の |判、 1~.7Ì は、制査区外南に在る。検出されたのは、東四1.8m 、 I:$j北0.9m までの掘

方である。追桃山iJーでは、海抜13.7m付近の検山であ ったが、、南壁イ-.h:o:l l~)r IJLi図では海抜13.9m付近ーよ

り掘り込まれている こと がii信忍された。深さは制限深度を越えるため、未完JJ:l1である。

このナ1..戸の出 1..は、土川粒子、 土円塊、かわらけ細片、炭化物を含み、大日1)して 2層になる。上層は

灰褐色料i'fbl上で、炭化物を多く混入しており、 下層は暗灰色粘質十.で、まばらに炭化物を含む。 締まり

は、両JEjjhにj込くなし、。

井戸 3出土遺物(図24、 1 ~ 9) 

1 ~ 7はロクロ成形のかわらけ。ここから出土したかわらけの特徴は、胎土は粉質で、防色系を呈 し、

白針、金雲母、茶色粒子、 !こl色傑を交え焼成は良好である。また、口径に比し器商が高い。 1~ 3は大

JJllo 口径13~12.5cm 、 !底径7 .4~6.6cm、器高4.1 ~3.2cmを i~_lJ る o {WJ壁は底部から外l又して立ち |てがり 、 2

は口g~M-i t}ßが山以となる。 3 は下層からの混入品。 4 ~ 7は小田10u径7.8~6.8cm 、 底径4.9~4.2cm 、

器高2.7~ 1. 2cm を社11) る。 4 ~ 6の外底部のすのこ痕、及び糸きりの痕跡は|明l憶ではない。 7は下層より

の混入品。

8 は 白 líiH皿の白紙自1)の破片。素地は白色、透明な白色軸を施平IÜする。光沢、艶、 ~~に良 L 、。 内面に印

花文を施し、u総部は口7じとなる。

9は111茶碗窯系th!鉢のj伝部の破片。胎土は灰色を呈し、白色粒子、小石を含み粗し、。断面、三角形の

貼付け高台で、|人l底凶|は非常に摩滅している。

井戸 4 出土遺物(図24、 10~13)

10~13は ロ ク ロ成形のかわらけ。 10、 11は大皿。口径は 13cm を iWJ り 、出形は{W)畦が外反するタイプで

ある。 11は底任、 U径比が大きく、器高3.9cmと高い。胎土は共に粉質で、位色系を呈 し、 白針、 雲母、

赤色離を交え、焼成は良好である。12は小皿。口径 8cmを測る。外底部のすの こ痕は顕著である。13は

口径5.8cmをiHIJり、 JJ台士は樺色を呈し、粉質である。

表土層出土遺物(図25)

1 ~15は ロ ク ロ成形のかわらけ。 1 ~ 4は体部が内湾する。IJ台土はま:町、赤色粒子を含み粉質であり 、

1、 3は陪色をttし、 2、 4は肌色で、硬く焼き締まる。 1はノミ皿。 Uf主12.2cmを出IJる。外底部の糸き

りの成形は雑で、 すのこ痕を明瞭に造存する。 2 ~ 4 は小皿。円径8.2cm、底径6.2cm前後、 器高 1. 3cm を

iWJり、浅いITI1状である。 5~15は休部が外反するタイプである。 胎土は位色系で、白針、 雲母、 赤色i線、

白色離を多く含む阻いIJ台卜.である。外底部のすのこ痕、及び糸きりの痕跡は明瞭ではなし、。 6、 7、 8、

n
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10は、体部に若干丸昧が残る。 6の胎土は肌色、粉質で|主

主-1-、雲母、赤色際、白色li業を含み粗い。 7、 8、10は胎仁

が燈色系で赤色粒子を多く 含む胎上で、ある。 2、 9は灯|同

1I11。

16は青磁蓮弁文碗の口縁部の破片。素地は灰色、利l調は

灰味緑色を呈する。器表には無数の傷痕が有り 、光沢、 艶

共に悪L、。蓮弁の幅は広い。

17~21は瀬戸窯の製品。 17、 18は灰柚、折縁山の口縁部。

共に11台土は、灰色を呈 し、粉質、軟質である。柚調は、灰

昧黄緑色を呈し 、 器表には l~入が著し い。 17の外体音[)は露 図20 土墳 6

胎、口縁部の凹帯は浅く 、18の口縁部の凹帯は 4mm と深い。 19は入子の底部。 1~)~ された底径は3 .4 cm

を測る。胎土は白色を呈し、黒色粒子を若干含み、 i[次質、精微である。体部は露胎となり 、タト底部の糸

きりの痕跡は明瞭である。20は皿lの底部。 l底任5.2cmを出IJる。IJ台土は灰色を呈し、白色粒子を含み硬質

である。外底部には糸きり痕が明瞭に造存しており、はけ塗りの痕跡を昭めている。21は鉄柚天日茶腕

の口縁音[)o 22、23は常滑窯の奄の口縁部。 22は主縁となり 、胎土は灰色を呈 し、白色粒子を若干含み、

精良である。口縁端部、及び外体部に|埠灰する。23の復えされた口径は19cmを測る。胎一|二は灰黒色を呈

し、微細な白色粒子を含み硬質である。口縁部全体に降灰している。

24は研磨痕のある陶片。常滑窯の護の胴部片を使月jし、 2辺に使用痕が;忍められる。

25、26は鉄製品、釘。

27は砥石。鳴滝産、仕上ーげ砥。

28は骨製品。厚さ 5mm 、 I[II~1. 15mmをiJtiJり、端部を丸く成形して由ー径 7mmの孔を穿つ。

1面出土遺物(図26)

1 ~39はロ クロ成形のかわ ら け。 1 ~1 2は大1111 0 1 3 ~21 は巾 rUl o 22~39は小JIIl。 大聞の口径は 15~

12 .2cm 、 底径9.4~ 7.2cm、器高4.2~3.6cmを測る。概ね、 IJ台土は粉質で、 ほぽ楼色系にまとまり 、 胎土に

は白針、金雲母、赤色粒子を多く含む。{本部が大きく外反するタイプのものである。 l、4、 6、 8は

さらに端部が聞いて法量を高めている。特に、 11は底径が小さく 、口径との比率が大きし、o cjJ lTIlの口径

は 10.8~8.9cm 、 底径5.4~ 5 cm 、 器高3.8~ 2 .4 cm を iJlIJ る 。 (本部が外反するもの、丸l床を残すもの、胎土も

樟色系、肌色系と両様である。 22~36の小皿の円径は 8 ~ 6 cm、底径5.1~3.3cm 、 器高2.7~ 1. 6cm を測

り、概ね、口径に比べ器高は高L、。

40~47は磁器。 40 は青磁、櫛掻文腕の口縁音[)の破片。 素l也は灰白色を呈 し、やや名11性が強 L 、 。 紬調は
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緑!火~を呈し、光沢、 透明度共に良い。 41~43は白磁の碗、 41 、 42は円冗碗。素地は山色、 灰白色を呈

し、制調は灰白色で、光沢、艶Jtに良い。 41の復元さ れた口径はllcmを測る。 42は器表の貫入が著しい。

43の素地は、 黄味灰白色を込し、flll調は白色、光沢、艶、透明度全て良い。器表には貰入が若干見られ

る。 44~47は青白磁。 44は栴)悩の IJI司音l íの破片。素地は灰([色を呈 し、 若干、 白色粒子を含む。 柚調は灰

l味*肖色を呈し、再火を受け火ー透する。 45は輸花皿の口縁部。素地は灰白色を呈し、織密である。紬調

は青緑色を呈し、気泡が多く失透する。 46は合子の蓋。彼ぶされた口径は5.4cmをjftlJる。京地は白色を

呈 し、柚調は禄味白色、光川、透明度、艶良L、。口縁端部は諒胎とな り、器表には貰入が著 しし、。 47は

香炉の肢IJ。素地は灰i斗色を日し、徹子買である。柚調はi農水宵'10.を呈し、光沢、透明度共に良い。脚部は

fl，!j付けて作られる。

48~57は瀬戸窯の製品。 48、 49は灰t[11卸皿。 48の復元された u径は 19.6cm を jftlJ る。胎土は灰色を呈 し、

白色粒子、金雲母を合む。[[総端部は凹帯が回る。 49は 7mmと器内が厚く 、胎土には令雲舟を含まない。

50は灰紬縁紬皿、 復JLよされた[[fをは12.6cmを測る。胎土は灰色を呈し、白色粒子を含む。51は灰柚の皿

の底部。復元された低径は 5cmを測る。胎土は暗灰色を早し、['[色粒子を含み粗い。内底面の重ね焼き

の痕跡、また、外底部の糸きり出跡、は明瞭に残る。 52は灰利l折縁田lの口縁部。復元された口径は14cmを

i){IJる。胎土は灰色を呈し、[:'_[色村ず・を含む。口縁端部は 2cm折り曲げられ、 2段の凹情が回る。 53は皿

の底部。底径8.2cm を出IJ る 。 54 は鉢の底部。 55~57は灰柚の腕。 55 は口縁部の破片。 56、 57は底部。 56

の復Jt_;された底径は 6cmをiJllJる。11台上は暗灰色を呈 し、白色村子を含み組L、。貼付け高台であ る。57の

底保は 5cmをiftlJる。胎上は11JL色を呈 し、白色粒子を含み粗い。高台は削出し高台である。

58、59は山茶碗窯系担鉢の[[総部。共に胎土は、灰色を可.し、白色枝子を多く含み、|寸縁端部は丸く

収める。58の復元されたH符は27.4cmを測る。

60~63は常i骨窯の鉢の LI ~:d: "'~ I íの破片。胎土は灰燈色~淡悩色を呈し、 白色粒子を多く 合み、概ね軟質

で、仁l縁端部は窪む。

64は亀山の輩の胴部の{波打。

65、66は瓦質製品。 65は輪花引瓦片足碗。復元された口保は 9cmをiftlJる。胎土は白灰色を呈 し、精良で

ある。器表は黒色処理され、HIiノ5.戸lに磨かれる。 66は燭台の!出l部。直径4.6cmを測る。日目表は黒色処理

され、縦方向の磨きを施す。 卜)Jにはスタンプによる雷文と:iili珠文が巡る。

67はかわらけを転出したI-'-J1)Xo I白i主6.6cm、厚さ0.7mm前後、およそ半分が遺存 している。68、69はか

わらけを転用した取胤。 |人Jfr!iの所々 に銅が付着 している。

70は研磨痕のある陶)-'，'0 ~~;\ i1'L~(;の護の胴部片を用い 、 2 辺を使肘 してい る。

71は北宋銭。至和元宝。

( 2) 2面の検出遺構と出土遺物

土Jd断面図では、かなり文化lEiが細分されていたが、こ のH寺則に行われている玉砂利の張替の層位に

より、 3時期に大別された。以卜¥新しい順に 2A面、 2Bll而、 2C凶jとし各時期の造栴と遺物の説明

をする。

2A直l は 1 面下20cm灰~II山~*，Ii 卜J留を取り除いて検出された遺構面で、調査区南側に検出された。調

査1>(北側は、 1面11守の削半を受け検出されていなし、。 この:lH1tW而 tからは、玉砂利敷き辿陥が 3カ所に

確認された。ま た、部分的に粉砕かわらけによる地業が行われていた。他に、かわらけ揃りを 2カ所、

十墳 3基、井戸 2基、据笠 lh!;の検出もある。 2B面は、 2A由ーより 20cm前後下.から fi'{fi認した遺構面で

ある。 この面は、随所にjJJ地主が施されており、その国i1..に遺構は展開しているO この而からは、調

査|文中央部に 2カ所の玉砂利政治情が確認された。その東側からは 4個の礎石を検出した。また、調査
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区南側、北側においては溝群、柱穴

群を検出している。 2C面は、 2B

面より 15cm前後下、 茶褐色粘質土層

上に確認した遺構面である。この面

からは、かわらけを粉砕した もの、

また、土丹による地業が施されてい

た。この面上には、 焦土が広範囲に

わたって確認された。この固からは、

2m四方の広範囲にわたる、 3カ所

の玉砂利敷遺構が確認された。また、

3m四方にも及ぶかわらけ溜りを、

lカ所に検出している。

2A面の検出遺構と出土遺物

(附図 2) 

玉砂利遺構 1 調査区南西隅、G- -

14.2m七三三ミミミ

〆、、

旬
、も""，>，/，

4ト

H-'4 

チG、19 、」

， ~ 
ζ、 181

/.曹
土議
/IX 

142m a 空憎
- .，.，..--ー戸ーー~守ヲ戸内町戸テヲーアヲ‘ーー

玉砂利

J

八
U叩

言
・

γil---2m 

図27 玉砂利遺構 1・2・3

ヤ

18グッリド杭の南側にlよがりをもっ

て、海抜14.2m付近で検出された遺

構である。この遺構は40cm前後の空

間を挟んで東側と西{f!ijに広がる。確

認された範囲は、東側で、東西O.2m

南北O.4m、西側で東西1.1m、南北

2mで・あるo 10cm前後の厚さをもっ

て敷かれており、玉砂利の大きさは

直径 5~30mmのば らは、らの大きさの

ものを使用している。この玉砂利敷

遺構は、西から東へ緩やかに傾斜し

ており、最大比高差は10cmを測る。 写真 1 玉砂利遺憾 1

玉砂利遺構 2 調査区南側、 H-15グッリド杭下に中心をもって広がり、海抜14.2m付近に検出さ

れた遺構である。範囲は東西O.8m南北 1mが確j忍された。まばらな平面的な広がりであり、また、約

10cmの厚みを確認したが、それもまた、密度が組く liiti実なものではなし、。玉砂利の大きさは直径 5~30 

mmでtある。

玉砂利遺構 3 調査区南側H-14グッリド杭西側に広がりをもって、海抜14.2m1，j近に検出された遺

構である。東西O.3m、南北l.1mが確認された。玉砂利造構 2と同様に、 正臨さに欠けるが、厚さ 9cm 

を確認した。玉砂利の大きさは直径 5~30mmである 。

玉砂利遺構 1出土遺物 (図28 1 ~27) 

1 ~22はかわらけ。 1 ~ 4はロク ロ成形の大問。 5~22は小皿。 5 は手づくね成形、 6 ~22はロクロ

成形。ロクロ成形の胎土は、概ね、ほぼ樟色系を呈 し、胎土には白針、赤色、 白色礁、 金雲母を多く 含

む。 底部の糸きりの痕跡は明瞭ではない。大皿の口径は 13~12.2cm、底径8.8~7.9cm、器高3.3~ 3 cmを

測る。口径、底径共に縮小化の傾向にあり 、また、 器肉も 7mm と薄手である 。 小皿lの口径は8 . 8~6 . 6cm 、

底径6 . 5~4 .2cm 、 器高 1.9~1.2cmを測る。 5の復元された口径は、9.4cmを出Ijる。ゆがみが顕著で、作り

ηべ
U

A
付
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が雑である。

23'"'-'25は青白磁。23は梅瓶の胴帝1)

の破片、素地は灰|ニ|色、和l調は水青

色を呈 し、光沢、透明度、艶すべて

良い。器去の貫入が著しし、。 24、25

は合千の蓋と身。共に素地は白色、

柚調は7}(青色を呈する。同-{I81体の

可能性がある。 24の復元された口保

は8cm、口縁部は蕗胎となり、頭]買

部には印花文を施す。25の復Jこされ

たu径は6.4cm、仁|縁部、底部はillo

胎である。 26、27は白かわらけの

口縁部の破片。

玉砂利遺構 2出土遺物

(図2828~33) 

28'"'-'33はロクロ成形のかわらけ。

28，.....，30は大皿。 31'"'-'33は小皿。胎土

は粉質で、胎土には自主1-，赤色l様、

金雲母を多く 含む。大皿の口径は13.

4cm、底径8.5'"'-'7.8cm、器高 3cm前

後である。口径、底径比が大きくな

りつつあり、器肉の薄手化が顕著で

ある 。 29は前代の様相を呈 し、器~J

が厚く、底部が大きし、。小皿の口径

は7.6'"'-'7.2cm底径5.2'"'-'4.8cm器 l高l.8

'"'-'l.2cmをiWJる。

玉砂利遺構 3出土遺物 (図2834~37) 

34、35はロクロ成形のかわらけ。34は大nTIo 35は小皿。 AにIJ台土は櫨色系をと止し、扮質である。大阻

写真 2 玉砂利遺構 2

写真 3 玉砂利遺構 3

の復疋された口径は14cm、!ま径8.8cm、器l缶3.8cmをiJliJる。精肉は薄手イヒがほl若である。小Illiの復元され

た U径は7.5cm、底1it5.2cm 、 器~"':j l. 6cmである 。

36は瀬戸窯の灰手111の入子。 仁11毛3.6cm、氏径2.6cm、器高 6mmをiWJる。外休部、内民自は記長胎となり 、

また、外底部はへら巾lり調整である。

37は鉄製品、釘。

かわらけ溜り 1・2 (図29)

二k砂利追構 1 の東11!IJ に検出 されたiiS構群である 。 j 七に :~YI面的な広がりを持って検 IH されたが、わずか

な広がりを呈する小規模なかわらけiti'1りである。全てロクロ成!日のかわらけで惜戒されている。

かわらけ溜り 1は、調査区南京問、 日-19グリ ッド杭を中心にjよがりを持っ て、出抜14.1m付今近に検

出された迫構である。範囲は東西l.6m、|十uヒ0.8cmを測る。散花した慌社iで‘あり 、また、このかわらけ

溜り の中からは、木炭片が多数検出されており、|直伴;5 cm、長さが10cmをiJ!lJる大型のものも認められた。

かわらけ溜り 2は、かわらけ浦り 1の北東、卜!-18グリッド杭西日!IJに、 Jよがりを引 って、海抜14.2111

A
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図28 玉砂利遺構 1・2・3出土遺物

付近に検出された遺構で-ある。範囲は、東西 1m、南北0.3mをiHlJる。

かわらけ溜り 1出土遺物 (図30)

1 ~23は ロクロ成形のかわらけ。 1 ~ 5は大皿。 6~23は小皿。大皿の口径は 13~12cm、底径9.6~7.

5cm、器高 3cm前後である。口径、底径比は小さいが、器肉の薄手化、口径の縮小化の傾向が見られる。

l は 口径、 底径比が小さ く 、 器肉が厚めで前代の様相を残す。小皿の口径は8.6~7.6cm、底径6.4~5.1

cm 、 器高2 . 2~ 1. 3cm を iHIJ る。Jltì土は櫨色系、肌色系と両様である。胎士は概ね粉質であるが、 6 ~ 12の

胎土はやや砂交じりである。

24は瓦器碗。復元さ れた口径は9 . 6cm を測る 。 ~l台土は Jf白色、紐を丸めたような高台をつける。楠葉

型のものとは若干タイプの迷うものである。

かわらけ溜り 2出土遺物 (図31)

1 ~ 6 はロクロ成形のかわ らけ。 1 、 2 は大問。 3 ~ 6 は小I旧。大 1mの口径は 13cm前後、小山の口径

は8cm前後に収まる。胎土は概ね粉質で、白色際、白針、雲母を含む。大皿の休部は内湾気昧に聞いて

立ち tがる。小皿は浅い皿状を呈する。

7 は青白 lîl~、合子の蓋、 復元さ れた口径は 8 cmをiJllJる。素地は灰白色、紬調は緑味水青色を呈 し、や

や失透するが、光沢、艶共に良L、0
8は鉄製品、釘。

据聾(図32)

G -16グリッ ド杭凶{I[IJにおいて、出抜14.2111付近で検出された遺構である。[-，縁部は欠損 している。

検出されたのは胴~底部にかけての部分である。この護は、 最大胴部径80cm、13高48cmまでが確認され

た。40cm前後が埋没してお り、埋土の上面には、こ の裂の破片が20片散乱していた。

こ の護の埋土は灰褐色粘質土て ~ 5 ~10cm大の土丹塊、大きさ 10rnrn前後の l~ 1i少利が含まれており 、 炭

化物も若干混入している。
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図29 かわらけ溜り 1・2

据聾出土遺物(図33)

/ 

主'

1、 2はロクロ成形の大皿と小山。共に薄手深鉢型のものである。大皿の口径は13.3cm、底径8.2cm、

器高3.4cm、小皿の復元さ れた口伴は7.1cm、底任4.3cm、器高2.6cmを測る。

3、 4は常滑京の護。 3は口総音1¥の破片。 4は底部。胎土は共に、 長石を含み、灰色を呈する。 3の

縁，:iJ-l隔は 3cm、 4の底径は22.6cmを測るO 同一世|休の可能性がある。

土境 3・5・7 (図34)

J)蹟3はG-15グリッ ド杭南側IJに広がりを持 って、?irHt14m付近に検出された遺構である。検出され

た肝心-規模は東四1.3m、南北O.8mを削iJり、平l同形は、!宋聞を長軸とする楕円形を呈する。底部はほぼ

仁IJ心にあり 、南北O.5m東西O.4mを測る。深さは確認rfliよりO.96mである。fWJ壁は、直立気味に、若干

聞いて立ち 上がる。また、この 1.墳の岐部中央には、安山岩の礎石が遺存 している。大きさは30cm四方

で、厚さは10cmである。J..而は平坦である。

この土墳の覆土は灰褐色粘質土で、上回には挙大の |て丹塊、 石片、 かわらけ細片が混入しており 、

下回に行 くに従い、混入物の粒-fが細か くなり、また、炭化物が混入して くる。 全体的に締まらない覆

土である。

|二j嵐5はH-16グリッド内、 市11d査区東日吉際にお いて、 海抜13.9m付近に検出さ れた遺構であ る。検出

された掘方規模は、南北 1mをiJliJり、東西方向]は主体が調査|孟外東に在るが、O.5mを確認した。深さ

は lit~ F..忍面より 20cml日後の浅い土峨である。

この土蹟の覆土は灰褐色粘質上で、土丹今粒子、鎌倉右片、かわらけ細片、炭化物が混入し非常に締ま

らない覆ニトーである。
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図31 かわらけ溜り 2出土遺物

この土墳は、こ の面より検出されたが 1i百時の遺構で、 1面時には確認できなかった土壇である。

土墳 7はG-13グリッ ド内で海抜13.8m付近に検出された遺構である。平面形は円形を呈し、検出さ

れた掘方規模は直径O.8m、深さは確認面より 40cmを測る。底部は西寄りに在り、また、側壁は真っす

ぐに掘込まれている。

この土墳の覆土はH郎、茶褐色粘質土で、土丹粒子、 玉砂利、かわらけ制片、炭化物が混入し、締まり

は極めて悪い。

土境 3出土遺物(図35 1 ~ 6) 

1 ~ 4はロクロ成形のかわらけの小皿。 1、2、 4の胎士は憧色を量 し、白針、赤色粒子、砂粒を含

み、器表はざらつく。底部の糸きりが雑である。焼成は良好で、 4は焼き締まる。 3は肌色を呈し、比

較的丁寧な作りである。口径8.5~7 .5 cm 、 底径6 . 2~5.3cm 、 器高1.6cmを測る。

5は渥美窯の担鉢。復元された底径は13cmを測る。胎土は青l床灰色を量し、若 |ー の長七を交えるが精

良土である。 内底面は摩滅している。高台は !! I~付け高台であり 、 籾殻の l王痕が観察される。

6は安山岩系の石臼、上日である。復元された直径は45cmを測る。目|高は 4cm、供給孔は直径6.5cm

を測る。

土壌 5出土遺物(図357、 8 ) 

7、 8はロクロ成形のかわらけの小

皿。口径8.8cm、底径6.1cm、5.2cm、器

高1.6cmを測る。共に体部は外反し て

立ち上がるが、 7の胎土は憧色、白針、

赤色粒子、白色礁が混入し、器肉は 8

mm前後と厚し、。 8の胎土は肌色系、白

針、雲母が混入しており 、器肉は 6mm 

前後と若干薄手となるO

土境 7出土遺物(図359、10)

9はロク ロ成形のかわらけの小皿。

口径7.8cm、底径5.6cm、器高1.2cmを測

る。胎土は燈色を呈 し、白針、赤色粒
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子、砂粒を含み器表はさらつ

く。底部の糸きりが雑である。

再火を受けた痕跡を留める。

10はJヒ宋銭。紹聖元宝。

井戸 1(図36)

調査|ま同壁際G-14クリッ

ド杭下に広がりをもって、海

抜13.9m付近に検出された遺

構である。この井戸の主体は、

調査区外西にあるため、検出
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された掘方規模は、 南北l.2 図34 土墳 3・5・7

m、東西0.8mである。 深さは制1)1l深度l.5m以上で、あるため、底部の確認はなされていない。

この井戸の覆土は民福色粘質土で、 ヒ層には土丹塊、土丹粒子を多く含み、かわらけ細片、炭化物が

混入し、仁|二l層には炭化物が多く混入しており、締ま りは極めて!tql、。下層は混入物が認められず、締まっ

た層である。

井戸 2(図37)

調査区東壁際H-16グリッド内で、海抜13.7m付近に検出された遺構である。北側は井戸 3に切られ

てお り、 東側は調査区外東にある。 検出された掘方規模は南北l.2m、東西0.56mである。深さは制限
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図35 土墳 3・5・7出土遺物

深度1.5m以上で、あるため、未調査である。

この井戸の覆土は若干砂の混入した灰黄色粘質土で、上層には土丹粒子を多く含み、かわらけ細片、

炭化物が混入し、下層には炭化物が多く混入しており 、全体的に締まりは悪い。

井戸 1出土遺物(図38)

1 ~ 8はかわらけ。 1~ 4は大皿。 1、 2は手づくね成形。口径15cmと大型で、器肉は薄く、口唇端

部は角張る。 3 、 4 はロクロ成形。口径13~12cm、底径8.5cm、器高 3 cm以上で、ある。胎土は粉質であ

るが、胎土に砂が混入しており、ざらつく。法量の縮小化、器肉の薄手化の傾向にある。

5 ~ 8は小皿。 5、 6は手づくね成形、 7、 8はロクロ成形。 5、 6の口径は 9cm前後、器肉は 6mm前

後を測り、薄い。 7、 8の胎土は肌色を呈し、粉質で白針、赤色粒子を含む。胎土は肌色を呈し、自主十、
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赤色粒子、含む。比較的丁寧な作りである。口径 8cm前後、 底径 6cm、5.2

cm、器高1.7cmをiWJる。 8は底部の糸きりがな'ff_な作り方を しており 、焼成は

良好である。 1、 2、 5、 6は混入品O

9、10は青白磁。 9は合子の身、10は皿の口縁部の破片。 9の復元された

口径は5.8cmを測る。素地は白色を呈 し、軸調は水青-色で、ある。蓋受と体下

部は露胎と なる。 10の素地は白色を呈 し、平I1調は水青色であ る。 内体部には

輪花の稜線が認められる。

11はかわらけ質製品。高台を持つ皿、あるいは碗。l底径6.6cmを測る。平

高台であり 、高台には糸きりの痕跡を有する。

12は鉄製品、刀子。

井戸 2出土遺物 (図38 13~26) 

13~23は ロ ク ロ 成形のかわらけ。 13~ 17は大皿、 18~ 23は小皿。 大皿の口

径は 13 .4~12 cm 、 底径9 . 8 ~7.7cm 、 器高3.2~ 2.8 cm をiHlJ る。 1 3、 14、 1 6の胎

土は肌色系を呈 し、粉質であるが、14、15は若干砂を交える。口径、底径比

が小さいが、器肉が薄手となり 、口径も縮小化にある。15、17の胎土は樟色

系を呈し、白針、金雲母、赤色粒子を交え、外体部が若干外反する。小山の

口径は9.3~7.2cm 、 底径6.2~4.4 cm 、 器高 2 .4 ~1. 2cm を測 る 。 20 、 21の胎土

は粉質であるが、若干砂を交え器表がざらつく。 口径、底径比が小さいが、

器肉が薄手である。18、22、23は粉質の胎土であり 、外反する体部の特徴を 。
有 し ており 、 上層からの混入 と思われ る 。 24~26は雌器。 24 は青磁、 櫛f童文

碗の底部。復元された底径は5.3cmをiJtIJる。素地は灰白色を呈 し、粘性があり精織である。紬調は緑灰

色、艶、光沢、透明度良し、。器表には貫入が顕著である。 25は白磁口冗の口縁部の破片。 素地は白色、

粕調は灰白色、失透するが艶、光沢良い。26は小壷の口縁部。復元された口径は 7cmを測る。素地は白

色を呈し、柏調は淡い緑昧白色である。口縁端部は露胎となり、口縁部に連珠を巡らせる。器表の貫入
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2A面出土遺物(図39~41)

図39、 1~130はロクロ成形のかわ らけ。 1 ~22、 26~31 は大田。 23~25、 32は中皿10 33~130小皿。

大皿の口径は 14 .4~12cm、底径10.2~6.7cm、器高4.2~2.6cmを測る。胎土は、概ね陸色~肌色、粉質で、

白針、雲母、赤茶色粒子を含み、焼成は良好で、薄く焼き締まる。口径、底径比が大きくなりつつ、口

径の縮小化、器肉は薄の薄手化が顕著である。 8、12、30の胎土は、樟色系を呈し、赤茶色礁を特に多

く混入する。 15、16は砂質が強く、口径、底径比が小さし、。 2は口縁部の器肉が 4mmがと薄く、 口唇端

部を端反とする。中皿の口径は 1 1.8~ 11.2cm、底径10.2~6.7cm、器高 3 cm 前後を測る。焼き締まり、器

肉の薄し、ものが中心である。小皿の口径は 8~ 7 cm、底径 6~ 5 cm、器高 2~1.5cm前後に収まる 。!J台

土は、概ね粉質で、白色礁を含み、器肉は均一である。器型は皿型、あるいは碗型を呈し、器肉は焼き

締まり薄いもの、ぼったりと重量感のあるものと両様の様相を呈する。 114~ 1l 8、 120、 124 、 125 は薄

手深鉢型の系統である。 45は休部が直立気味に真っすぐに立ち上がる。 54、90は、体部の指なでが強く、

明瞭な稜線を有する。 83、84は口径、底径比が小さく、古式の様相を留める。旬、 94は口唇端部がつま

み上げられ尖る。 38、45、82は底部中央がなであげられ薄くなる。 109、110、117は体部中央に明瞭な

稜線が一段入る。 41、73、92は体部を薄く引き出す。 130は口唇部の 2カ所に切り込みの加工痕を残す0

4、 8、32、34、48、113、130は灯明皿。 103は再火の痕跡を留め器表が焦げている。 3、 6、23、119、

121、124、128、129は上層からの混入品。 図40、 1~23は磁器。 1 ~16は青般、 17~20は白磁、 21~2

3は青白磁。 1~11は蓮弁文碗の口縁部。素地は概ね青昧の白色を呈し、精徹で粘性がある。紬調は l、

6は灰昧緑色、 3は明青灰色、 2、 4、 7、11は灰昧緑青色、 9、10は水青緑色、 5、 8は灰味青緑色

を呈する。概ね体部の柚は厚く、口唇端部は、素地が透けるほどに薄Li。失透気味であるが、艶、光沢

共に良い。 2、 3は、器表の貫入が顕著である。器型は、体部が真っすぐに外反して立ち上がるが、 2、

4は内湾する。 5、 6、11は口唇端部が端反となる。 1は外休音1)の蓮弁の幅が広く 、再火を受け、肌荒

れしている。 12は龍泉窯の皿。復元された口径は12cmを視IJる。素地は灰白色を呈し、ガス孔が多く観察

される。柚調は黄緑色で、再火を受け肌荒れしている。内底面に刻花文を配する。 13は碗の底部。復元

された底径は 6cmを出IJる。素地は灰色を呈し、前iJ調は青緑色で、内底面に変IJ花文を、外{木下部には沈線

を配する。 14は折縁鉢の口縁部。復元された口径は22cmを測る。口唇端部は 2cm折れ曲がり、 5mmの縁

帯を巡らす。素地は灰白色を呈 し、柚調は青緑色で、やや失透気味であるが、艶、光沢共に良L、。器表

の貫入は顕著である。 15は折fJ要鉢の底部の破片。素地は灰白色を呈し、手Itl調は青緑色で、畳付以外は全

面施手111されている。やや失透気味であるが、艶、光沢共に良い。 16は双魚、文鉢の底部。 復元された底径

は17.8cmを測る。素地は灰色を呈し、柚調は青緑色で、畳付は施紬されなし、。内底面に、魚、文を貼付ーす

る。 17~20は白磁の日正。 17の復元された口径は 12 .4 cmを測る。素地は白色を呈し、紬調は青昧の灰白

色である。やや失透気味であるが、艶、光沢共に良L、。 18の素地は白色、柚調は灰白色を呈する。 19、

20の素地は灰白色、和l調は灰色である。 19は艶、光沢共に良く、器表の貫入が著しし、。 20は光沢・艶共

に悪い。 21~23は梅瓶の胴部の破片、 21 は体部、 22は底部近くの部位、 23は肩部。素地は共に灰色、紬

調は灰味の水青色を呈 し、器表の貰入が顕著である。 21は再火の痕跡を留め、 22、23は光沢、艶が良い。

24は緑軸の袋物の底部。復元された底径は9.8cmを測る。素地は灰色で、微小な石粒が混入している。

制調は、灰昧青緑色を呈し、透明度、光沢共に良L、。内面及び外底部は露胎である。

25~28は瀬戸窯の製品。 25は灰柚の折縁皿の口縁部。復元された口径は、 26 .4 cm を測る。!J白土は灰色

を呈し、1.8cmの口縁端部を 2段に折り曲げ、 1.1cmの縁帯を作り出す。 26は黒柚の花瓶の胴部片。胎土

は灰色を呈 し、比較的精撤である。文様部分は粘土で貼付けられ、工具による印刻を施す。 27は灰柚碗

の口縁部。胎土は淡い肌色を呈し、軟質である。 28は灰柚の入子の底部。復元された底径は 5cmを測る。
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~50mm大の大きさのものが敷かれていた。

玉砂利遺構 5の北側に、 4個の安山岩の礎石が検出さ

れた。礎石の大きさは、30cm前後四方で、平面形は、ほ

ほ方形を呈している。礎石の上面は平坦であり、その上

面の海抜は13.9mである。礎石聞の心心の距離は、 1.1

mを損IJる。また、この礎石群は、調査区東壁際に検出さ

れており、調査区外東に延び、る可能性もある。この建物

の南北の軸方向はN-300 
- Eである。

玉砂利遺構 5出土遺物 (図43)

1 ~14はかわ らけ。 1 ~ 6、 8~14はロクロ成形、 7

は手づくね成形である。 1~ 6は大I皿、 7~14は小皿。

ここで検出されたロクロ成形のかわ らけの胎土は、樟色

系、肌色系両様であり、大皿は樟色系にまとまる。胎土

には白色、及び赤色際、 l弘、粒、雲母を含み、器表は若干

ざらつく。大皿の口径は14~12cm 、 III径9.2 ~7.7cm 、 器

高3.3~2 . 7cm を測る 。 体部は丸昧をもって若干聞き気味
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図42 玉砂利遺構4・5磁石建物

に立ち上がる。口径、底径の比率の増加、器肉の薄手化が認められる。 7の復元された口径は8.2cmを

iNiJる。口唇端部のなでが強く、角張る。底部は平底状を呈する。再火を受け、器表は焦げている。小1111

の口径は 8cm前後、 底径6.8~5.4cm 、 器高1.8~1.5cmを測る。概ね、体部には l段の稜線を持ち、内湾

気味に立ち tがるが、 8は聞いて立ち上がる。

15~19は磁器。 15 ~18は青磁、 19は青白磁。 15は劃花文碗。素地は灰色を呈 し、粘性がある。制調は

緑灰色、光沢、 艶、 透明度すべて良い。内面の器表には、 ササラ状の縦方向の傷痕が認められる。 16~

18は蓮弁文を有する。16の蓮弁はl幅が広く、 17、18は細い。16、17は碗の口縁部の破片。素地は共に灰

白色を呈し、紬調は、 16が緑l味灰色、17が緑灰色である。 18は口唇端部が端反となる。素地は灰色、青

色の紬である。 19は合子の身。復元された口径は4.5cmをIftlJる。素地は白色、柚調は緑|沫白色を呈する。

口唇端部は露胎となり 、体部の貫入は内外共に顕著である。 20、21は常滑窯の製品。20は護の口縁部、

21は鉢の口縁部。20の胎土は淡憧色を呈し、長石、白色離を混入する。21の胎士は、灰色を呈 し、 長

石が含まれており、破片全体に降灰している。

22は北宋銭。元祐通宝。

溝 3・5・6 柵列 1・2 (図44)

これらの遺構群は、調査区南側、海抜14m前後付近で検出された。これらが検出された遺構面には微

弱な土丹地業がなされていた。

溝 3は、G- 13~17 グリッドにまたがって検出された、南北に走る長い溝である。およそ 、 調査区

の南側半分に、その様相を示 している。この溝の北側はG-13グリッド杭付近で姿を消し、南側は、G-

17グリッド杭以南で、 二股に分かれ、さらに南側に延びる。四側を溝 5、東側を溝 6とする。

11等 3 の検出された掘方規模は、 南北7.5m 、 幅50~60cm、深さは確認、面より 30cmを測る。この溝の断

面形は、四角を呈 し、個IJ壁は真っすぐにち上がる。溝の底部は平坦で、北側が若干低くなっており、南

側の山裾から北側の滑川方向に流れて行く様相を示 している。

この溝の覆土は灰褐色粘質土で、土丹粒子、かわらけ細片、炭化物を含み、締まりがない。

この溝の南北の紬方向はN-380
- Eである。
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溝 5は、溝 3が二肢に分かれた酉{j[lJ

の南北溝である。この溝は南に向かう

に従い、 j持l隔を狭め、深さも浅くなり 、

徐々に規模を小さくしている。また、

南端は、現代の撹乱を受けている。

検出された掘方規模は、南北4.2m、

幅50~20cm 、 深さは確認l雨より 10~ 5 

cmをiJ'!IJる。この溝の断面形は逆台形を

呈 し、{f[lJ壁は聞いて立ち上がる。溝の

底部は丸昧を帯び、北{I[IJが若干低くなっ

ており、南側の山裾から、北側の滑川

方向に流れて行く掠相を示 している。

この溝の覆土は、灰褐色粘質士で、 写真 5 玉砂利遺構 4

土丹粒子、かわらけ紺l片、炭化物を台み非常に締まりが思し、。

この溝の南北のi袖方向は N-420 
日である。

溝 6は、溝 3より分かれた東側の南北満である。この11専は、再j側に向かう憾柱|を史しながら、G-18 

グリッド内でy問える。

検出された出方規模は、南北2.8m、幅40~30cm、深さは {ì(ri 認iT:Õ より 20~15cm を訓IJ る。この溝の |折面

形は逆台形を呈 し、側壁は若 F聞いて屯ちヒがる。満の肢部は丸|床を帯び、北側が 6cmと若|二低くなる。

この溝の覆1.:.は灰褐色粘質土で、 士丹粒子 (mm~ 5 mm大)、かわらけ中111片、玉石を含み、締まりは極

めて悪い。

この満の南北の車ru方向は N-200 
- Eである。

flllWIJ 1 • 2 は 、 f'jÎ]述した溝群を挟んで、 並行に東~i に検出された。柵列 l が溝併の西側、 fllll タ IJ 2は溝

群の東側である。

柵列 1は6仁lの柱穴が、心心聞の距離 1m を保って、南北に並ぶ。柱穴のt!:五万規模は~J北50~60cm、

東西30~40cm、 平面形は、 南北を長MI とする陥円形を呈する 。 j来さは雌認面より 30~40cm前後を測り 、

底部の海抜は13.8m前後とほぼ一定である。柱穴併の覆七は茶褐色相l質了Lで、やや砂質に富み、覆 1・中
には炭化物が多く合くまれ、土丹粒子、かわ らけ細円も観察され、締まりは悪い。

このfllll?iIJ1の南北の

軸方向は、 N-300

-

Eである。

柵列 2は7仁!の柱穴

が、心心聞の距離 2~

2.1 mを隔てて、南北

に並ぶ。住穴の師方規

模は、 直径30~40cm 、

平面形は円形を呈する。

深さは確認面より 20~

40cm前後を泊Ijる。柱穴

群の覆ニトーは、灰褐色粘 写真 6 玉砂利遺構 5と礎石

n
6
 

R
U
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図43 玉砂利遺構 5出土遺物

質土で、このtllll列2の片JJじの'1油)j向は N-350 
- Eである。

溝 3出土遺物(図45)

1 ~14 は ロ クロ成形のかわらけ。 1~ 4 は大皿、 5 ~14は小IJll。大皿の LJ径は 1 3.2 ~11.8cm 、 径8 .4~

7.2cm、器高3.3~ 3 cmを測る。胎士は憧色系にまとまり 、粉質である。体部は丸昧をもち、若干、聞き

気味に立ち上がる。口径、 成径比の比率が大きくなり つつある 。 2 ~ 4 は薄手化が顕著である。 小皿の

口径は8 .4 ~7.6 cm 、 !真保7.0~4.8cm、器高1.8~1.5cmを出IJる。 概ね、胎土ば扮質で、 燈色系、肌色系と両

様である。口径、 底径比の比率が小さい。 5 ~7 は器肉が厚 く 、 8 ~1 2 は若干器肉が薄手となる o 15は

山茶碗窯系担鉢。胎土は灰色を呈 し、長主iを多く混入する。口縁部は、体部よりやや外反 して立ち上が

り、口唇端部は丸 く収める。破片の|什面全体に降灰 している。

16は常滑窯の聾の口縁部。縁帯Ip日は1.3cmをiWJる。胎上は灰黒色を呈し、若干、長石を混入する。

溝 5出土遺物 (図46)

1 ~3 1はロクロ成形のかわらけc ここ山上したかわらけの胎土は、 燈色系、 肌色系と両様であり 、 燈

色系のものは赤茶色粒-(、(，針、砂粒を交え、器表はざらつく。 肌色系は、 白針、鉄分を含んだような

赤色粒子を含み、粉質な精良土である。

1 ~12は大11日。 13~ 3 1 は小皿。 大[!uの 口径は 12.8~ 1 1. 2cm、底径8.6~7. 7cm、器高3.5~2.9cmを測る。

口径が13cm近いも のと 、 12~ l1 cmR~のものとに別れ る。 LJ 径の縮小化が目立つ。器高はほぼ 3 cm以上と

高い。 胎上は概ね椴色系にまとまるが、 2 、 1 0 はJjJL色系である。小山の口径は、 8.8~7.8cm、底径6.6~

5.2cm器高 1.9~1.6cmを測る。器iRiが低 く、皿ij¥を呈する。

溝 6出土遺物(図47)

1はロクロ成形のかわらけの大IIllo 復忌された ，-，径は13cm、!式径9.8cm、器高2.9cmを測る。胎土は肌

色を呈 し、赤色隊、 白色際、雲吋を多く合み、微細な鋭、砂が多く含まれ、器表はざらつく。 外体部下

1 /3に強 ~ 1稜線が入る。

柵列 1出土遺物(図48 1) 

lはロクロ成形のかわらけの小皿。復元された ，--，径は7.8cm、民径4.8cm、器高1.9cmを担IJる。胎土は肌

色を呈 し、若干、赤色{様、，']色I様、雲母を含み、微細な黒砂が多 く含まれる。側壁はやや聞き気味に立

ち上がる。

柵亨IJ2出土遺物 (図48 2 ~ 6) 

2~5 はロクロ成形のかわらけ。 2 は大皿、 3~5 小JlTI o 2の復元された 口径は12.2cm、底径7.4cm、

器高3.2cmを出IJる。底部が小さく 、器肉が薄く 器高の吉山、タイ プである。)j台土は樟色を呈 し、赤色際、

白針、 雲母を含む。 相IJ壁は 、 やや聞き気味に立ち上がる。内底部のなでは弱い。 3 ~ 5 の復元された 口
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径は 8.6~ 8 cm、底径6.7~

6 cm、器高1.7 ~ 1.4cmを測

る。 11台土は肌色を呈 し、 若

干、赤色雌、雲母、微細な

黒砂を含む。浅いl[Jl状であ

¥ 
る。

6は亀山の査の胴部片。

胎土は灰色を呈する。外{木

部には格子目叩き文が造存

する。

溝7 (図49)

溝 7は、調査区南側、 H-

可
燃の20

1R;;i J lfo 
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17~18 グリッドにまたがっ

て、海抜14m付近に検出さ

れた南北満である。この溝

の南側は、土墳と切り合い

関係にあり、また北側は、

先端部分で北{JlIjから西{Jlijに

向を変えており 、平面形は

J字状を呈する。検出され

た掘方規模は、南北2.5m、

|隔25~30cm、 深さは確認面

より 8cm前後を損Ijる浅い溝

ベ3
/ 
A 

である。

この溝の覆土は、灰褐色

粘質土で、土丹粒子、かわ

らけキIH片、炭化物を含み、

やや粘性がある。締まりは

4m 

~~j l、。
この溝の南北の軸方向は

N -250 
- Eである。

溝 7出土遺物 (図50)

l、 2はロクロ成形のか

わらけの大皿と小Illl。共に、

胎土は肌色を呈 し、赤色粒子、 雲母を含み、微細な黒砂が多く 含 まれ、 t.~表はざらつく 。

1の復えされた口径は12.6cm、底径7.8cm、器高3.2cmをiHljる。佃Ij壁は丸昧を もって立ち上がる。

復元された口径は7.3cm、底径4.4cm、器高1.7cmを損Ijる。

溝 8 (図51)

溝 8 は、調査区北側 H - 3 ~ 5 グリッドにまたがって、海抜13.6m付近に検出された南北に走る溝で

この溝の検出された遺構面には、強固な土丹版築が施されていた。

2の

溝 3・5・6・7

。同

柵列 1・2

260 
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この溝は北側が、 1面時の道の側溝 ぐ一一一「一 て 万ミ ートーク5ぐ三二Eヨ13

山れおり、 また南側は、 土墳9~一一一=三亡よ三ヲ6 てヨヨ
と切り合い関係にある。検出された掘¥ 刀¥一二土二ク
方規制、 南北4.2 m 、 幅 30~45cm 、 と__jJ==二どと亡ご エ 三 ヲ8

深さは確認面より 30cm前後を測る。こ¥ /グ亡三王二ヲ9

の溝の底部は、 2段に掘られており 、 ¥ー 亡 ~ 七二I主-zJI0

Z217;起し:::;:?に二一?と工ゴ11

側壁は真っすぐに立ち上がる。この溝

-f
f
 

図45 溝 3出土遺物の覆土は、灰褐色のやや砂質の強い粘

質土で、土丹粒子が多く含まれており 、締まりはない。

この溝の南北の軸方向はN← 720
- Eである。

溝8出土遺物(図52)

l は平瓦。胎土は灰白色を呈 しており 、 厚さは 1. 8cm を i~IJ る。凸面には縄目叩き文を遺存 する。

溝13(図53)

溝 13 は 、 調査区北壁際、 H~J -2 グリッ ド にかけて、海抜13 .4 m付近で検出された 、 東西に走る溝

である。この溝の西側は、溝 2に切られており 、東側は、 J-2グリッド杭付近で、姿を消す。

検出された掘方規模は、 東西3.2m 、 幅70cm 、 深さは確認面より 10~15cmを祖Ijる。この溝の底部は丸I床

をもって凹んでおり 、但Ij壁は大きく聞く。

この溝の覆土は暗褐色粘質士.で、炭化物、二|二丹粒子を含み、締まりはない。

この溝の東西の軸方向はN-1400 

- Eである。

土壌 8・9・10(図54)

この 3 基の士墳群は、 調査区北側の西壁際、 G - 5~7 グ リ ッ ドにかけて、 海抜1 3 . 6 m付近に検出さ

れた。土墳 8と土墳 9は切り合い関係をもって検出されており 、この 2基の土墳群のおよそ半分が、調

査区外西にある。南側が土墳 8、北側が土墳 9である。この 2基の土墳の検出された掘方規模は、東西

1. 3 m、南北2 . 9 m、深さは確認面より 70~80cmを測る。土墳 8 、 土墳 9 の底部は平担であり 、 土墳 8 の

南壁は、 山~~二 て「 - - ング ¥ - T----7) 人 : 二十一ワ

かlこ立ち上がる。~一一一こ二二ニイ ¥一一一ヒ=二'ls ~_t::二ニペ
土墳9の北壁は、一[")f)>G ぐご~1 - d
i;:;;?に¥二←仁一三7
ょ;;;こ;)ιョ
ロム;主主~3
られる。 亡三二三 ヨ

土壌10叩て ごヨ15

された掘方規模て7エ三 ヲ16

ま、東西O.4m、亡三三二 E三三ヲ

\ ~~二子 て二三
に二二三d亡工:二三
亡士二三 三二三

に7エニヌ3

に 「-~24
にーよ二ク25

LJと三グ26

L二'I:227~

てプゴ7三ヲ18

~ 斗ーーグ

亡二Eヲ20

亡二Eヨ21

亡二三ヨ

亡エヨ28

亡三土7Eヲ29

~ - トーク30
亡ご王三三九l

10cm 

図46 溝 5出土遺物
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南北 1m、深さは確認、面より 20cm前後をiJ!l]る。この土墳群の覆土は、暗褐

色粘質士で、土丹粒子を多く 含み、締まりはない。

土壌19(図54)

土墳19は、調査区南側、 E-16グリッド内、海抜13.7m付近に検出された。 図47 溝6出土遺物

この土墳の北側は調査区外北にある。¥"一一「一ーフ?
柵列 1"--ーーム4工乙/1この土墳の検出された掘方規模は東西 ~一一」晶......._.- ， 

O.8m、南北O.7m、深さは附:認面より

15cmを測る。底部は平坦で、側壁はや

や開いて立ち上がる。

この土墳の覆土は、暗褐色粘質土で、

若干の土丹粒子を含み、堅く締まる。

土墳 8出土遺物(図55 1 ~ 5) 図48 柵列 1・2出土遺物

1 ~ 3はロクロ成形のかわらけ。 lは大皿。 2、 3は小皿。 1の復元された口径は12.3cm、底径7.4

m、器高2.8cmを測る。胎土は樟色を呈 し、赤色l峰、 白色際、白針、雲母を含む。{)JJ]壁は、やや開き気

味に立ちあがり、側壁中央部の器肉は肥厚する。 2、 3の口径は 8cm、7.5cm、底径6.2cm、 6cm、器高

1.4cm、1.2cmを担1]り、同械の[lJl状の器形を呈するが、 2の方が一回り大きい。 2のIJ台土は、樺色系で粉

質、 3の11台土は、肌色を呈し、微細な黒砂を含む。

4は山茶碗窯系担鉢の口縁部の破片。胎土は灰色を呈 し、 長石を多く 含む。仁l唇端部は若干凹む。

5は北宋銭。政和通宝。

土境 8・9出土遺物(図55 6) 

6は手づくね成形のかわらけの小皿。復元された口径は9.8cm、器高1.4cmを測る。胎土は、白色味の

肌色を呈 し、 赤色粒子、白針、 雲母を含む。底部が平底状を呈する。体部内外共に、ススが濃く付着 し

三二十三手

p
n
v
 m刷c

 

nu 
l
 

ている。

土壌 9出土遺物(図55 7 ~ 9) 

7はロクロ成形のかわらけの大1IIl。口径は12.6cm、底径8.2cm器高2.8cmをiJllJる。胎土は肌色を呈し、

赤色、白色際、白針、若干の雲母を合む。側壁はやや聞き気味に立ち上がる。 8は常滑窯の藷の口縁部。

復兄された口径は19.6cmをis)]る。IJ台士は灰黒色を呈 し、 長石、砂粒を含む。 "':t
H-17 E 

縁帯幅は1.8cm、口縁部は玉縁状となる。 + ;: 

9は渥美窯の片口{凶。復元された口径は25.6附則る。IJ台出版色を 旬、
呈 し、長石、似 :t[を合む軟質の胎土である。 ¥¥¥¥

¥¥¥¥ 。
¥¥¥¥ 'i}. 

2C面の検出遺構と出土遺物(附図的 、、 札ぜ O<:::JO 

/" ~'~\ ¥¥ J -18 玉砂利遺構 6・7 (図56) 、 了
この遺構群は、調査区中央部東壁際、 H~ 1 -8 ~10 グ リ ッ ド内で、海 T 

抜13.6~13.7m付近に検出された。この造構群は共に、東側が調査区外東

へと続く様相を呈している。敷かれていた玉石は、1O~50mm大で、密度は

希薄であったが、 3~10cmの厚さをもって、比11攻的広範囲に渡って広がっ

2m 

図49 溝 7

ていた。

また、 玉石にまじって、土丹塊、かわらけ片の混入も認められた。

玉砂利遺構 6 は、日~ 1 -9 ~10グリッド内において、海抜13.7mH近

に検出された。検出された玉砂利敷の範囲は東西2.3m、南北 3mを掴1]る。

にー←=p
てゴヨ

図50 溝 7出土遺物
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おり、粉質な胎士で、ある。

5は青磁、櫛掻文碗の口縁部の破片。素地は灰白色を呈し、軸

調は緑灰色である。失透しており 、艶、光沢はなL、。 図52 溝 8出土遺物

6は山茶碗。 復元された口径は15.2cm、底径6.8cm、器高5.4cmを測る。胎

土は灰昧の肌色を呈し、若干の長石を交える。休部は聞きながら立ち tがり、

口縁部は外反する。高台は貼付け高台であり 、畳付には籾痕が認められる。

7は渥美窯の護の口縁部の破片。胎土は淡灰色を呈し、白色礁を多く混入

ほぼ、平坦に敷かれていたが、中央部分が、若干高めである。調査区東壁際

付近に確認されたものが、密集しており、遺存状態が良好であった。しかし、

概ね、密集せず、組く散在した様相を呈しており、原状は留めていない。

玉砂利遺構 7は、H'-""I-7グリッド内において、海抜13.6m付近に検出

された。検出された玉砂利敷の範囲は、東西2.2m、南北1.5mを測る。密度

には濃淡があり 、上層からの撹乱を受けた様相である。

また、この遺構の北側からは、かわらけを粉砕して築き固めた地業面を検

出している。検出された地業面の範囲は、東西 2m、南北1.2mである。明

るい茶褐色砂質土層1:1こ、粉砕したかわらけを、固く築固めて敷き詰めてお

り、 ド層には玉石が多く含まれ、玉砂利遺構 7を覆う様相も呈している。

玉砂利遺構 6出土遺物(図57 1 ~10) 

1 ，-...， 4はかわらけ。 1は手づくね成形の大凹。 2'-""4はロクロ

成形の小Dno 1の復元された口径は12.9cm、器高2.8cmを測る。

胎土は樟色系を呈し、黒色粒子を多く混入 している。小皿の口径

は8.4，-...，7.5cm、底径6.2，-...，5.6cm、器高1.5'-""1.3cmをii!lJる。 2、 4の

胎土は樟色系を呈し、微細な砂粒を含み、器表はざらつく。 3の

胎土は灰色系を呈し、赤色粒子、若干の白色際、 雲母が混入して

し、 qi欠質である。

8は白かわらけ。口縁部の破片。1)台土は灰味白色を呈し、若干、黒色粒子

を含み、粗L、。瓦器質黒縁旧lをまねたような様相であるO

9は平瓦。厚さは2.4cmを測る。胎 kは灰味白色、長石を若干交え、粉質

の精良土である。凸面には縄目叩き文、凹面には離砂の痕跡が認められる。

10は北宋銭。聖宋元宝。

玉砂利遺構 7出土遺物(図57 11~38) 

11 '-""35はロクロ成形のかわらけ。 11'-""14は

大皿。 15'-""35は小皿。大皿の口径は13'-""11.8 

cm、底径8.2，-...，6.7cm、器高3.4，-...，3.1cmを測る。

胎土は樟色系で、赤色粒子を含み、粉質が強

L 、。 13は肌色系で、赤色粒子を交え、焼き締

まり、軽量感がある。小皿の口径は 8cm前後、

底径6.7'-""5.4cm器高1.7'-"" 1.3cm を測る。胎土

は/炎憧色~肌色系を呈しており 、肌色系の胎

土には赤色粒子が多く混入し、器表はざらつ

a a' 

'-----一一一一ノー
14.0m b一

- b' 

+ト1-4 +J-4 

、

じ二、

2m 

図51 溝 8

一円

1
1人
UJ

10cm 

a' 

2m 

図53 溝13

〆/く tmv 
土填 8、 9、10 -，一一_-ノー

図54 溝 8・9・10・11・19
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く。 淡樟色系は、赤色粒子が少なく、器表は滑らかである。総じて内底面のなでが弱い。 18、23は薄手

であり、堅く焼き締まる。 24、31は口縁下の横ナデが強く窪む。 21、26は直口気味である。

36"'39は青磁。 36、37は蓮弁文碗の口縁部。 36の復元された口径は 8cmを測る。素地は白色を呈 し、

微細な黒色粒子を混入する。軸調は灰l味緑青色、若干失透するが、光沢、艶共に良L、。口唇端部は露胎

となり、体部は内傾して真っすぐ立ち上がる。外{木音I~には幅の狭い蓮弁を片彫りする。

37は和l調が青緑色を呈する。 38は酒会壷、あるいは小壷の蓋。復元された口径は 9cmをiHIJる。素地は灰

白色、微細な黒色粒子が混入しており、粘性がある。柚調は緑青色、肌荒れしており、光沢はなし、。器

表には気泡が多く、失透する。口縁端部、及びかえりは露胎となる。 39は双魚文鉢の底部。復元された

底径は 6cmを祖IJる。胎士は灰昧白色を呈 し、柚調は青緑色、透明度、光沢、艶、すべてにわたり良好で

ある。高台畳付きは、露胎となる。器表の内外は貫入する。

道 3 (図58)

この遺構は、調査区中央部、 G"'H-9グリッド内において、海抜13，65m付近に検出された東西に

走る道である。玉砂利遺構 6の下に、検出されたものである。この道が検出された遺構面は、強固な士

丹地業がなされていた。

この道は、浅い凹状を呈 しており、調査区外西、及び東にに延びてゆく様相を呈するが、東側は、後

世の削平を受けている。検出された道の範囲は、東西 4m、上端幅0，8"'L3m、下端幅は0，2"'0.4cm、

深さは確認面より 10cm前後を担IJる。この道は、東に向かうに従い、その溝幅を狭めつつ東方に延び、て行

く。道路と言うよりは、通路状の様相を呈する。

この道の東西の軸方向はN-1200 

- Eである。

玉砂利遺構 8・かわらけ溜り 3 (図59)

この遺構群は調査区南側、 F'" H -15'" 17グリッド内において、海抜13，8m付近に検出された。溝 3

に切られており、溝 3の西側に玉砂利遺構 8、東側にかわらけ溜り 3が広がる。

玉砂利遺構 8は、 F'" G -15'" 16グリッド内に検出された。後世の削平を受けており、原状の様相は

留めていなし、。検出された玉砂利敷きの範囲は、東西 2m、南北 2mを測る。玉砂利は、灰褐色粘質士

層上に敷かれており、 玉砂利の遺存状態により、 若干の高低差はあるが、ほぼ、均一に、 平坦に敷かれ

ていた棟相を留める。また、この遺構を構成する玉石は、 4'" 100mm大の大小さまざまの大きさのもの

が使用されており、 8"'10cmの厚さがある。この遺構は、比較的、濃密に敷かれた玉石が遺存しており、

良好な化粧状態が確認された。

かわらけ溜り 3はG"'H← 14"'16グリ yド内に検出された。 玉砂利遺構 8の東側の、若干低い場所に、

平面的な広がりをもって検出された。検出された範囲は、東西L8m、南北5，5mを市IJる。この遺構の厚

さは 8"'10cm、構成するかわらけは、 1枚のみ手づくね成形の小血lが検出されたが、それ以外はロクロ
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t&形のかわらけであり 、大皿116枚、小

皿160枚が検山された。また、このかわ

らけ溜りの中には、 炭化物が多く混入 し

ており 、若下ーの土丹塊も含まれていた。

かわらけ溜り 3 出土遺物 (図60~63)

図60~61はロクロ成形のかわらけの大

1lli。図62は小皿、 1は手づくね成形、 2

以下はロクロ成形である。大皿は口径、

底径比が小さ し、が 、 u1主の縮小化、器 I~J

の薄手化が顕著である。胎土は、概ね、

淡憧色~肌色系であり、胎上には亦色粒

子、白色際、微細な黒砂を含み、出表は

さらつく。区161は、 主に燈色系で薄手の

l群である。胎一十には、同様なものが混

入するが、 雲母の ili入が目立つ。 1~160-

4は底部に比し、{本部を薄く 作り 11¥して

いる。 7は底径、口径比が小さく大型で

あるが、胎土は粉質であり、器内がやや

薄くなる。図60-11、51、53は底部がす

ぼまり、口縁部は直口するタ イプである。

図60-35は底部はすぼまりるが、口縁部

は開いてゆく。区160-22、 30、 6 1、 1~161

18は外体部[11うたのなでが強く 、U月{昨な綾

線が入る。

玉砂利 7
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図56 玉砂利遺構6・7

写真 7 玉砂利遺構 6
図60 -44、 1~161- 6、34は{本自15のιち

ヒがり際の器肉が薄くなる。図60-31、59、図61-15、26、55は底部を薄く作り山して、体部を立ち上

げている。図60-10、13、33、40、同61-7、29、32は2段のなでが強し、。区161-41は底部から大きく

休部を聞いて作り山している。図61-31は口唇部がかなり)肥厚する。図61-47は岐部を厚く 小さく作り

出し、体部を大きく開く 。図61-26、28、53は外休部の11';8下の横ナデが強く 窪む。 37はゆがみが顕著

である。区161-5、11は、外底部に比し、内底面を広く 1'1"り山している。限161-24は口径に比して器高

が低い皿状である。図61-49は組手深鉢タイプである。

図62、 1 ~160はかわらけの小llll o 1は手づくね成形。JJ台上は肌色系を豆 し、 IJ台十ーには白針、主町、

赤色粒子、微砂を合む情良上である。 器肉は 2~ 3 mmと地く 、焼き締まる。 2以トーは、ロ クロ成形であ

る。胎土は大皿と同様なものである。 比'1攻的器肉が厚 く、側面観が角張る もの、日iH肉が薄く 、休部が11:，J

き気味に立ち上がるものがある。総じて|付!氏部の横ナテは甥し、。 2は底部の作りが雑であるため、!底部

が高台状を呈し、他と様相が単なる。 3、124は外1M315のなでが強く 、口属品川15は丸L、。13は|付(本当1)の

なでが強し、。43は内面を引き 卜げており 、45、77、112、123は口唇端部が制 く':11かれる様相を示す。61

は微細な黒砂を多く 含み砂質が叫1若である。 67は腰がすほ、まり 、直口気味である。 54、104はかな りゆ

がみがあり、手而)巳は楕円形を呈する。 134は口径、!氏任比が小さく 、探|勾もI'lく、下層からのj出比入J

の可能↑性生がある。 75は灯明皿。
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図57 玉砂利遺構6・7出土遺物

図63、 1"-' 4は青磁。 l、2は蓮弁文碗c 1の復元された口径は16.4cmを測る。素地は灰白色を呈 し、

黒色の微細粒子を混入 し、 粘性があり 精撤である。平由調は、灰|床青緑色、透明度は良いが、艶、光沢は

無い。器表は若干貫入する。 2は碗の底部。底径3.3cmを視1]る。素地は褐灰色を呈 し、平lli調は朽葉色で

ある。光沢、艶共に良いが、柚中に気泡が入り 、やや失透気味である。高台畳付は露胎である。器表の

貰入は細か く、 密に入る。 3は折縁鉢の口縁部の破片。素地は灰白色を呈 し、黒色の微細粒子を、 若干

混入し精徹である。手II調は青緑色を呈 し、 光沢、艶共に良いが、やや失透する。 4は碗の底部。素地は

灰白色を呈 し、 紬調は青緑色、透明度は良し、。高台畳付、 及び高台内は露胎である。内底面に草花文を

配する。

5、 6は産地不明品。 5は]三fHきの壷の肩部、 6は底部付近。共に、 胎土は灰白色を呈し、mm大~微

細な長石が混入する。外体部には連続スタンプ文様が巡る。 5の内面頭部は指頭による調整が施される。

常滑窯の製品(?)。

7は常滑窯の護の口縁部。 縁帯Ij1lii2.3cmを測る。胎土は黒灰色を呈し、長石、若干の小石が混入する。

内外口縁部、及び器表に降灰する。

2 B ・ C面出土遺物(図64~66)

2 B・2C面は、資料整理時に確認で、きた面であ り、調査時点での区別はできなつかた面である。11寺

期差もさほど無く ，また、 l商時の撹乱を受けて、 2A面が1催認できず、 1面下に、こ の面が検出され

た地域においては、遺物の出土状況に関しては 2A面と大差なく、天地がえしによる 1耐の混入がある。

図64、 1 "-'65はかわ らけ。 1"-' 15はロクロ成形の大皿c 16"-'63は小皿、 16、17は手づく ね成形、18"-'63

はロクロ成形。 2、12、52"-'56、58"-'63は上層の混入品である。手づくね成形の小皿1(16、17)の胎土

は、淡樺色を呈 し、雲母、白金|ーが混入する。共に、 2次焼成を受けている。ロクロ成形のかわらけの胎

土は、燈色系、肌色系両様であり、概ね、粉質であり 、白針、赤色粒子、若干の白礁を含む。大皿の口

径は13cmまでに収まり 、小皿は8.5"-'8 cm前後である。 5、15は体部の 2段のなでが顕著である。 7、

8は底部の中心部が薄い作りである。29は砂質が強く 、仁川主、底径比の小さ いもので、異質である。46

は胎土が水簸されたような精良士である。
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64は手つ くねの内折れかわ ら

け。復元された口径は8.8cm、

器高1.1cmを測る。胎|こは淡樺

色を呈 し、微細砂を若干含むが

粉質である。焼成は良好で、 二

次焼成を受けた痕跡を留めてい

る。

65~71は磁器。 65~70は青磁、

711二l磁。65は査1]花文碗の口縁部。

京地は灰色を呈し、制調は緑灰

色であり 、光沢、艶、透明度す

べて良L、。内体部に文械を配す

3 
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、ゅよー--------
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図58 道 3

る。若干、器表に貫入が観察される。66は無文の碗。復元された底径は5.2cmを測る。素地は灰色を呈

し、柚調は青灰色、光沢、艶、透明度すべて良し、。内底面に傷が多数認め られる。高台内、及び高台畳

十lは露胎である。67は折縁鉢の仁l縁部の破片。素地は灰白色を呈 し、袖調は青緑色、やや失透するが、

光沢、艶は良い。68は蓮弁文碗の底部。復元された底{主は4cmを測る。素地は灰色を呈 し、紬調は青緑

灰色、光沢、艶、透明度すべて良い。69、70は内面に蓮弁を配する皿。共に素地は灰白色を呈 し、再火

を受けており光沢、艶はなし、。手IJi中に気泡が多く失透し、器表は細かく貫入する。 69の復元された口径

は29.6cm、底径17.2cm、器高6.7cmをiJ!l]る。70は口径25cmが復元された。 69の紬調は、 青緑色、70は緑青

色である。

71は皿の口縁部。口唇端部は露胎である。素地は白色、撤密である。柚調は灰白色、光沢、艶、透明度

すべて良L、。内面には雷文、花文を配する。

72は緑柚の器。復兄された口径は24cm、底径19.2cm、器高6.3cmをiJ!l]る。素地は黄土色を呈し、微石

村を多く含む。紬調は明るい緑色を呈し、随所に銀化がみ られるが、光沢は良い。内底面には印五1]の文

械を施す。外底部は露IJ台である。

図65、 1~ 3は瀬戸窯の灰紬製品。 1は鉢の口縁部の破片。iJ台土は灰色を呈 し、混入物がほとんど無

く、徹密・粘性がある。 2は卸llLlの口縁部の破片。!l台土は灰色で、ざっくりしている。柚調は灰昧緑色

を呈する。 3は縁柚皿。復元された口径は12.8cmをiW]る。胎土は淡灰色を呈 し、撤密さに欠け粗い。柚

制は灰昧緑色を呈する。

4 ~ 7は山茶碗。ここで出土した山茶碗の胎土は、 l火色~灰褐色を呈し、 若干の長石を含み、ざっ く

りと粗L、。高台は貼付けてあり 、畳付には籾痕を造存する。 4の復元された口径は15.6cm、底径6.6cm、

器尚5.9cmを損1]る。内底r(:uの横ナデの調整は雑である。体部を外反しながら、真っ すぐに立ち上け、る。

口唇端部は端反となり、断面形は三角形である。 7も同様な形態である。 5は口唇端部が凹む。 6の復

元された底径は7cm、 7の復元された口径は15cmで、あ る。

8 ~17は山茶碗窯系担鉢。 8 ~15は口縁部。 16、 17は底部。 復元された口径は28.4~2 1. 6cm 、 高台径

14.4cmを測る。概ね、 I1台土は灰色~暗灰色を呈 し、 長石が混入し、やや硬質である。10の胎土は粉質な

精良土で、11は硬質で、 長石の混物が多し、。口縁部の形態は、概ね丸く収ま り、10、11は角張り、 9、

10、12は凹が巡る。底部は貼り付高台で、高台高 2cm前後と高い。

18~22は常滑窯の製品。 18~21 は輩、 22は鉢。概ね、胎土は黒灰色~灰色を呈 し、小石を若干含む程

度である。 18、 20、 22はキメ細かい精良土である。裂の縁帯幅1. 3~0.8cmを測 る 。 鉢の 口唇端部は薄く
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内向する。

23、24は手培り。23は瓦質、 24は土器質。23の胎土は、灰白色を呈するお}質な精良土である。器表は

磨かれ、黒色処理を施す。突帯を巡らし、その上に連続スタンフ。文様を施す。24の復元された口径は44

cm、底径30.4cm、器高8.5cmをiJtiJる。胎土は灰樺色で、砂粒を多く 含む。外体部は、へ ら、ハケなでの

調整、内体部は、なでによる調整である。 口唇部は焦げて炭化する。

25、26は白かわらけ。 胎土は共に、肌色を呈する。器肉は、 25は5mmと厚 く、 26は3mmと薄い。25

の口唇部は角張る。

27は円板。かわらけの底部の転)"I'J。直径 7cm厚さ7mmである。

図66、 1~4 は瓦。 l は丸瓦、 2~4 は平瓦。 l は厚さ 2 cmを測る。胎上は灰色を呈 し、若干、白色

粒子を含む粉質土で・ある。凸面に縄目叩き文の痕跡を、凹面に布日の圧痕を残す。 2は樟色を呈するか

わらけ質の胎土である。凸面は非常に滑らかで‘ある。凹面には布目痕を追存する。 厚さは 2cmをiJ[IJる。

3は、 厚さ2.2cmを測る。石質で、灰色を呈する胎土である。胎土には、白色粒子が若干含まれるが、

混入物があまりなし、。凸面には縄目叩き文、また、砂を多く付着する。 4の胎土も 3と同様であるが

若干軟質である。凸面両端は縄日叩き文、及び縦方向のなでを施す。 厚さは 2.3cmをiWJる。

5、 6は鉄製品。 5は釘、 6は刀子。

7は不明銅製品。半月型を呈する。遣存部分はl.8x 4.5 x 0.2を測る。

8は北宋銭。開元通宝。

9は砥石。鳴滝産、仕上げ砥。

10は滑石鍋。復元された口径は28cm、鍔径30cmを測る。器表は2ミリ前後の丸のみの調整痕が観察さ

れる。
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図60 かわらけ溜り 3出土遺物 (1 ) 
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図61 かわらけ溜り 3出土遺物 (2 ) 

(3) 3面の遺構と遺物(附図 5) 

中世の地山である、黒褐色粘質土層上に、検出された遺構群である。海抜は、北側で13.3m、南側で

13.7mとなり 、南側が若干高 くなっ ている。遺構面は、木遺跡地北側を西流する、滑川方向に傾斜して

いる。この遺構面上には、かな りの広範囲にわ ったて焦土が広がっ ており、火災の痕跡を留めていた。

また、この遺構面か らは、数度にわたり 、作り替えられた掘立柱建物の痕跡、 j品、井戸等の、かなり密

集 した遺構群が検出された。出土した遺物は、かわらけを主体としたものであり 、おおよそ13世紀前半

期にまでに属するものであったが、若干、 鎌倉時代初期のものも含まれていた。

溝11 (図67)

溝口は、調査区中央部、G-8 ~11 グリ ッ ド問の 、 長き に渡って、 調査区を |卒j北に貰いて走る溝で、

海抜13.5m付近に検出された。南北両端は撹乱を受けているため、その全容は短めていな L、。検出され

た掘方規模は、 南北6.4m、幅1. 1m、深さは確認面より 30~40cmを測 り 、 南 {Jlij から北側に緩く傾斜して

いる。断面形は U字型を呈 しており 、底部の中央部分が若干窪み、 {J~lj壁は、 やや11月き気味に立ち上がる 。
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かわらけ溜り出土遺物 (4) 
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口 図63

この溝の覆土は暗茶褐色粘質土で、おおよそ 3層に別れる。全体に土丹粒子、かわらけ細片を含み、

中層付近には、炭化物が層状に混入している。比較的締ま った覆土である。

この溝の南北の軸方向は、N-390-Eである。

溝11出土遺物 (図68)

この溝を検出した地点は、かなり償乱されており 、天地返しが激しく、遺物もかなり上層の混入が認

められたさた。

1 ~ 1lはかわ らけ。 1 、 2 は ロ ク ロ 成形の大皿、 9~ 1lはロクロ成形の小皿で、これ らは1面の時期

の混入品である。いわゆる、側面観逆台形を呈する、体部が外反 して、真っすぐに立ち上がるり 、器高

が高い一群である。胎土は、概ね、樟色系を呈する粉質土である。 3~ 6は手づくね成形の小皿。概ね、

焼成の良好な、堅く焼き締まったものであり、器肉の薄く 、体部に稜線を残さないものである。 4は、

体部と底部との聞に段差を有し 、 品!t き締まらず、 粉質のfJ台土で、ある。口径1O~8 . 8cm 、 器高2 . 3~ 1. 5cm を

測る。 7、 8はロクロ成形の小皿。 7は口径、底径比の小さ い、器肉のほ.っ てりしたタイ プのものであ

る。 8は7を全体的に縮小化したタイプである。胎土には微細|砂が多含まれ、器表はざ らつく。

は灯l明血。

12、13は青磁の碗の口縁部の破片。12は櫛掻文、素地は灰白色を呈し、紬調は黄昧灰色であるO 光沢、

艶、透明度すべて良し、。13は蓮弁文、素地は灰白色を呈し、利|調は緑昧灰色であ る。艶はあるが、失透

7 4、

している。

14は瀬戸窯の鉄袖の天目茶腕。復元された口径は14cmをiJllJる。胎土は淡灰色を呈し、|二|色粒子を若干

含み、やや粘性をもっ。体部を外反しながら立ち上げ、口唇端部の器肉を薄く して、直口させる。

l 面時の混入品である。

15は平瓦。 厚さ 2crnを損IJる。H台土は灰色を呈 し、白針、金雲母、若干の白色粒子が混入し、やや粘性

を持った、軟質の精良土である。凸面に細し、縄目叩き文を造存する。

16は鉄製品、釘。

17は砥石。 上野産、中砥。

道 2 (図69)

道 2は、調査区中央部、H-16グ リ y ド内において、海抜13.5m付近に検出された側溝を伴う道であ

この道は東西方向に走り、東側、西側は、共に調査区外四、及び東に続いて行く様相を呈している。
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検出された道の範囲は、 東西 3m、道幅L4~Umを ifilJ る。この道は上丹を築き固めて舗装しており、
縁石には、 40cm四方大の、大型の土丹塊を配していた。調査区内では、 9fl占|の縁石が確認された。|什、

l個は正位置からはずれ、側溝内に転がり出ていた。また、道の嵩 tげ、または、右Ili装fftiJ--の張り増し
等の、改修工事の痕跡は確認されなかった。側溝は北側のものが検出された。 fl:司方*-Q棋は、|幅90cm、j架

さは確認面より30cmを測る。

この溝の断面形は、聞いた U字型を呈しており 、fHlJii¥j'の底部は、仁1:1央部分が窪み、溝のfjjlJ壁は|捌いて

立ち上がる。また、底部は、東側が高く、東側から西側に流れて行く除相をぶしている。

この溝の覆土は暗茶褐色粘質土で、全体に土丹粒子、炭化物を多量に含み、 {沙質が強い。締まりは極

めて悪い。

これらの遺構群の東西の軸方向はN-55
0 

- Wである。
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溝 9・12(図70)

この 2条の溝jtrは、調査区北側、 H-4

"'6グリッ ドに渡って、海抜13.3m付近に

検出された遺構群である。満 9は南北に走

り、溝12は東西に走る。また、溝 9は溝12

を切る。

溝 9の検出された捕方規模は、南北4.5

m、幅40"'60cmをiWJり、深さは、確認、面よ

り40cm前後である。平岡形はナマコ型であ

る。底部は、昨HWJが若干低くなっており 、

北側から南側に緩く{頃斜してゆく。 j持の断

面形は、U字ff;'.lを呈しており、東壁は直立

気味に、西壁は若干開いて立ち上がる。こ

の溝の覆土は、11音茶褐色粘質ーとで、 10cm大

の土丹塊、かわらけ制片、炭化物が混入し

ており 、締まりの悪し、覆土である。

この溝の南北の軸方向はN-380 
- Eである。

溝12は、道 2を掘り上げ、ることによって検出された。この溝は調査区を東西に貰き、その両端は調査

州守ラグ
H-9 

+ 

a' 

b' 

¥ 。oll'こでT

十

G-ll 
+ 

図67 溝11

2m 

区外西、及び東の方向に延びて行く様相を示 している。検出された掘方規模は、東西4.5m、幅2.2m、

深さはli在認面より60cmを測る。 この溝の底部は、幅50"'90cm、中央部分が若干低いが、比較的平坦であ

り、西側よ りも東側が15cm高く 、東側から西側に緩く傾斜 している。断面形は凹型を呈 しており 、側壁

は、底部から大きく /}f1~、て立ち上がる。

この満ニの覆土は、茶褐色粘質土で、若干、土丹粒子、かわらけ細片を含むが、混入物があまりなく 、

締まりのない覆土である。

この溝の東~iの軸方向は N - 650 -Wである。
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溝9出土遺物 (図71) 

1 ~ 3は手づくね成形のかわらけ。 1、 2

は大山。 3は小Jlli。大ITl1のしl停は14cm前後、

小山は9.6cmを泊IJる。胎-[_は、概ね、キメの

細かい精良土である。 lは休部に2段のなで

の稜線が、明i確に残り 、出|勾は6mm と il~ ~ 、C

2 、 3 には体部に稜線はなく 、 外休 1~'l j と !氏 {\' I j

の聞に明瞭な稜がはいる。

道 2側溝出土遺物 (図72 1 ~4 ) 

1、 2はかわらけの小JII10 1は手づくね成

形、 2はロクロ成形である。 1のし|作は9.3

cm、 2は9.2cmを測る。)j台上は、共に淡路色

を呈 し、 白針、雲母、微細先を含む。概ねキ

メの細かい精良十企である。 1は掠肉が 5mmと

薄く 、底部は平l氏状を呈する。 2は出l勾がlヲー

く、日得、底径比が小さく 、休部はIJlJき5<lli，jく

に立ち上がる。11唇内部のなでが強い。

3、 4は渥美窯の筆。 3は円縁者1¥0)J台十は

灰色を呈し、白色、黒色粒下が混入し粘性を

角ーする。口縁部の内体部に施fllJしている。 4

は底部。復元された底径は15.8cmを出IJる。 )]fi

土は、若干の白色粒了ーを合み、ざっくりとし

ている。底部は剥離している。 外休部には、

へらによるなであげの調整痕がtLtめられる。

溝口出土遺物 (図72 5 ~16) 

|玄172、 5~10は満1 2上層より出上したiiS物

、
¥
山
ヤ

7

+ 

十J-J 

/ 
2m 

一切品ぬ ℃ フ戸『

ギj-J 

図的道2

2m 

であ る。 5~ 8はかわらけの小Illlo 5 ~ 7は 図70 溝 9・12
手つくね成形、 8はろくろ成形である。)jfi1ーは、概ね、肌色系の、キ

メの細かい精良土である。手づくね )J.Jdf-;の小J II1の LJ従は 1 0~ 9 cmをiJIIJ

る。 体部に稜線はなく 6は外(本部とl底部I:，¥JIこ伎がはいる。 7は灯l明lJllo

8は口径 9cmを損IJる。 9は青(;晶、櫛fm文l腕の11縁部の破片。素地は灰

色を呈 し、制調は青灰色である。光沢、艶、透明度すべて良い。

10は平瓦。 厚さ 2.3cmを測る。胎上は灰色を呈 し、若 |ての白色杭子

が混入し、やや粘性を持った'1次質の楠良士である。凸而に帝国L叶/;H目叩

き文を追存する。

11~ 16は溝 1 2 ド層より 出土した造物である 。 11 、 1 2はロクロ成形の

ヒ二三コ
ミ~ I - ~V 
三二平三

10cm 

図71 溝 9出土遺物

かわらけの小血。胎土は概ね、微キ[U(沙の混入した、1l'T質の強いものである。 12は底部から開いて立ち上

げ、口唇端部を直口 させる。彼元された口任は9.4~ 9 cmをifilJる。

1 3~ 1 5は青磁の腕の口縁部の破片。 1 3は櫛伍文、 素地は灰色を呈 し、 柚調は青灰色である。 光沢、 艶、

透明度すべて良L、。 14は童IJ花文、素地は灰色を早し、tllJ調は青緑色である。透明度の良い紬を薄く施紬

- 278 



している。 15は無一文である。復元された口径はllcmをiHlJるO 素地は灰白色を

呈し、手111調は/炎灰緑色で、ある。透明度は良いが、光沢がない。体部は内湾し

て立ち上げる。

16は常滑窯の聾の底部。復元された底径は16cmをiHlJる。胎土は灰色を呈し、

若干の白色粒子を含み比較的粘性が有る。 内底部全面に降灰している。

溝14(図73)

調査区北東端、 M~1 ~ 2 グリッド内において、 海抜1 3 . 2 m付近で検出さ

れた南北に走る溝である。この溝の主体は、調査区外、南側、及ひ、北側に存

在する。

検出された掘方規模は、 南北1.9m 、|幅2 .1 cm 、 深さは確認面より 50~60cm

前後を測る。 こ の溝の底部は、 幅50~60cm、ほほ、平坦である。また 、 南側よ

り北側が若干低くなっており 、南側から北側に緩く傾斜してゆく。この溝の

断面形は、逆台形を呈 しており 、側壁は、真っすぐに聞いて立ち tがる。

この溝の覆土は、 灰褐色粘質土で、 20~30cm大の上FJ 塊を多量に

含んでおり 、また、底部あたりは褐鉄化 しており 、堅く締る。この

溝の南北の軸方向はN~ 40o ~ Eである。

溝14出土遺物(図74)

図74は、溝14仁層より出土した遺物である。

1 ~ 4は手づくね成形のかわらけ。 1は大皿。 2~ 4は小皿。大皿

の口径は 14cm 、 小皿は 10~ 9 cmを泊IJる。胎土は概ね、キメの細かい
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精良土である。 1は口唇部のなでの稜線が、

明確に残り、小皿は概ね、器肉が 6mm前後

と薄L、。体部に稜線はない。底部は平底状

を呈するが、 4はやや丸l床を持つ。

渥美溜り 1・2 (図75)

1屋美溜りとは、 j屋美窯の護の破片が散乱

して遺構面上に検出されたものである。

j屋美溜り 1は、調査区南側、 1-5グリッ

ド杭南側に、広がりを持って、海抜13.2m

付近で検出された。この渥美溜りを検出し

た遺構面上は、一回焦土化 しており 、火災

の痕跡を留めていた。

この渥美溜りは、査の口縁部~肩部にか

けての破片が、散乱した状態で検出された。

口縁部片 1片、 肩部片12片の合計13片であ

る。表向き 6片、裏向き 7片が、鎌倉石の

残片の周囲に、散乱していた。この破片か

らは、この護が火災を受けた痕跡は認めら

れない。

i屋美j留り 2は、調査区中央音1:¥、日 14ク

リッド杭北側に、広がっており 、海抜13.4

m付近で検出された。この遺構は、聾の胴

部19片の破片で構成されている。表向き12

片、裏向き 7片が散乱して検出され、一括

して投棄さ れた様相を呈する。

渥美溜り 1出土遺物 (図76)

1は手づくね成形のかわらけの小皿。口

径10.4cmを測る。jJ台土は肌色を呈 し、キ メ

の細かい精良土である。器肉は 5mm前後と

薄い。体部に稜線はなく 、底部は平底状で

ある。体外部には炭化物が多量に付着して

いる。

2はj屋美窯の整の口縁~肩部。 口径46.5

cmをiJ!lJる。胎土は灰色を呈 し、白色粒子が

若干混入 し、ざっくりしている。口縁端部

に凹が巡る。口唇端部及び頭部に、柚のハ

ケ塗りの痕跡を有する。 3は滑石鍋転用の

温石。直径 1cmの孔を穿つ。

井戸 5 (図77)

調査区北側、 H-7グリッド内において、

nu 
n
6
 

¥
 
+1-5 

渥美溜り 1

渥美溜り2

ぐも

。わ

。滑石

¥
 

¥
 [77及、、決マj

f e qハ
『 、グ移司令， I 

ベ 爆享/

。

図75 渥美溜り 1

1m 



ι L J 
ノ

o 10四

一
三九 〆

/ 

+G-7"， 

~ 

'" 

1./ 十 一ー 」ー

+て K-3 二，
J-3 a a 

+H7  

-4 
J宵;

a~一一一一一一一一寸一一7一一一一- a'

133m-~一一一ー一一一~ 一一一一_/' 
ーく¥

工 コ
図76 渥美;留り出土遺物 図77

2m 2m 

井戸 5 図78 井戸 6

海抜13.3mf;J近で検出されたよ|一戸祉である。この井戸の西部分は、調

育区外四に存在する。また、井戸の!氏部は、掘削深度限界1.5mを越

えるため、未調査である。検出された掘方規模は、件j北1.3m、東出

1.31mをiJlljる。側L告は真っすくに、掘り込まれており、断面形は四角

である。井戸の構造を示す手がかりとなるようなものは検出されてい

父干寸二三戸

セτl て~
なL、。

このi悼の覆土は、上層は茶褐色粘質土で、 一|二月粒子、 5~ 6 cm大の

l J'l塊、 炭化物を含み、組l ↑~Iミが強くよく締まる。下層は灰色|床を帯び

た茶褐色粘質土で、混入物が余りなく締まりはS~~ 、。

井戸 6 (図78)

に」こ7!
図79 井戸 5・6出土遺物

調査区北東端、 K-3グリッド杭北側において、海抜13.3m付近で検出された井戸祉である。この井

戸の南半分は、調査区外|十一lに存在する。検出された掘方規模は、|幸j北O.9m、東西1.8m、深さは確認面

より O.9mをiftljる。{JlIj壁は真っ すぐに掘り込まれており、断面形は四角である。井戸の構造物は検出さ

れていない。

この満の覆土は、灰色|味を帯びた茶褐色粘質上で、出入物が余りなく，締まりは極めて悪い。

井戸 5出土遺物(図79)

l、 2は手づくね成形のかわらけの大1IIl0 li径は15cm、14cmをiJlljる。胎土は粉質で、

締まり、 2は胎芯が残り、 仁l唇端部のなでが強い。

井戸 6出土遺物(図79)

lは堅く焼きし

3はろくろ成形のかわらけの大皿。口径は12.6cm、底径7.6cm器l告i3.5cmの出Ijり、器高が高し、。胎土は

淡樫色を呈 し粉立で、白色隊、白針を合む。

土壌11 (図80)

調査区北側、 G-6グリッド杭東{JlIjに広がりをもって、海抜13.4m付近で、検出された。この一|二墳の出

{j[ljは、柱穴39に切られているため、全体の規模は掴めない。検出された掘方規模は、南北O.8m、東西

O.4m、深さは確認面より O，18mを測る。浅い在地状を呈 しており、北側の側壁は、 真 っすぐに掘り込

まれている。

この士‘墳の覆土は、 灰色|床を帯びた茶褐色粘質土で、士丹粒 (mm大~40mm) 、かわ らけ片を含み、柿
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土境11

1 -11 
十

まりは才り良くなし、。

土墳12(図80)

調査区中央部、 H-llグリッド内に広が

りをもって、海抜13.4m付近で検出された。

平面形は、南北を長軸とする楕円形を呈す

る。検出された掘方規模は、南北1.3m、

東西1.5m、深さは確認面より 0.4mを祖IJる。

底部は中央に位置 しており、平坦である。

側壁は、真っすぐに掘り込まれている。

この土墳の覆土は暗茶褐色粘質土で、 10

cm大の土丹を多く含み、また、 土丹粒子

(mm大)、かわらけ片、炭化物が飛在する。

締まりは極めて悪い。
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2面時の井戸 2に切られ

底部は東側に位置して

¥ 

2m、深さは確認面より 0.8mを泊IJる。

部は中央に位置しており、平坦である。側

壁は底部より聞いて立ち上がる。

この土墳の覆土は上層、中層、下層と 3

層に大別できる。 t層は暗褐色粘質土で、

1 cm大の土丹塊、炭化物、褐鉄を含み、粘

性が在り、若干締まる。中層は明茶褐色粘

質土で、 10~15cm大、 1 cm大の土丹、若干

のかわらけ片を含み、粘性が在り締まりる。

下層は|培褐色粘質土で、 3cm大の土丹塊、

褐鉄を含み、粘性強く、締まりは悪し、。

土境23(図80)

調査区南部、日 -17グリッド杭内に広が

りをもって、海抜13.8m付近で、検出された土墳である。この土墳の東側は、

る。平面形は、東西を長軸とする不正楕円形を呈する。

検出された掘方規模は、南北 1m、東西1.2m、深さは確認面より 0.5mを測る。

〆

; 
土壌14、15

'r:Qff 
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qL 
"""-.一一ーへ
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図80

nJω 
n
口

土境14・15(図80)

調査区南側、 H-19グリッド内において、

海抜13.4m付近で検出された土墳群である。

土墳14は土墳15を切る。士墳15の南側は撹

乱を受けており、また、東側は調査区外東

に在る。土墳14の検出された掘方規模は、

南北0.6m、東西0.7m、深さは確認面より

0.6mを測る。この土墳の覆土は暗褐色粘

質土で、 10cm~r日m大の土丹を含み、少量の

褐鉄分、炭化物を含み、 若干締まる。

土墳15の掘方規模は、南北1.3m、東西

底
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図81 土墳1524 25 28出土遺物

おり 、東西10cm、南北40cmを測る。側壁は緩く開いて立ち上がる。

土壌24(図80)

調査区中央部、H-8グリッド杭下に広がりをもって、海抜13.3m付近で検出された土臓である。こ

の土壌の北側は、後世の遺構群に切られているため、検出された掘方規模は、南北O.5m、東西O.8m、

深さは確認面より O.5mを測る。底部は中央に位置し、また、平坦である。慣IJ壁は真 っすぐに立ち上が

る。

土墳25(図80)

調査区南側、 H-18グリッド杭下に広がりをもって、海抜13.8m付近で‘検出された土墳である。この

土墳の東側は、調査区外東に在り 、また、南側は住穴と切り合い関係をもっ。

検出された掘方規模は、南北1.3m、東西O.8m、深さは確認面より O.2mを測る。底許ISはlい央に位置し

ており、 2段に掘り込まれている。側壁は底部より聞き気味に立ち上がる。

土壌26(図80)

調査区南側、G-18グリッド杭内に広がりをもって、海抜13.9m付近で検出された上級である。検出

された掘方規模は、 南北 1m、東西1.3m 、 深さは確認面より O . 1 ~ O .3mを測る。底部は 2 段に掘り込ま

れており 、その中心は、 西側に位置している。

土墳28(図80)

調査区南側、H-15グリッ ド内に広がりをも って、海抜13.7m付近で‘検出された土峨て‘ある。 この土

;腕の南側は 2面時の井戸により切られ、北側は柱穴群と切り合う。

検出された掘方規模は南北O . 9m、東西 1m 、 深さは確認面より O.5~O.6mを測る。底部には 2 箇所 lこ 、

柱穴状の落ち込みがある。

土壌15出土遺物(図81 1、 2 ) 

lはロクロ成形のかわらけの大皿。口径13.3cm、底径 9cm、器高3.3cmを測る。胎土は淡肌色を呈し、
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10cm 。

3面出土遺物

粉質で、若干の白色粒子、自主1-~ 雲母を含む。 ぼったりとした器形である

2は平瓦。 厚さL8cmを測る。 !I台土は灰色を呈し、白色粒子、黒色粒子、若干の長石が混入し、軟質

のやや粗し、胎土である。凸聞に細い縄目叩き文を遺存し、凹聞には離れ砂が観察される。

土壌24出土遺物 (図81 3 ) 

3はロクロ成形のかわらけの小!日。口径7，7cm、底径 6cm、器高1.8cmを測る。胎土は燈色を呈 し、粉

質で、 赤色粒子、微細砂含む。焼成は良好である。

土壌25出土遺物 (図81 4 ~ 6) 

4 ~ 6はロクロ成形のかわらけの小皿。 5は口径9，7cm、底iJ.6，2cm、器高1.8cmを測る。11台上が淡特色

を呈 し、砂質が強く、底部が厚く、体部が外反 して聞き、口唇端部が直口するタイプのものである。

6は、 共に胎土が淡樟色を早し、粉質で、 赤色粒子、雲母を含む、焼成の良好なものである。

土壌28出土遺物 (図81 7 ~14) 

7 ~14 は ロ ク ロ 成形のかわらけ。 7 ~lOは大皿、 1l ~14は小 nn。概ね、胎土は憧色系を呈 し 、 粉質で、

赤色粒子、白針、 若干の雲母を含む、焼成の良好なも のである 。 大皿の 口径は 13 . 3~12cm 、 j武信 9 ~8.4 
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図83



cm 、 器高3.3~ 3.1cm を測 り、口径、 底径比の小さいものであるが、 若干、 口径の納'小化、 器肉の薄手化

が認められる。小皿の口径は8 . 8~ 8 cm、底径 7~ 6 cm、器高1.5cm前後をiJ[lJる。内底面を巡る横ナデが

強く 、体部の立ち上がり際が窪む。

3 面出土遺物(図82~85)

図82、 1~86はかわらけ。 1 ~ 4 は子づくね成形の大|皿、 32~40は手づくね成形の小皿。手づくね成

形のかわらけの特徴は、胎土に若干の金雲母を含むが、7)<.簸されたよ うなキ メの細かい粉質土である。

焼成は極めて良好で、焼き締まり 、器肉も 5mm前後と地い。口唇端部に l段のなでを施 し、体部の稜線

はない。大皿の口径は14.5cm~ 13cm 、 器高3 .4cm を iHIJ る。小皿の口径は 10 .4 ~8.2cm、器高 2 ~ 1. 4cm を iWJ

る。 2は口唇端部のなでが強く凹む。36、40は2次焼成を受けている。38の小皿の外底部は、平底状で

ある。内底面に横ナテの痕跡が認められる。 4のかわらけは粉質で、淡樟色を呈しほ、ってりと厚く 、ほ

かのものと は異質である。

5 ~3 1 は ロ ク ロ 成形の大皿、 41~86は小且11。 ここで検出された、 かわ ら けの大皿の特徴は、 口径、 底

径比が少なく 、若if肉も若干厚L、。小JIllは、体部が丸昧を持ち、口唇端部が内向するもの、外向するもの

両様である。胎土は共に、粉質、肌色系で白針、赤色粒子を含むものと、樟色系または、肌色系で赤色

粒子、 白際、 微細砂をふくむものの同様ある 。 大皿の口径は 14cm~12cm 、 底径10~ 8 cm器高3 .4~ 2.4cm

を測る。小皿の口径は 9~ 8前後じm、器高 2~1.5cm前後を iHlJ る 。 7 、 18は口径に比し 、 器高が高い。

8は、体部に明li'{f.iな2段のなでの痕跡ある。13、16は、底部を若干薄めに作り出している。静止糸きり

に近し、。18、25、30は、外体部のなでが強いため、稜線を有し、 口縁部は直口気味である。 27は薄くシャ ー

プであるが、焼成はさほど良くなし、。41、42、44、45は、 側壁を底部から、大きく聞いて立ち上げ、口

唇端部を直口させる。 外底部は静止糸きりの痕跡を留める。 44の胎土は樺色を呈し、粉質でブk簸された

胎土である。 45の胎士は、肌色系で砂質に富む。43は、全体的に器肉が薄めであるが、体部は底部から

引き上げ、やや部肉を肥厚させる。48は器高が1.9cmと高めで、シャ ープなスタイルである。 51は内底

面の横ナデの際に、粘土が寄り器肉が分厚くなる。 砂質の強いJJ台土で、 外底部は静止糸きりに近い。72

は子づくね成形のものの胎土と近し、。22は上層の混入品。13、21、28、55は灯明IIll。

87~99は磁器。 87~ 97 は青磁、 98 は 1:':1 磁、 99は青白服。 87 、 88は櫛掻文碗の口縁部の破片。 87の素地

は灰白褐色、柚調は緑灰色、光沢、艶、透明度共に良い。88の素地は茶灰色、和l調は茶色、光沢、艶、

透明度すべて良 L 、。共に器表は細かく貫入する。 89~92 は童IJ 7E文碗の口縁部の破片。 概ね素地は灰色~

灰白色、紬調は青灰色、91は、茶灰色を呈する。光沢、艶、透明度共に良L、。92は、器表が細かく 貫入

する。 93は櫛掻蓮弁文碗の口縁部の破片。素地は灰白色、平111調は青灰色を呈 し、光沢、艶、透明度共に

良い。器表はキffIかく貫入するo 94、95は蓮弁文碗。 94の復元された口径は14cmを測る。素地は灰白色、

軸調は緑青色、失透するが光沢は良い。 95は口唇端部が端反となり 、薄い施柚である。素地は灰白色、

粕調は緑青色、光沢、艶、透明度すべて良L、。 97は無文の碗。素地は灰色、柚調は朽葉色、失透してお

り、光沢、艶もな し、。 97は碗の底部。底径5.6cmを測る。素地は灰白色、袖調は黄灰色を呈する。光沢、

艶、透明度すべて良L、。 高台内、 及び畳付は露胎である。器表は貫入する。 内底部に文様を配する。 98

は白磁口冗碗の底部。復元された底径は 4cmをiHIJる。京地は白色、紬調は灰白色を呈する。光沢、艶、

透明度すべて良L、。高台内、及び畳付は露胎である。99は碗。復元された口径は18cmを測る。素地は白

色、柚調は水青色、光沢、艶、透明度はすべて良し、。内面に文傑を配する。

100は瀬戸窯の灰柚の卸皿。復元された口径は16.4cmを測る。胎土は白色で、細かい石粒を含む。口

縁部のみ施柚する。

図83、 1は山山。口径8.2cm底径4.4cm器高2.3cmを損IJる。胎土は淡灰色を呈し、長石、黒色粒子を含み
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園田 中世層土の古代遺物

硬質である。外底部には糸きりの痕跡、また、口唇端部には重ね焼きの痕跡、を留める。

2~5 は山茶碗窯系担鉢。 2~4 は口縁部の破片。すべて口唇端部が凹む。胎士.は淡灰色を呈し、 2

は長石、 雲母、黒色粒子を含み軟質、 3、 4は、若干の長石が混入する程度のやや硬質の胎土である。

2は降灰を受けず、 3、 4は内外に降灰する。 5は底部c 復元された高台径は15cmを測る。 )j台土は灰色

を呈し、長石、若干小石を含み、ざっくりと粗い。 II占付け高台である。内底面はかなり摩滅している。

6、 7は常滑窯の製品。 6は壷の口縁部。復元された口径は20.3cmを測る。胎土は灰色を呈し、長石、

若干小石を含み、硬質で、幾分粘性が感じられる。内側の頚部には、縦方向にへらなで、頭部~肩部に

は、指頭による調整痕を留める。外体部に降灰する。 7は護の底部。復元された底径は15cmを泊Ijる。胎

土は淡褐色を呈し、 5~ 1 mm大の長石が混入しており、組L、。内底面は摩滅が顕著であり、鉢に転用さ

れた可能性もある。

8 ~10は渥美窯の製品。 胎土は概ね、 灰色を呈し、細かい長石を若干含み、軟質である。 8 は口縁部。

復元された口径は60cmを測る。口縁端部は凹が巡る。 9は頚部~肩部。外体部に叩き目の痕跡を留める。

10は底部。胎土にはやや粘性がある。内面は降灰を受ける。

11は白かわらけの口縁部の破片。胎土は白色を呈 し、微細砂が多く混入し、器表がざらつく。

12は研磨痕のある陶片。常滑の査の口縁部を研磨している。

13、14は鉄製品。 13は釘、 14は万子O 遺存した刀身の長さは24cm、茎 3cmまでである。厚さは棟 1cm、

刃先は 5mm、茎は 1cmで1ある。

15~17は北宋銭。 15、天聖元宝。 16、 天裕通宝。 17、聖宋元宝。

18は硯。 海部上方~ムコウブチ隅部。規格線をヨ[ljた痕跡を遺存する。 裏側は剥離している。海の深

さは 7mm、{WJ面、及び表は磨かれている。

19は土丹製品。14.8x 14.6 x 2.5cmを遺存する。つまみの付いた蓋の様相である。 実際にはつまみ部は

文様として、形状を安I[んだだけでつまめなし、。裏側は、平坦に加工を施し、内iWJから外側にむつかて、

上向に反り上がる。

図84、 1~ 6 は瓦である。 1 は丸瓦。 2~6 は平瓦。 l は玉縁~男瓦音1)。玉縁部の長さは 5 cm、厚さ

は1.5cm、男瓦部の厚さは2.4cmを出Ijる。胎土は灰黒色を呈し、 雲母が多量に混入している。外休部は黒

色である。凸面に縄目叩き文が若干残るがなでられている。凹面には布日が明瞭に遺存している。 2は

厚さ3cmをiHIJる。胎土は灰白色を呈し、 黒色粒子が若干混入し、粉質で粘性がある。凸面には、太い縄

日叩き文が、縦方向、その上から、斜め方向に施されている。凹面には、布目の圧痕を遺存している。

3~5 の胎土は灰白色を呈し、長石が若干混入し、硬質である。凸面には、細い縄日叩き文が、縦方向

になされ、凹面には布日が遺存している。 3は厚さ1.8cmをiHIJる。凹面端縁部は、面取りされている。

。凸の凸



4は凹部には離れ砂が付着 しているo 5は凹面に模骨痕が造存している。 6は厚さ2cmをiJlijる。胎土

は暗灰褐色を呈し、長石が若干混入 し、粉質で粘性がある。凸面には、縦横の縄目叩き文、凹面には模

骨痕が遺存 している。

中世層出土の古代遺物(図85)

1は須恵器の杯の口縁部の破片。胎土は青l床灰色を呈 し、若干の白色、黒色粒子を混入する。口縁部

内外、及びに内体部に降灰する。 2"-' 5は古墳時代、 6"-'10は弥生時代の土器である。 2はS字聾の口

縁部の破片。 胎土は淡櫨色を呈し、粉質で、角閃石、 1mm大の小石を混入する。 3は台付輩の脚部。復

元さ れた底径は10.6cmをiJtljる。胎土は淡肌色を呈 し、粉質で、角閃石、長石、微石粒を混入する。内外

体部共に、なでによる成形である。 4は聾の口縁部の破片。胎土は赤茶褐色を呈 し、、角閃石、微細石

白針を混入する。口縁部は、なでによる、頭~肩部は、はけによる調整である。 5は小壷。底径5.3cm、

最大胴径10.7cmを測る。!l台土は淡肌色を呈し、粉質で、角閃石、砂粒を多く 含む。内外体部共、へ らな

でによる調整である。底部~体部あたりにススが付着 している。 6は聾の口縁部の破片。の胎土は肌色

を呈 し、胎芯が残る。角閃石、 fd、粒を多く含む。内外体部共、ハケによる調整である。口唇端部は、押

捺により波状を呈する。 7は壷の口縁部。縦方向に 2本の突帯をつけ、口唇端部と口縁部に、羽状縄文

を配する。胎土は肌色を呈 し、角閃石、砂粒を多く 含む。 8"-'10は壷の肩~胴部。区画を作り、その中

に縄文をはいする。 9の区間は、棒状の物の押捺、 8、10はへらがきによる。胎土は肌色を呈し角閃石、

砂粒を多く含む。 8、10はの器表には、横方向のへら削り調整がなされ、また、丹彩の痕跡を留める。
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第 4章まとめ

今回の調査では鎌倉時代から室町H寺代、凡そ、13世紀から15世紀中頃までの遺構の確認をすることが

できた。検出された追構群は、大別して3時期jの変遷をたどる。リ'lli1 面は 15 世紀初頭前後~15 世紀前

半、中世 2面は13世紀後半まで、I=j-'世 3面は13世紀前半までである。出土 した遺物も、主に当該期のも

のであり 、各時期ともに、まとま った量で網野1¥している。また、遺構の確認はなされなつかたものの、

弥生時代、古墳時代、古代 (平安時代)の造物が出土している。近隣に当該則の遺跡の確認がなされて

いることから、本追跡地に運び込まれたのか、あるいは、遺跡地があった可能性も予想される。以下、

各時期の概略を述べ、若干の考察を力IJえまとめとする。

中世 3聞

この遺跡地は、13世紀前半の早いl時期から開発される。 直交する大規模な満12、14により、土地の区

画を造りだし、建物の構築、溝、井戸、土墳等を造り 、上地利用を始める。以後、満12は埋め立て られ

て、その場所に道路(道 2)が造りだされる。この道は、出土造物より 1311+紀前半まで存続したと思わ

れる。この道は、13世紀中頃以降から15世紀まで続く 1l:lli時に検出された道より、10ml有側の山裾寄り

にある。路面は、土丹によるかなり強固な舗装が施されており 、 l面時の道と同様に、公道的要素が非

常に強し、。なんらかの理由で、道 2を廃棄し、道を滑川寄り に移動して、作り直した事も考えられる。

また、同H寺に、道 2は、鎌倉fI:y代前半期における 「田楽辻チ」 であった可能性もある。この遺構面には、

焦土面が随所に11;がりを見せており 、幾度も火災を受け、そのたび毎に、l也業、及び建物の立て替え等

の造成を行っていた棟相が見て取れる。勝長右:院は康元j亡年(1256)12月に類焼したとある。この遺跡

地が近隣であり 、H守則的にほぼ当てはまることから、本遺跡地の様相が、文献資料と対比できることも

考えられる。

中世 2而

この時期は、数時期に渡る玉砂利の張り替えH年期を基にして、文化面を追った。玉砂利の張り替えは、

短期間に、頻繁に行われたようである。出土造物から 131 H 紀後半~ 14世紀後半頃と思われる。調査区内

で、部分的な広がりを、おおよそ 3W!j期、計 8カ所検出した。しかし、検出状況から、恐らく各時期と

もに、広範囲に渡って敷かれていたのだと思われる。 2A同時には、南側に、若干検山されただけであ

るが、この遺構聞の北側は、大きく 1i面時の撹乱を受けており 、玉砂利敷迫構が北側に も広がっ ていた

可能性は十分にある。ま た、 各時期1の庭石、ifl!J<状の溝、四阿l亘を連想させる礎石建物等の検出は、庭

園風の観があり 、ぷ七は、その化粧の為lこ、随所に敷かれていたのであろうと思われる。しか し、 2C 

面時の大規模なかわ らけ溜りの検出は、この訓査地点が、追跡地の主体部分ではなく 、建物の裏手、あ

るいは、主体部よりも遠く隔った場所であることを予想させる。造構の検出状況から、各時期とも、さ

ほど士地の利用方法に変化が見られない ことから、

西方、 大御堂ガ、谷には、勝長寿院があ ったと百われ、その場所は、本遺跡地から直線距離にして150m

である。この寺は、 大御堂ガ谷がすべてが境内であったと言われている。 I~.砂利敷遺楠は寺院祉に見 ら

れる特殊な遺構であり 、本追跡地からの、このこ伝砂利敷i喜一構の検出は、この調査地点が、勝長寿院の敷

地内、裏手にあ った可能性を予想させる。

また、安山岩のi礎石を釘した土峨 3 (柱穴)に関しては、これに対応する遺構が検出されておらず、

建物の機相は不明である。本遺跡地が、寺院JJI:で・ある場介、この迫構が塔の心礎であるとする指摘もあ

るが、追構聞の検山遺構の除相からはii在認はとれなし、。しかし、こ の遺跡地が、寺院比である可能性を

秘めた発見である。この時期の遺構の検出状似は、最もこの遺跡の性格をよく表していると思われる。
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この時期1に検出された遺構群は、前時期と全く様相を民にする。大規模な上木_lヰ1ーが行われ、大型の

遺構群が展開する。この面から検出された遺構群は、主に調査区北側を中心に展開していた。検出され

た道は、*1消の調査で確認された道筋の西側延長部分と忠われ、今回の調査では、道の南}F-i、及び南側

の側溝が検出された。北肩、及び北側側溝は、調査|五外、現花の『田楽辻子』 卜、あるいは、それ以北

であろう。いずれにしても、現在の道と重複しており 、15世紀から、この道筋が、あまり移動せす、踏

襲されていることが確認された。前回の調査では、この道が 6回の改修工事を経て13世紀半ばごろから

継続してあったことが確認されている。 しかし 、 I~I- ぃ時期のものは、 道筋が、もう少し滑川よりであっ

たようだが、基本的には道筋は大きく変わってはいなし、。 また、道に直交して検出された溝 2は、出

土造物から、道と、ほほ‘同時期と思われる。道との常任n地帯には、橋が架けられていたと思われるが、

その橋に関しての遺構が、確認されていないことから、恐らく板を渡したような簡単なものであったと

予想する。これらの遺構群は出土造物から15出紀前半までと思われる。また、同時に、道と直交して検

山された溝 4は、 Vlb期(註 1)のかわらけの11¥一1---もあり、15世紀中半頃まで存続したと思われる。ま

た、この溝から多量に出土したかわらけを、大111111cm以上、 中皿 (1 1~ 8cm ) 小!日1 (8 ~ 7 cm)極小 6

cm以下として、 4層の統計を取ると、上層(大IlJl0、中皿57、小皿11、極小49)中居(大un1、中皿15、

小JIJl7、極小o)下層(大血 4、'-11山56、小llJl37、極小22)最下層(大皿 5、中凹l86、小川13、極小31)

となり 、各層ともに中皿が主流を占めており 、こ のH寺JVJ、よく使用された大きさなのであろう。 また、

上J~i は 、 主に中山と極小皿で構成さ れており 、 H寺代が下がるほどに細分化されなくなる。しか し、 使用

した1111の構成、人数などは、こ の数字からは不明である。この時期をもって、この追跡地は終末期を迎

える。1455年、鎌倉公方が鎌倉から古河に敗走したころより、鎌倉は次第に衰退 してゆき、同時に、勝

長寿院も寂れてゆくと言われる。この時期の椛相は、まさに、それを反映している様にjt1われる。

これ以降、この遺跡地は大型土丹により 、埋められ、造成を行っているようであるが、現代の撹乱を

受け、以後の様相は不明となり 、現在に至 り、住宅地となっている。

本遺跡地は、閉幕当初から、源家と 由縁が深く 、政治的にも重要な地域内に属していた。ま た、 西谷

には、w]n切に創建され、以後、北条氏によ り厚く被設された勝長寿院があり 、また、それは室町時代に

至っ ても、引 き続き鎌倉公方により被護されている。一貫 して政権下にあった勝長舟院の近隣に所在す

る本遺跡地が、中世のこの時期、かなり繁栄していたのではないかと調査以前より予想させるものであっ

た。 しかし、今までにあまり 、調査が行われておらず、様相は不明であった。今回の調査では、全時期

を通して、遺構、遺物がまとまって、ある紅度の屈を網羅して検出されており 、 子氾!を 卜分に実証づけ

る 事が出来たと思われる。また、それは、 勝長7'~j~ 1院と関係した遺構群も含まれており 、 各耐lから検出 さ

れた遺構群の様相は、勝長寿院を含めた、 この近辺の盛衰をかなり反映したものであ ったのではないか

と思われる。

(討一1)服部実喜尚武蔵 ・相撲における巾jitの食部隊fl二Ifill奈川考干士i34号1995年 5月)
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I;.A 井戸 2・3 (東から 南井戸 2・北井戸 3) 

企 B 井戸 3覆土セクション (北西から)
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PL.14 

企A 溝 8 (西から)

企 B 向上近景 (南から)
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企A 玉砂利遺構 7 かわらけ粉砕地業 (南から)

企 B かわらけ溜り 3・玉砂利遺構 8 (西から)
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企A かわらけ溜り 3 王砂利遺構 8 (南から)
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PL.18 

企A 調査地点、より北方向を望む

企 B 3面覆土より検出された常滑窯の壷 (東から)
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PL.25 

企A 3面・ F~ I -8 ~10グリッド全景(西から)

企 B 3 面・ F~I-9~11 グリッド全景 (西から )
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PL.27 

Ji..A 3面 D-l~2 グリッド全景 (南から )
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ざし 1もくざまちゃいせき

材木座町屋遺跡 (No.261)

材木座一丁目890番 7地点



例 日

1 .本報文は、材木座町屋遺跡、(神奈川県遺跡台帳

No.261)内、鎌倉市材木座一丁目890番 7地点に於け

る個人専用住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

である。

2.調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が

平成10年 9月28日か ら10月27日まで実施した。調査

面積は約40m'。

3.本報文に関わる整理作業は、汐見一夫 ・山上玉恵 ・

波遺美佐子が分担して行った。執筆は、汐見 ・渡逃

が行い稿末にその名を銘記 し、これを汐見が編集 し

た。又、本報に使用した写真は、 汐見が撮影した。

4. 出土遺物の内、舶載陶磁器は手塚直樹氏 (鎌倉考

古学研究所)・瀬戸窯製品は佐野元氏 (瀬戸市埋蔵

文化財センタ ー)に御教示を賜った。

5.現地調査から本報作成に至るまで、次の機関・各

氏か ら御指導 ・御教示 ・御協力を賜っ た。

市内各遺跡発掘調査団 (胡シルバ一人材センタ ー

東国歴史考古学研究所 鎌倉考古学研究所

6.本調査に係わる資料は鎌倉市教育委員会が保管 し

ている。

7. 調査 ・整理体制は以下の通り 。

調 査 担 当 小林康幸

調 査 員 熊谷洋一 汐見一夫 山 t玉恵

調査補助員 |宅|村葉子 八杉陽子 波造美佐子

fド 業 員 町田義一 渡辺輝男 山崎 一男

柴崎英輔
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第 1章環境と立地

材木座町屋遺跡は、滑川より回、現JR横須賀線の南側-fij，の海岸線に沿った広い地域がH刊!J;されて

いる。北側で米町遺跡、西側では 卜馬周辺遺跡 ・由比ヶ浜中IIJ集団墓地遺跡等の中世鎌倉WJに庶民層が

生活 ・活動した地域に固まれ、東側の丘陵裾には、長II券寺跡 ・光明寺11:::1境内遺跡をはじめとする寺院士II
昨が展開している。又、遺跡範囲内に史跡元八幡と新開のえんま堂跡を内包し、南東j中には中1:1:1:鎌倉の

貿易港である和賀江島を望む。

材木座の名は、[1二l世に材木を扱 うキni^iである座が置かれた所から江戸時代には地名となっているが、

それ以前は名越の一部であったH寺川もあり明らかではなし、。米IlIJ遺跡、との境付近を中心としたー帯には、

『汗妻鋭』建長 3年(1251)12月3日条や文永 2年(1265) 3月 5日条にみられる、定められた商業地

域が展開し、平日賀江島や元八l幡の止j.t也から中世鎌倉の中でも L11.くから人々が往来した地域であろう。

_，制作地点

.fi'(Ii，W，)，¥jr'i地点

図 1 材木座町屋遺跡の範囲と調査地点
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調査地点は遺跡範囲内の北寄り、 史跡元八幡の南東至近距離にある。現況の海抜は 5m前後を測る。

名越に源を発する逆川は北側を丙下し、途中 本橋北で向きを変えて南下し本地点の西120m程で滑川

に合流する。付近等高線は遺跡範囲東側丘陵の形状に沿って、滑川へ向って舌状に緩やかに低くなる。

現況での遺跡範囲内では主に個人住宅が密集していることもあり 、他の市内遺跡に比べ調査例は非常

に少なく、調査成果に基づいた中世則の生活様相や基盤層から制た当時の地形等は、不明な点が多いと

言わざるを得ない。本地点周辺では、発掘調査 2ヶ所(図 1・2の地点 1・2)が、又、近年矢[]り得る

限りで確認調査 4ヶ所(図 1・2の地点 5~ 8)が行われている。

地点 1・2は共に|幅 2m程と遺構検出には限られた範囲ながら、市内遺跡の浜地一帯で普遍的に確認

される方形竪穴建築祉や、土壌・井戸他密なる遺構群が砂層上に発見され、かわらけや舶載陶磁器類・

国内産陶土器・獣骨 ・ 貝類等多くの遺物が出土し、遺物から観た年代は 13世紀代~ 15世紀初頭とされて

いる 1，:101)・即)。地点 5は5rn'弱の狭小な範囲ではあったが、現地表 F'60cmのやや土壌化した砂質土遺構

面から掘り込まれた方形横桟支住形の井戸が発見され、良好に追存 した木製井戸枠内から多くの造物が、

又、調査横内で視認した遺構面と考えられる堆積土層中からは、13世紀代の遺物が出土している (詰1)O

地点 6 は顕著な遺構は確認できなかったものの、出土した遺物の年代は 13世紀代~15世紀と 考え ら れ、

水磨した様なものも矧られた (註1)。地点 7・8では、近現代の堆積土除去後は殆と‘無遺物の大型土丹層

が現地表下 2m強まで及び、それ以ドは自然堆積層と考えられる 11次弱な砂層が堆積している (同15)O

尚、上記に関する註釈 ・各地点名の地番 ・木報文に係わる引用 ・参考文献は、本報文末第 4章に纏め

て記した。

図2 調査地点周辺図
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第 2章調査の概要

-調査の経緯と経過

調査は個人専用住宅の建設に先立ち、確認調査の結果中世期の遺構面が確認されたため、基礎工事で

杭打ちをする範囲を対象として実施された。 平成10年 9月21日から確認調査の成果を基に、現地表下約

40cmまでの近現代の堆積土を重機に依り除去し、並行して器材を搬入し調査開始とした。調査範囲は幅

2mx長さ 9mを目安に設定 し、敷地奥側を I区、道路側を H区とした。 1区の東端及びH区の西端は

近現代撹乱層が深くまで及んでいる為、重機掘削の際に予め深掘りし排水墳とした。その後人力に依り

掘下げ ・遺構検出を行ったが、 1• 11区双方の l面終了時点で以降の残土を敷地内で処理するには困難

と判断されたため、 I区を先行して掘下げ日区の調査に伴う残土は終了した I区を人力で埋め戻しつつ

進める方法を採らざるを得なかった。為に、 1 • Il区を併せた各面の全景写真は撮影 し得なかった。

天候には恵まれなかったが、 10月14日には H区 2面からの調査に着手し、必要な記録を採りつつ遺構

面を掘下げ、最終的には無造物自然堆積層まで確認することができた。遺構の実視IJは光波測定器用い、

出土遺物は極力層位毎に採りヒげ、遺構外出土遺物に関しては 1• 11区に拘らず纏めて扱う事とした。

著しい湧水と狭小な調査区に難渋しながらも、 10月26日には H区の最終状況の写真を撮影し、調査区

土層断面等必要な記録保存を行い、関係各方面に連絡の上器材を撤収し調査終了とした。

-国土座標上の位置 (図 3) 

調査に際しては、遺構実測定点 P1・P2を付近 4級基準点0132・0133を基本MIとして、光波iWJ定器

に拠り設定した。図 3に示した国土座標値x.yは、現地調査の成果数値から整理作業時に国土地理院

発行1/2500の地図から手作業計算に依り 算出したものである。尚、図中の S1・S2は図 4に示 した

堆積土層断面図の位置を示す。

01:33 X -76649.223 
Y -25244.753 

0132 X -76675.083 
Y -25217.235 

¥ 

ー」一一」一一一~ 「ι¥¥1。
図3 国土座標上の位置と調査基準点
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P1 X -76632.250 
Y -25244.937 

P1 X -76639.062 
Y -25236.812 

P2 X -76636.812 
Y -25248.875 

P2 X -76643.937 
Y -25240.437 

10m 
(1/375) 
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-堆積土層 (図 4) 

お

土層注記:

1 0 近世以降の堆積土。 20 茶褐色粘質土。

3 0 B音茶褐色粘質土。 4 0 黒褐色弱粘質土。

5 0 黒褐 色砂質粘土 。 60 暗黒褐色粘土 。

70 暗灰色砂+黒色粘土。 80暗賞褐色砂。

図4 堆積土層
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図 4は、 |玄13のS1・S2 f~ IJ ち I 区 ・ E 区両調査区の北側壁土層断面図である。

2m 
(1/80) 

l層中には、近世以降の建物礎石に使用した鎌倉石が残っており、礎石下の所謂グ リ石は柱穴を粗掘

りした後に土丹を上から叩込んでいる様に観察され、 rlD込まれた土丹は潰れて 2層までめり込んでいる。

2層は、かわらけ粒・土丹粒を正取らに含むしまりの良い茶褐色粘質士。上面を l面としたが、 E区では

遺構が殆ど検出されず中世遺物包含!露であ った可能性もある。遺物は出土するが、摩滅して角が取れて

いるものも観られた。 3層 ・4層は、やや軟弱ながら上面付近に貝粒子を含む砂層が散見され、上面を

2面とした。造物は多量に出土する。 5層は、腐食有機物を微量含んだ砂混じりの粘土で、しまり悪く

水気を帯びる。 6層廃棄後の湿地性の堆積土と思われる。出土遺物は少ない。 6層は、しまり良く上面

がやや硬化した暗黒褐色粘土で、市街地調査で中出地山とされる暗褐色粘土に似る。遺物は I区で数点

出土 している。 7J冨は、粗い員粒子を含む砂層中に黒色粘土を不規則に混交する。調査区内では無遺物。

8層は組い貝粒子を含む粗砂で、 浜地の調査では無遺物自然堆積層とされる。最高位海抜303m。図 1・

2の地点 1・2で中世地山とされている層に相当する。

各層位は東から西へ緩やかに傾斜し、 8層以外はかなり土壌化した砂質土及び粘質土の堆積である。

堆積土の様相を付近地点 1・2・5と比較すると、各地点では海成或は風成の砂層が砂丘状に堆積し、

遺構覆土や遺構面構成土等はほほ砂、層若しくは砂質士で構成される。地点 lでは海抜 7m前後、地点 2

では海抜303m程で自然、堆積層が、地点 5では海抜 4m弱で、 8層と同様の砂層が確認されている。この

自然堆積層のレベル差は、東側jヨ陵から舌状に延びる等高線或は現況道路面のレベル差と大差はない。

ただ本地点、ではその上に堆積する造構面構成土は、他所か ら運び込んだ如く土壌化している。これは、

本地点が砂丘状の地形が構成される聞に窪地状に取残された湿地部分に中り、為に生活面の確保と安定

を図り土砂に依り嵩上げしてい った結果と考えられよう。
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第 3章検出した遺構

本章では発見した遺構について各面毎に触れてしぺ。下層へと調査が進むに従い湧水が著し い為に、

|隔の狭い調査区ながら排水の側溝を切らざるを得ず、又、安全を考慮して調査区壁に法を付けて斜めに

掘下げた為、 3面時の調査l隔は実質的には 1m程になってしまった。

図 5~ 7の各面の全測図は、敷地内における I区 ・日 区の位置関係をそのままに図示した。遺構実測

定点 P1・P2及び各見返りのラインは、 6mの距離で並行関係にある。版組の都合上、必要に応じて

各面に関わる遺構間断面図は、 I区 ・日 区の平面図聞に罫線で囲み同縮尺で図示した。

1面 (図 5) 

現地表下40cm~80cm、 海抜4.6m~4.2mのしまり の良い茶褐色粘質土上面を 1 ctlJとした。両調査区共

に西に向って緩やかに下り勾配で、遺構面とするにはやや不安もある。 1区では土境状のプランをいく

つか掘り上げたが、覆土は潰れた土丹塊で占め られており、その殆どが前章堆積土層の項で述べた近世

建物基礎に伴うものと思われる。 他の小土墳も、覆土の追いを遺構の如 く掘り上げた可能性が高い。

遺物は精査の際に数片出土しているが、指先大ほどの極小片ばかりで摩滅しているものが多く 、図示

してはいない。

2面 (図 6) 

現地表下110cm前後、海抜約4.0m付近の粘質土上面に、貝粒子を含む砂層が観られる レベルを 2面と

した。炭 ・土丹粒を混入するしまりのない粘質土を覆土とする柱穴状 ・小土瞬、状の遺構を多く 発見したc

各遺構聞に特に規則的な配置 ・間隔は認められず、 相互の関係は不明である。土墳 3は、遺構とする

には余りにも浅く 、

遺構面構成土の堆積

の違いを掘ってしま っ P 1 

ているのかもしれな

し、。

造物は 2面仁精査

の際或は各遺構内か

ら、糸切り底かわら

け片 ・常滑窯聾胴部

片 ・瀬戸窯製品 ・火

鉢 ・石製品等が出土

しているが、遺構内

出土 2点の他はいず

れも極小片で図示し

j与なかっ た。
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図 5 1面全測図
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3面 (区17)

現地表下140cm前後、海抜約3.7m付近のやや硬化した時黒褐色粘土而上面を 3面とした。 I区で凶i上

に耐えられた大型の

礎版と滞状の士墳等、

11[又では平面iは方形

で民耐にPit.をf'1'.う

建物他を発見した。

II涯の礎板は ー辺

1 5~ 25cm .厚さ 10cm
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第 4章出土した遺物

本121では出土した造物について遺構 ・層位毎に記す。接合前の出土単純破片数は2，700余点を数える

が、 実測し得たのは56点に過ぎない。各遺物のì1~量 ・ 寸法は、 第 4 章表 2 に纏めた。

図 8の 1~ 4は迫構内出土遺物。 1・2は 2[語Pit.l6・24(1区)出土。 1は鍔釜形土鍋。 2は赤

間ヶ石(紫石)製の硯。全体に剥離 ・破損が若しく、遣存する陸部分の加工痕から観ると消費地て‘の再

成形品。 3・4は3面建物 1 (IJ区)出土。 3は糸切り底のかわらけ。器表淡燈色で胎土 ・焼成は良好。

4は山茶碗窯系担鉢。iJ台土に小礁を余り含まず、内l面の摩滅が著しい。

図 8の5~16は 1 面ド、 概ね図 4 の 2 届出仁。 5 ・ 6 は糸切り底のかわらけ。本属位から出土し図示

し得ないが形状の分る破片には、胎士 ・焼成 ・成形が良く休部が聞き気il未の大型品も一定量含まれる。

7は龍泉主系青磁劃花文碗。 8・9は瀬戸窯灰柑j在[]jJ[lo 8は灰緑色の軸を漬け掛けした中 I期の製品c

亡J二三土丁之
に二とd 三子己ノつ

ヒゴ:c=:2 ~ぅ;

Y可
モヨヌモヌ(プラ ミ:二

片 ------j /づ/ぐ二二二ア ) "" I -~// __// / / 
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亀
山

h
u
 

1面下出土遺物 どク過齢
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図 8 出土遺物 (1 ) 
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9は灰緑色の袖を刷毛塗りした前IIIMの製品。

1 0 は山茶腕窯系担鉢。，-，腎が肥厚し n~if[j は僅か

に窪む。11は常滑窯担鉢。 12は常滑窯輩。小破

片の為傾きにやや不安がある。 13は備前窯「占鉢。

摺り日の条線は浅く、 -単位 8本。 14は瓦器質

火鉢皿類。輪花形になるタイプで、外l面には10

弁(?)菊花を陰刻。 15は瓦質火鉢rv類。胴部

が扇球状になるタイフ。で、外面口唇ートー沈線聞に

亀甲文を配する。 16は須恵器壷。

図8の17""""38は2面下、図 4の3・41膏の出

土。 17""""28は糸切り出のかわらけ。 11支も多くの

造物数が出士した層位ではあるが、かわらけは

図示した以外に実測可能なものはなか った。年

代的には多少の幅と混在があるが、 2泊iが構成

された以降の年代観を不 していると考える他あ

るまし、。 29は同安窯系肯iiit櫛掻文{施。外|面体部

¥二
ヒゴ~
k二J:JEτ弓 l

入- I イ中 )~:d
戸447 じ:~♂

ヤfl司胃7
3面上出土遺物

プ
グ

J

3面下出土遺物

採集他

下端と高台は露胎。 30は龍泉窯系青磁陥蓮弁文 ? 

碗o rJlJ調は灰緑色味o 31は泉州窯系黄利l陶器盤。 図9 出土遺物 (2 ) 

32は瀬戸主灰柚卸皿。 i炎灰緑色の柚を漬け掛けした前田期の製品。 33は山茶碗窯系削鉢。胎土は粗く、

口唇]頁部は沈線状lこ律む。 34は常滑窯担鉢。口唇は内外双方に強く日|かれる。 35は瓦器質火鉢凹類。 i[i命

花形になると思われる。36は鍔釜形の士鍋。 37は亦mJヶ石(紫雲)製の硯。陸部と横縁が遺存。 38の木

製品は，[[:，*VJ底板。表面に刈物痕は1111、い。又、 2面上及び 2面ドから:H上した押印文の残る常滑窯護!阿部

片拓影は、図10に図示し た 。 ( i タ 比)

図 9の 1，......， 9は3面 t、概ね遺構精百の際の出土。 1，......， 6は糸切り氏のかわらけ。附色乃至灰褐色を

呈し、胎土 ・焼成共に良好。 7・8は常滑窯聾の口械部。共にN字状に折返されるタイプ。 7は!火黒色

を呈し う)<:~f~物を多く 含むIJ台土。 器表は県出色。 8 は小傑を含む組い l伯 ←|二で 、 口唇は IJ巴!平 し沈線状の深み

がみられる。器表は灰色。

属するべき遺構 ・ 層{~J.が不明になってし

まったものを、採集遺物としてここに合

めた。 11""""13は糸切り底のかわらけ。的

色乃至"古怜色を呈 し、 IJ台|ー・焼成共に良

好。14は青r'l磁合子の長。型除し造りで、

素地は明灰白色、淡水色の柚は極薄く掛

けられる。 15は山茶碗窯系担鉢。粗いIJti

土で口唇部は肥厚する。器表は灰白色を

呈する。凶10には、出土した押印文の矧

られる常滑烹霊胴部Ji拝i影を、個体上ノョ

を天として縮尺 1/2で図示した。(波退)

lOcm 
(1/2) 

図10 出土常滑窯斐押印文拓影
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第 5章調査成果

本地点、の調査では調査|ぎが扶小なこともあり 、至近距離に在る jじ八幡と関連づけられる遺構について

言及し得ず、その時期に遡る出土遺物は皆無であ った。

発見した造梢は、調査範囲内では不規則な配置としか観られないPit.や小土墳が殆とで、僅かに 3面

の建物 l と土~li~ 4の方向から、付近の遺構軸方向が想像される程度である。この方向性が 2面以降に踏

襲されているとしても、 l幅 2mの ~~J査区では建物や柵列等を類推するのは困難であろう。図 1 ・ 2 の地

点 2・5でii{f認された遺構と与え併せると、本地点の北側に展開していたであろう HIT屋或はその周辺域

の性格が強く、庶民層が生活 ・活動していた地域と考えられよう。

出土造物をlヌ|示し得なかったものを併せ観ても、かわらけの年代観を念頭に置けは、手担ね成形のも

のは摩滅した小破片が上層から数点山土しているのみで、鎌倉前mJまで遡れる遺物は殆ど;1mいに等しい。

本地点の年代観は、 3面上出上のかわらけにやや13山紀代を観ることもできょうが、概ね14世紀代以降

の出土状況を示し、 2面以降は151廿紀代に入る要素も含んでいる。

これら発見遺構 ・出土造物の状況は地点 2・5と大きくは矛屑するものではなく、現段階ではこの付

近の環境と年代を概ね顕していると考えられょうか。

最後に表 3の出土遺物破片数について付記しておく。表は、出上した全遺物破片を接合前の単純it皮片

数で記している。本文でも触れた様に l面は111世造物包含層の可能'性もあり、殆どが指先大程度で摩滅

したものをも含む極小破片であることから観ても、他所からもた らさ れた土砂中の造物が混在している

事も考え得る。 舶載陶磁器やかわらけは細かく M"け易く、単純破片数で数える事に因る数字の持つ危う

さが見え隠れしている。参考ーまでに木地点の出一|二遺物はテンパコ数で言えば 5箱であり、内 l面に帰属

する造物は 1箱にも満たない。今後の課題であろう。(汐見)

【註(地点名 ) ・引用参考文献】

註 1 (地点 1) 

註 2 (地点 2) 

(地点 3) 

(地点 4) 

託 3 (地点 5) 

瀬田哲犬 I 7材木座町屋追跡 (No261)鎌倉市材木版二丁目 217番6外地点Jr鎌倉市埋蔵文

化財緊急料査報告書 11 平成 6年度発掘調査報告(第 2分冊)J平成 7年 3月鎌倉市教育委
口 A

貝玉三

木村美代治他 I 7材木座11IT屋遺跡 (No.261) 鎌 倉市材木座ー T目144番目「鎌倉市埋蔵文

化財緊急調街報告書 7 半成 2年度発掘調査報古」 平成 3年 3月 鎌倉市教育委員会

田代郁夫他 15材木座出f犀逃跡 (No.261) 鎌 倉市材木座四丁目 260番 l外Jr鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告書 6 平成正年度発掘調査報告」 平成 2年 3月 鎌倉市教育委員会

馬淵干[JtjJ I材木座町屋遺跡 (No261) 鎌倉市材木座三丁目 364番l外地点Jr鎌倉市埋蔵文

化財緊急調査報告書13 平成 8年度発掘調査報告 (第 i分冊)J 平成 9年 3月 鎌倉市教

育委員会

平成 9年 10月確認調査実施。筆者立 ち会い担 当。

註 4 (地点 6) 平成10年 7月確認調査実施。 瀬 田哲夫氏の御教示及ひ確認調査時筆者実見。

註 5 (J山点 7・8)平成10年 11月i笹認調査実施。筆者立ち会い担当。

白井永二 「鎌倉事典」 東京裳 出版

中野晴久 1'-1 ' 世知多古窯t止対の押印文 一ミクロ流通史のための予備的研究 J r知多半島の歴史 と現在No.4 J 

1992 日本福祉大学 知l多半島総合研究所 校倉書房

河野員知E!I;I r:1:r世鎌倉 火鉢考 取凶との関連において J r考古論叢付l奈川」 第 2集 1993年 神奈川県考古学会
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層位 ! 単位 ( )=復元値
時期遺構名遺物No 種別 計測値 m fJ=残存(直 表 2 遺物計測表単位 cm

2 面 l司1.16 図8-1 土:1*煩 五;t1l2 面
Pit.24 L一 土 鍋 」一一一 一

石製品
-0 赤/i11ヶ65盟硯 長さ [7.011 i[，:1[7.11 

3 面 iIl物 l 図8-3 かιtわら総け~額t 糸 口径 13.8 底径 7.7 器高 3A

_.1 i 111茶碗 系 | 庇筏(1.1.3)
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らけ，糸 口径 8.0 ほf~ 1 5 自

税 制
らけ・糸口径，17.7 底f;~ 1 5 . 2
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2 面 2面下 i閑ト17 1川 7九l吋0.9) 附 1(56)巴竺 l -7 i v 黛 i l l l i 

| 九健闘酬附 |棒高r;.;;-II 1 IでヤJ11114 ト

¥ 
而

2 面

3 薗

採 1長

古十

% 

~ 
[師

2 illI 

3 [日

採 1長

百十

% 

I~ 
l 市1

2 而

3 面

採 ~ 

言十

% 

糸口 径 8.9 則子 6.6 制 118 11 I | -9 山 P茶R椀窯鉢系 I I | 
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表 3 出土遺物破片数

南rl絞陶般器
語囲1

内産陶2書類 土器:!i'i

青磁 | 白磁 -i!f白磁 施紬
I (利調) その他 瀬戸自民 常滑窯 渥美 術jji)窯 .(fJ.住~ ~ 亀山総 | その他 かわらけ| 瓦務 l土鍋 |その他

24 15 62 217 3 

主主17 2 3 19 214 6 755 1 1 2 

2 43 220 I 
3 1 2 3 ，16 1 201 -1 

「
46 19 I 13 1 3 。 。 86 520 11 l o I 0 1 1 3 1 1.751 1 

1.7略 0.7弘 I0日
I

0.2帖
l
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I 2 I l 

16 l 3 
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0 4 

1 2 1 
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司 。 | 。 11 2 
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自然 遺物

UI
田器古可代 否否 計 % 一貝 | 骨 |その他

H711TmqLii 25 3 966 35.3% 
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1ll 21)836194H
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7 21 7 323 
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写真図版



企 1. 1区 1面全景(西から)

図版 1

3. II区 1面全景 (東から)企

4 
2 

-
区
2
面
全
景

h
V
4
H
区
2
面
全
景

(
西
か
ら

(
西
か
ら

「
「
U

q
u
 



図 罰 M
"-.

.~
 

<1
"・

4

"
ゾ

ノ
守

"

'
 〆

._ ..•
 

一、 伊

ー~
..
. 

(σ
，<:
;!-
国

)
糊

怜
困

ω
岡

ー
N
.j‘ 

(σ
'
サト
!!
!I
)

苅
溺

什
E

心。 心。

.ω
V

 
(σ
'
ザ
困

)
州
ゆ
副

ω
阿

国
品
可
V

さ
幸
醐
什
E



。。ぱコ。。

同町一等刊号同署樟

回的凶ロc
'
)
 

v
 -向、 fe-

-， 

温 ，， 

.. ‘
.3， ，
I 

』
J
 

， 1

、 • 
e 

d司吋.

、

RKT刊司

君h一円山£
r〔村田町凶1::1 

c、J

回答刊号同事川崎套笹

回N凶v
 

σ
コ

竪図



図版 4

"'1. 1区最終状況(東から)

企 3.n区最終状況 (西から)

2. 1区北壁堆積土層(東から)企

4. 日区北壁堆積土層(西から)... 
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